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第3節古代以降の遺構と遺物

「第 3節 古代以降の遺構と遺物J 観察表凡例

1 .柱穴観察表において、「番号j とは所在区ごとに付した柱穴番号を指す。たとえば、本文でMPI00

SKP 2と記した柱穴は、観察表においては「所在区J欄では MPI00、「番号j欄では 2の柱穴

に相当する。また、「帰属する建物」欄のO内に示した数字たとえば⑤は、本文中で 5号柱穴と

記した柱穴を意味し、建物ごとに付した柱穴番号を指す。

2. 本節で扱った土器類の観察表は基本的に杯・盟類(第64~74表)とそれ以外の護・壷等の器種

(第75~77表)とに分けて掲載した。

3.古代土器における種別については、第 3章第 4節 3の分類に従った。

4.古代土器における底部切り離しの技法において、「回糸j とあるのは回転糸切り技法、「静糸Jと

あるのは静止糸切り技法である。なお、回転糸切り技法については、( )内にロクロ回転方向を

付した。( )のないものは摩滅などにより方向が不明のものを指す。

5 .古代土器杯-血類における底径指数、高径指数は本書では次のように定めた。

-底径指数ロ底径÷口径 (口筏を 1としたときの底径の値)

-高径指数土器高÷口径 (口径を lとしたときの器高の値)

6.土器額の観察表において、遺構内出土遺物については「出土地点」欄では遺構名を付した。遺構

内出土とみなしたなかで、 iS1 63 B竃Jとあるのは同住居カマド周囲、 iS1 63 B東」とあるのは

S163B東側撹乱の意である。遺構外出土遺物については原則として出土区もしくは範囲確認時

トレンチ番号を掲載した。
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第 4章調査の記録

所在i玄 柱番号穴
径または

平面形状
深さ 底面標 覆土および柱

重切り複合遺い構関の係
建

出土遺物
辺長(cm) (cm) 高(m) 痕跡確認状況 物

L077 24 x 24 隅丸方形 17 35.45 断面図参照 SB93① 

LP77 23 x 23 隅丸方形 7 35.58 断面図参照 SB93③ 

L078 24 x 24 隅丸方形 16 35.47 断面図参照 SB93② 

2 24 x 24 稿丸方形 17 35.43 断面図参照 SB93③ 

3 34 x 22 楕円形 24 35.12 断面図参照 SB93⑨ 

LP78 23 x 23 隅丸方形 6 35.56 断面図参照 SB93⑤ 

2 13 x 13 隅丸方形 4 35.60 断面図参照 I SB93⑮ 

LN79 24 x 24 隅丸方形 18 35.44 断面図参照 SB93④ 

L079 1 22 x 22 隅丸方形 11 35.54 断面図参照 SB93⑥ 

2 24 x 24 円形 6 35.58 断龍図参照 SB93⑦ 板材

3 13 x 13 隅丸方形 20 35.23 断簡国参照 SB93⑪ 角柱

LP79 20 x 20 隅丸方形 30 35.32 断面閣参照 SB93@ 

MI92 30 x 15 不整形 3 35.47 褐灰色土単一層

話L92 20 x 20 不整円形 13 35. ::n 灰寅褐色土単一層

2 30 x 30 不整指円形 6 35.40 黒褐色土単一層

M狂 93 30 x 22 楕円形 8 35.43 黒褐色土単一層

MM93 50 x 50 不整形 10 35.34 褐灰色土単一層

MJ95 30 x 30 不整形 12 35.42 褐灰色土単一層 SDOIBを切る

MK95 26 x 30 隅丸方形 48 34.93 縄文土器

ML95 恥 26 I不整形 7 35.3"3 黒掲色土単一層

2 28 x 14 楕円形
門

35.32 黒褐色土単一層

MI96 15 x 10 楕円形 8 35.42 黒褐色土単一層

μ つ 15 x 12 楕円形 6 35.45 褐灰色土単一層

3 10 x 10 不整円形 10 35.40 褐灰色土単一層

4 30 x 30 不整方形 4つ4つ“ 35.28 黒褐色土単一層

MJ96 45 x 20 不整形 4 35.48 黒褐色土単一層

2 55 x 55 不整形 6 35.48 黒褐色土単一層

3 10 x 10 不整円形 9 35.44 黒褐色土単一層

4 28 x 22 楕円形 13 35.39 黒褐色土単一層

柱痕跡(黒褐色土)

5 40 x 40 円形 18 35.32 確認、搬:11手黒褐色
土

E 

6 10 x 10 方形 8 35.42 黒褐色土単一層

7 10 x 10 方形 15 35.34 黒褐色土単一層

MK96 22 x 22 円形 5 35.37 黒褐色土単一層 SDOIBを切る

2 30 x 23 楕円形 15 :15.24 

ML96 25 x 25 不整方形 6 35.34 黒褐色土単一層

MM96 28 x 22 楕円形 10 35.24 黒褐色土単一層

2 20 x 20 不整形 9 35.36 黒褐色土単一命層

MN96 28 x 25 不整円形 22 35.22 

MI97 2 15 x 15 不整形 5 35.45 黒褐色土単一層

3 10x 10 円形 7 35.44 黒褐色土単一層

4 15 x 15 円茸手 13 35.37 褐灰色土単一層

5 14 x 14 内7~ 6 35.43 褐灰色土単一層

6 15 x 10 楕円形 5 35.44 褐灰色土単一層

7 20 x 8 不整形 5 35.44 褐灰色土単一層

8 10 x 10 円形 12 35.38 褐灰色土単一層

9 10 x 7 楕円形 4 35.46 灰糞褐色土単一層

10 15 x 12 楕円形 12 35.37 灰黄掲色土単一層

MJ97 14 x 14 不整円形 12 35.36 褐灰色土単一庸

2 12 x 12 円形 7 35.42 褐灰色土単一層

3 12 x 12 不整方形 10 35.39 褐灰色土単一層

4 14 x 14 円7~ 21 35.30 褐灰色土単一層

5 13 13 不整円形 7 35.43 褐灰色土単一層

16 x 16 不整方形 6 35.46 黒褐色土単一層

第48表柱穴一覧(10) (古代以降)
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第 3節古代以降の遺構

所在区 番柱穴号
佳または

王子面形状 深(c川 底高面(m標) 
覆土;J~ び柱 重 複 遺 構 の

建帰属 物 出土遺物
辺長(cm) 切り合い関係

MJ97 7 10 x 10 不整方形 5 35.45 黒褐色土単一躍

8 18 x 10 楕円形 4 35.46 黒褐色土単一層

ML97 17x 17 円形 4 35.40 黒褐色土単一層 SKP 2を切る

2 22 x 17 不整円形 13 35.31 黒褐色土単一層 SKP 1に切られる

3 36 x 36 不整円形 20 35.23 黒掲色土単一層

MM97 20 x 14 楕円形 6 35.40 黒褐色土単一層

2 10 x 10 方形 35.31 灰寅褐色土単一層 SKP 3を切る

3 14 x 10 長方形 8 35.38 黒褐色土単一層 SKP 2に切られる

MH98 20 x 20 円形 10 35.37 黒褐色土単一層 SB 136⑤ 

MI98 20 x 20 不整円形 12 35.37 黒褐色土単一層 SB 136③ 

2 10 x 10 円形 13 35.38 褐灰色土単一躍

3 20 x 20 不整円形 7 35.40 SB 1:56④ 

4 10 10 円形 “ つ 35.47 黒褐色土単占層

MJ98 15x 15 円形 8 35.45 褐灰色土単'層

つ 12 x 12 方形 10 つ._hJに・十d全dつ 褐灰色土単ー層

3 20 20 方形 5 35.41 SB136Cl) 

一主
22 円形 131 35.36 黒褐色土単層 SB 136② 

5 14x 14 円形 10 35.37 黒褐色ゴて単一~ヨ

6 24 14 楕円形 i 45 褐灰色土単一層

l 25 x 14 楕円形 褐灰邑土単 J 層

MN98 22 x 16 楕円形 8 35.36 黒褐をL土単一層 SB 61QJi 

28 15 不整円形 35.38 黒褐色土単 A層 SB61⑮ 

M098 20x 20 円形 14 35.32 黒褐色土単一層 SB61品

MH99 28 x 22 楕円形 20 35.25 黒褐色士単一層 SB 136@ 

2 22 18 不整方形 13 35.33 黒褐色土単一層

MI99 不整方形 35 35.31 黒褐色土単一層 SB 136@ 30 x 30 

つ 36 x 28 長方形 31 35.17 黒?昌色土単一層 SB 136⑨ 

3 18 x 12 構円形 23 35.27 黒褐色土単一層

4 13 x 13 不整方形 15 35.31 黒謁色土単一関

MJ99 22λ22 円形 15 35‘35 黒褐色土単一層 SB 136(7) 賓恵器

つ 14 14 内形 3 I 35.46 黒褐色土単一一層

3 22 x 22 円形 6 35.43 黒褐色土単一層 SB 136⑥ 

4 14 x 14 内形 13 35.35 黒褐色士単一層

14 14 円形 11 J43;f】 ο~i7 i災黄掲色土単一層

6 13 13 f'Jf拶 5 35.42 黒褐色土-~-一層

7 I 30 x 22 小判形 19 35.29 黒掲色土単一眉

8 25 x 25 円形 :-11 35.15 祭褐色土単一層

MK99 15 15 円形 8 I 35.39 I黒掲色土単一層

MM99 12 x 12 円形 2 I 35. .14 黒褐色土単一層

2 24 24 円形 8 35.31 SB61@ 

MN99 20 x 20 円形 28 35.02 断面図参照i SB61(II) 

30 24 楕円形 8 35.36 断面図参照

3 22 x 22 不整円形 26 35.19 黒褐色土単品層 土師器

4 26 x 20 構内形 13 35.32 黒褐色土単一層

M099 30 x 20 楕円形 8 35.38 断面図参照 SB61⑤ 

2 32 20 構内形 6 35.44 断面図参照

3 50 x 20 不整形 9 35.37 黒褐色土単一層 SB61③ 

4 20 20 円形 12 35.32 断面図参照 SKP 5を切る SB61③ 

5 16 x 16 円形 3 35.41 断面図参照 SKP 4に切られる

MP99 36 32 不整方形 10 30 I断面図参照 i SB 135③ 

2 34 x 34 円形 22 35.15 断面図参照 SB 135② 

3 42 x 42 方形 16 35.34 断面図参照 SB 135① 

MF100 12 x 12 円形 6 35.37 掲灰色土単一層

2 16 x 12 楕円形 7 35.37 黒褐色土単一層

(11) (古代以降)
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第 4章調査の記録

所在IR 柱番穴号
径または

平面形状
深さ

底高街(Il標1) 
覆土

重切り複合遺L構s関係の 建帰属す物る 出土遺物
辺長(crn) (crn) ('Jf 

MF100 3 16x 16 円形 14 35.33 黒褐色土単一層

MG100 16 x 16 円形 3 35.46 

2 12 x 12 円形 9 35.41 黒褐色土単一層

3 14 14 円形 9 35.41 黒褐色土単一躍

柱痕跡(黒掲邑

MH100 40 x 40 不整形 22 35.28 SB59⑮ 

じり黒褐色土

2 16 x 10 楕円形 15 35.36 黒褐色土単一躍

3 15 x 15 円形 12 35.39 黒掲色土単一層

4 15 x 15 方形 10 35.40 黒褐色土単一層

5 18 x 18 不整形 18 35.33 黒褐色土単一摺

6 22 x 8 不整形 2 35.47 黒褐色土単一層

7 12x 10 円形 11 35.38 黒褐色土単一層

MI100 50 50 方形 川35.35 断面図参照 SB59C主) 土~jjj器、須患器、醸

“ ィ?、 ω?、ω?町3、ιλ:2〆~2 方形 24 i 35.26 黒 褐色上層 I SB60@ 土師器

3 30x 30 H形 18 35.34 黒褐色土単一層 SKPI0に切られる SB :19i29 土師器

4 38λ26 構内形 4 35.46 黒褐色土単一層

5 16 x 16 内方手 6 35.46 黒褐色土単一層

6 30λ20 楕円形 28 35.25 黒褐色土単一層 l土師器

/ 34 x 26 橋円形 19 35.33 黒褐色土単一層 SB59叩 土問i器

8 18 10 楕円形 6 35.4 士5 黒褐色土単…一層

9 26 x 26 円形 13 35.38 黒褐色士単一層 SB59@ i土師器

10 50 x 30 不整形 8 35.34 黒褐色土単一層 SKP 3を切る 土師器

11 46 35 不整形 28 35.23 断面図参照 SB59母 礎石?

MJIOO 24 x 20 隅丸方形 31 灰寅褐色土単一層 SB60弓)

2 25 x 25 隅丸方形 27 35.18 褐灰色土単一層 SB60O 

3 18 x 18 円形 13 35.36 

4 44 x 44 隅丸方形 21 35.31 断面図参照 SB59③ 土師器

5 22 15 楕円形 11 35.40 黒褐色土単一躍

6 22 15 靖円形 13 35.38 黒褐色土単一層

50 >< 50 不整形 お :1:1.43 断而閣参照 SKP 8に切られる SB 59(7) 土師器

8 16 x 12 楕円形 8 35.31 断面怪i参照 SKP 7を切る

9 20 x 12 楕円形 9 :1!'i.40 黒褐色土単一層

10 18 x 10 長方形 6 35.44 黒褐色土単一層

11 20 x 20 方形 5 35.47 黒褐色土単一層

12 1!'i 15 隅):L方一形 3!'i.29 集掲色土単一層

13 15 x 15 円形 4 35.36 褐灰色土単一層

MK100 22 22 方形 10 35.36 芽、褐血土単一層 SB 60(1) 

? 15 x 15 方形 22 つd，にJ温 4つ4ゥ5 黒褐色土単一層

3 [4 14 円形 4 35.45 黒褐色土単一層

4 × 不整形 7 3!'i.44 黒褐色土単一層

子、 10 10 方形 13 35.37 黒掲色士単一層

7 12 12 方形 13 35.37 黒褐色土単一層

8 12 x 12 方形 7 35.42 黒褐色こi二単一層

9 16 x 16 円形 10 35.40 黒褐色土単一層

10 16 x 16 不整形 5 35.44 黒褐色土単一層

11 27 x 19 不整構円形 10 35.40 黒褐色土単一層

12 17 x 14 不整円形 13 35.38 黒融色土単一層

13 13 x 11 不整方形 15 35.36 黒褐色土単一層

MM100 10 x 10 円形 3 35.32 

2 12 12 円形 35.34 

3 25 x 25 円形 20 :15.15 断面図参照

MN100 30 20 楕円形 16 35.29 黒褐色土単一層 SKP 5合切る j二師器

2 30 x 24 楕円形 14 35.29 断面悶参照

3 26 22 不整方形 30 35.05 断部図参照 SB61⑨ 

第50表 (12) (市代以降)
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第 3節古代以降の遺構と遺物

所在区 柱番穴号
佳または

平扇形状
深さ 底面標 覆土

重切り複合遺い構関の係 建帰属す物る 出土遺物
辺長(cm) (cm) 高(m) nr 

MN100 4 24 x 24 不整形 17 35.31 黒褐色土単一層

5 30 x 20 小判形 10 35.24 断面図参照 SKP 1に切られる SB61⑮ 

M0100 22 x 14 小判形 31 35.15 褐灰色土単一層

MP100 50 x 50 隅丸方形 10 35.32 断面図参照、 SB 135@ 

2 60 x 52 偶丸方形 8 35.35 断面図参照 SB 135⑤ 

3 25 x 25 不整形 21 35.34 断面図参照 SB61② 

4 68 x 40 不整形 54 34.93 
じり黒色土

瞭
単一層

MQ100 54 x 50 不整方形 14 35.28 断面図参照、 SB 135④ 

MG101 12 x 12 円形 6 35.42 黒褐色土単一層

2 18 x 14 小判形 9 35.39 黒褐色土単一層

3 16 x 16 円形 3 35.47 黒褐色土単一麗

4 26 x 18 不整形 3 35.48 黒褐色土単一層

MH101 16 x 16 円形 19 35.:n 黒褐色土単一層 炭

4 J6x 16 円形 1J 35.39 黒褐色土単一層

5 14 x 14 円形 13 35.37 黒掲色士単一層

6 40 x 40 不整形 8 35.42 黒褐色土単一層 SKP 7に切られる

7 30x 30 不整方形 8 35.42 黒褐色土単一層 SKP 6を切る 土師器

8 18 x 18 円形 22 35.34 褐灰色土単一層

9 12 x 12 円形 4 35.44 黒褐色土単一層

10 10 x 10 円形 10 35.40 黒褐色土単一層

11 12 x 12 円形 10 35.40 黒褐色土単一層

12 16 12 楕円形 6 I 35.43 黒褐色土単一層

MIl01 22 x 22 方形 25 35.32 断面図参照 SB60@ 

2 20x20 不整形 11 35.40 黒褐色士単一層

3 38 x 28 不整形 22 35.29 断面図参照 SKP10を切る SB59帥 土問器

4 16 x 16 円形 12 35.39 黒褐色土単一層

b 10 x 10 円形 5 35.45 黒褐色土単一層

6 60 x 60 不整方形 24 35.09 断面図参照
SKP 8・SKP9に

SB59① 土師器、須恵器
切られる

7 18 x 18 円形 27 35.21 黒褐色土単一層 SB59@ 土師器

8 26 x 20 方形 30 35.20 断面図参照 SKP 6を切る SB60⑬ 

9 22 x 22 方形 42 35.06 黒褐色土単一層 SKP 6を切る 土師器、内黒

10 30 x 30 不整形 7 35.44 黒褐色土単一層 SKP 3に切られる

MJ101 64 x 64 不整方形 12 35.20 断面図参照 SB59③ 土師器、内黒、積恵器

2 20 x 20 方形 20 35.26 黒褐色土単一層
SB59⑩ 

SB60@ 

3 22 x 22 方形 26 35.19 黒褐色土単一層 SB60⑦ 

MK101 56 x 56 不整形 32 :35.13 断簡図参照 SB59@ 土師器、領恵器、礁

2 30 x 30 円形
門

35.42 黒謁色土単一層

1 22 x 22 円形 24 35.26 灰糞褐色土単一層 SB60⑤ 

4 26 x 26 楕円形 23 35.25 黒色土単一麗

5 16 x 16 方形 27 35.25 黒褐色土単一層

6 22 x 18 長方形 28 35.24 褐灰色土単一層

7 20 x 16 楕円形 4 35.46 黒褐色土単一層

8 30 x 24 不整円形 33 35.17 黒褐色土単一層
SB59⑮ 

土師器
SB60@ 

9 52 x 45 不整円形 22 35.26 断面図参照 SB59@ 須恵器

MM101 26 x 15 不整形 5 35.42 黒褐色土単一層

2 16 x 16 円形 4 35.40 黒褐色土単一層

MN101 20 x 20 円形 27 35.20 黒褐色土単一層

2 22 x 22 円形 20 35.26 断面図参照 SB61③ 

3 26 x 26 方形 36 35.12 断諮問参照

4 38 x 32 楕円形 3 35.43 黒褐色土単一層

5 20 x 20 方形 20 35.26 断面図参照 SB61⑦ 土師器

第51表 (13) (古代以降)
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第 4章調査の記録

所在区 柱醤穴号
径または

平面形状
深さ 底面標 覆土および柱 重複遺構の 帰属する

出土遺物
辺長印刷 (c悶) 高(m) 痕跡確認状況 切り合い関係 建 物

MN101 6 44 x 30 長方形 19 35.24 後rr面回参照

7 20 x 20 方形 10 35.40 黒褐色土単一層

M0101 30 x 30 円形 15 35.35 黒褐色土単一層

2 34 x 34 不整形 13 35.33 断面図参照 SB61⑬ 

MP101 36 x 24 楕円形 9 35.39 断商図参照 SB61① 土師器

ME102 25 x 18 不整長方形 12 35.37 

2 19 x 15 不整円形 7 ::15.40 

MF102 23 x 23 不整方形 12 35.40 黒褐色土単一膚

MH102 16 x 10 楕円形 2 35.48 黒褐色土単一層

2 26 x 20 楕円形 8 35.41 黒褐色土単一層

4 15 x 15 円形 日 35.42 黒褐色土単一層

MI102 36 x 28 楕円形 ワM 〈Ul 35.26 黒褐色土単一層 SB59@ 土師器

MJ 102 34 26 楕円形 14 35.35 黒褐色士単一層

2 74 x 61 不整楕円形 24 35.28 断面図参照、 SB59④ 土師器、内黒、須恵器

3 26 26 不整形 12 3S.40 I断面図参照 土師器

MK102 46 x 46 円形 30 35.13 断面図参照 SB 59dIl I二郎器、内黒、項恵器

2 I 50 40 不整形 6 35.41 断面図参照

3 30 30 不整形 11 3S.40 黒褐色土単一層 SKP 4に切られる |土師器

碍方形 8 i 35.41 断面図参照 SKP 3を切る SB59Q語 士師器

ML102 1 22 x 22 円形 日 15451黒褐色よ単一層 自

:2 :i0 20 I f青円7fz つ‘) 35. '12 黒褐色土単 R層

MMI02 1 16 x 16 円形 り 35.45 黒褐色土単ゐ層

つ 34 34 不整形 16 35.30 断面図参照

3 18 x 18 隅丸方形 15 35.35 黒褐色土単一層

4 10 x 10 不整形 10 35.39 福灰色土単一層

5 75 x 50 情門形 22 35.28 黒褐色土単一麗

6 26 x 26 構円形 9 35.36 黒褐色土単一麗

7 20 x 16 長方形 3 35.45 黒褐色土単一層

MN102 22 x 20 楕円形 12 35.40 黒色土単一層

MP102 ! 1 50 x 30 精円形 38 35.12 黒色 L単一層 SB23(si 

a :i I 20 20 円形 .) :i5.16 黒褐色土単一麗 SB 2.3(iJ 

4 35 x 25 小平IJ形 13 35.41 黒褐色土単一層 SB23@ 

MQ102 23 x 23 略円形 23 35.27 黒色土単一層 SB23④ 

つ 30 x 30 隅丸)]形 20 35.30 黒色土単一層 SB23③ 土師器

3 20 x 20 不整円形 4 黒褐色土単一層

ME103 17 x 17 不整方形 6 35.38 褐灰色土単一層

不整方形MF103 40 x 30 

14 14 I'JJf:* 17 I 35.32 褐灰色土単一層

3 18 15 不整方形 19 35.29 褐灰色土単一層

羽G103 16 x 13 楕円形 17 I 35.34 褐灰色土単一層

2 14 x 14 円形 18 35.33 褐灰色土単品膚

3 14 x 14 l有門形 15 35.35 

4 22 22 不整方形 6 35.38 

MII03 50 40 楕円形 13 

出四話 4口62 黒断町面面唱図図色参参土回単思 層

SB59⑮ 

M]103 16 x 16 不整円形 7 土師器

2 :)5 x 32 構内形 21 SKP 6に切られる SB59母 土!知器

3 40 x 40 l偶丸方形 13 35.36 黒褐色ニi二単一層 SB59ゆ 摸恵器

4 50 x 40 円形 10 35.41 結褐色土単品層 SB59⑤ ゴ二部器

5 10 20 不整形 8 35.43 黒褐色土単一}脅

6 20 x 30 楕円形 19 35.39 断面図参照 SKP 2を切る I SB 161④ ブイゴ:'fJ口

7 60 x 50 楕円形 20 :)5.31 断問問参照、 SKP 9に切られる SB59⑤ 土師器

8 27 x 27 構内形 10 35.39 黒褐色土単一層 SB59⑫ 

9 30 x 20 楕円形 14 35.38 黒褐色土単一層 SKP 7を切る

( 1ヰ) (古代以降)
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第 3節古代以降の遺構と遺物

所在区
柱穴 径または

平面形状
深さ

底雨面(n標1) 
覆土および柱 重 複 遺 構 の

出土遺物
番号 辺長(cm) (cm) 痕跡確認、状況 切り合い関係 建 物

MK103 40 30 方形 8 35.44 黒褐色土単一層 土師器

2 23 x 10 円形 4 35.50 黒褐色ゴニ単一層

3 15 x 15 円形 20 35.43 黒褐色土単一層

4 50 x 30 楕円形 24 35.28 断面図参照 SE59⑫ 

5 20 x 20 円形 12 35.39 黒褐色土単一層 土師器

6 45 x 45 円形 18 35.34 断面図参照 SE59⑮ 土師器

7 26 x 26 楕円形 5 35.45 黒褐色土単一層

8 25 x 9 楕円形 3 35.47 黒褐色土単一層

9 26 x 29 不主主円形 23 35.30 黒褐色土単一層

ML103 40 x 40 円形 24 35.27 断面図参照

，) 25 x 25 楕円形 / 35.45 黒褐色土単一層 SE 59ij:t 

3 20 15 楕円形 5 35.46 黒褐色土単一層

4 30 30 円静 10 35. :i4 断面開参照 SES9白 土師器

MN103 つ 10 x 10 l脊円** 3S.47 黒褐色土単一層
し……………ト

J つ 15 10 構内形 6 35.44 黒?昌色一躍

4 20 x 20 l塙九万形 20 35.30 黒褐色土単一層

MOI03 27 20 小判形 35.43 黒色士単一層 SKP 4を切る

I 4 25 x 25 円形 11 35.40 黒色土単一層 SKP 1に切られる

10 20 >< 20 円形 断面醐

MP103 1 i 30 x 30 円形 14 :Ej.34 黒色土単」麗 SE23(5) 

3 25 25 楕円形 :)(1 35.19 黒色土単一層 SE23吾j

4 35 x 35 不整円形 15 35.19 黒色土単一層 SE 23(gi 

MQ103 30 30 円形 J円5.3円4 黒色土単一層 SE 23(1) 

2 23 x 23 不整円形 22 35.28 黒色土単一層 SE23① 

MFI04 15 10 楕円形 16 35.27 I暗褐色土単一層

2 15 x 15 円形 門i 35.28 褐灰色土単一層

4 20 x 20 円形 21 35.16 時褐色土単一層

5 15 x 15 円形 16 35.20 

6 20 x 20 円形 10 35.38 黒褐色土単一層

MG104 19 x 19 方形 10 35.39 I黒褐色土単‘層

ワ 15 15 不整円形 17 i 35.32 黒福色j二単」層

i(黒視fb十)

3 13 x 13 不整円形 5 35.44 確認、山川，~
土

4 20 x 15 楕円形 5 35.43 黒褐色土単一層

5 18 18 不整形 ;1 :i5.40 黒褐色土単一層

MH104 32 x 15 円形 3 35.44 黒掲色土単一層

2 18 15 楕円形 4 :i5.45 i 黒褐色三I~単一層

4 23 15 不整円形 4 35.49 灰寅褐色土単一層

MJ 104 40 x 25 不整形 けつ‘に，.けつんつ 黒褐色土単一層 SE161C玄)

30 30 円形 20 35.31 黒褐色土単一‘層

40 30 構円形 31 
SE 
SE 161⑤ 

4 :i0 20 橋円形 8 35.41 黒褐色土単一躍

5 30x 30 円形 12 35.37 暗掲色土単一層

6 20 x 20 円形 11 35.38 |培褐色土単一層

7 32 x 32 方形 24 35.27 断部閣参照、 土剖j器

8 40 x 40 方形 34 35.17 断面図参照
SE59⑮ 

ゴ二郎J器
SE161⑦ 

10 40 x 30 楕円形 14 35.37 暗褐色土単一層
SE59仇
SE 161① 

MK104 40 x 25 補円形 24 ，35.24 断面関参照 土師器、須恵器

2 35 x 35 円形 30 35.21 柱痕跡確認 SE59⑪ 土師器

3 15 x 15 円形 12 35.38 黒褐色ゴニ単一摺 ゴ二部器

4 35 x 30 円形 19 35.32 黒褐色土単一層

ML104 35 x 30 不整方形 28 35.16 土lirli器

(15) (古代以降)
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第 4章調査の記録

所在区
柱穴 径または

王子面形状
深さ 底頭標 覆土および柱 重複遺構の

出土遺物
番号 辺長(cm) (cm) 高(m) 痕跡確認状況 切り合い関係 建 物

ML104 2 30x 27 不整円形 8 35.39 黒褐色土単層

3 17 x 17 不整円形 5 35.45 黒褐色土単一層

MM104 15 x 15 円形 6 35.35 黒褐色土単一層 土師器、内黒

MN104 20 x 20 円形 16 35.33 黒褐色土単一層

2 15 x 15 円形 5 35.38 黒色土単一層

M0104 2 20 x 10 楕円形 8 35.40 黒褐色土単一層

MP104 38 x 30 構円形 14 35.28 黒褐色土単一層 SB24② 

2 25 x 25 不整形 17 35.28 黒色土単一層 SB24① 

MQ104 20 x 20 円形 7 35.39 黒色土単一層 SB24④ 

2 15 x 20 楕円形 16 35.31 黒色土単一層 SB24⑤ 土師器

4 16 x 16 偶丸方形 19 35.28 暗褐色土単一層 SB24① 土師器

ME105 l1xl1 不整円形 4 35.27 暗褐色土単一層

MFI05 20x 20 円形 1 35.33 暗褐色ゴニ単層

ワ 10x20 不整形 5 35.33 暗褐色土単一層

b 30 x 20 不整円形 i 35.39 暗褐色土単一語

6 15x 15 円形 15 35.27 陪褐色土単一層

7 15 x 10 楕円形 4 35.39 暗褐色土単一層

8 16 x 16 円一形 10 35.32 黒褐色土単一層

MGI05 11 x 11 円形 4 35.43 

2 8 x 13 不整形 8 35.31 黒褐色土単一層

3 13 x 1.3 円形 13 35.30 黒褐色士単一層

4 14 x 14 円形 10 35.31 黒褐色土単一窟

MJ105 21 x 15 楕円形 9 35.38 黒褐色土単一層

4 20 x 20 不整形 18 35.36 断間図参照 SKP 5に切られる

5 30 x 30 円形 25 35.22 断面図参照 SKP 4を切る SB 161匂

6 30 x 30 不整形 26 35.20 断面図参照 SB161@ 

MK105 32 x 32 隅丸方形 25 35.26 黒褐色土単一層 土部器

2 14 x 14 円形 7 35.37 黒褐色土単一層

3 35 x 25 構内形 22 35.23 断面図参照、 SB 161W 

5 14 x 14 円形 15 dつにJ.つ4つん 黒褐色土単一層

自 6 25 20 楕円形 17 35.30 黒褐色士単一関 SB 153C[:9 

MLI05 20 x 20 円形 4 35.41 黒褐色土単一層 SB 153@ 土師器

2 20 x 25 円形 16 35.31 黒褐色土単一層 SB 153⑮ 

3 27 x 30 楕円形 18 35.29 時掲色土単一層 SB 153⑬ 

4 17 x 17 門形 19 35.26 黒福色土単一層 土師器

5 23 x 23 方形 22 35.25 黒褐色土単一層 SB 153⑫ 

6 35 x 45 方形 21 35.23 黒色土単一層 SB 152⑤ 土師器

7 10 x 10 不整形 10 35.39 黒褐色土単一層

MMI05 3~ :19 円形 16 :15.30 柱痕跡確認 SB 152③ 土師器

2 50 x 45 不整方形 27 35.20 黒褐色土単一層 SB 152⑤ 

3 25 x 25 方形 20 35.16 黒褐色土単一層 SB 152② 

MN105 3 20 x 30 不整形 7 35.37 黒色土単一層 ゴニ師器

4 26 x 30 不整円形 12 35.35 黒色土単一層

5 26 x 20 楕円形 15 35.33 黒色土単一層 SKP 8に切られる 土師器

6 30 x 40 楕円形 18 35.20 断面図参照
!日水田水路に切られ

SB33@ 
る

7 23 x 15 楕円形 7 35.36 SKP 9に切られる

8 16x 20 不整円形 17 35.26 黒褐色土単一層 SKP 5を切る

9 20 x 20 方形 20 35.15 断面図参照 SKP 7を切る

MOI05 22 x 22 方形 7 35.40 黒色土単一層 土部器

2 32 x 30 円形 12 35.34 黒色土単一層 SB33④ 土師器

3 30 x 25 円形 19 35.28 黒色土単一層 SB33① 

4 17x 17 円形 13 35.34 黒色土単一層

5 30 25 楕円形 19 35.29 黒色土単一層 SB33⑭ 土師器

第5ヰ表柱穴…覧(16) (古代以降)
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第 3節 と

所在区
柱穴 径または

平面形状
深さ 重醸造構の

出土遺物
番号 辺長(cm) (c悶) 高(m) 171' 切り合い関係 建 物

MOI05 6 20 x 30 楕円形 6 35.42 黒色土単一関

7 18 x 22 楕円形 6 35.41 黒色土単一層 土師器

MPI05 30 x 27 円形 8 35.40 黒褐色土単一層 SKP 5を切る

2 40 x 25 構内形 27 35.20 黒褐色土単一層 SKP 6を切る SB24③ 

3 35 x 35 円形 30 35.16 黒色土単一層 SB28① 土師器

4 22 x 20 楕円形 29 35.16 黒褐色土単一層

5 20 x 30 楕円形 6 35.19 黒褐色土単一層 SKP 1に切られる

6 15 x 23 構内形 5 35.41 黒掲色土単一層 SKP 2に切られる

MQI05 20 x 14 楕円形 10 35.37 黒色土単一層 SKP 5に切られる

2 22 x 32 隅丸方形 15 35.31 黒色土単一層 SB24③ 

3 30 x 30 円形 15 35.30 黒色土単一層 SB24⑥ 土師器

4 24 x 20 不整円形 29 35.20 黒褐色土単一関 SB 28(9) 

b 24 20 不整円形 13 35.35 黒色土単一層 SKP 1を切る

6 30 x 20 不整形 35.39 黒色土単一層 SB28⑤ 

7 26 x 22 楕円形 9 35.41 I黒褐色土単品層

MR105 20 20 円形 15 35.33 時褐色土単一層 SB 28(fi) 

MEI06 15 15 円形 1;:) 35.15 I時褐色土単一層

2 23 x 23 円形 17 35.15 褐灰色土単一層

3 20 20 円形 16 3;:).15 

日 20 14 情円形 12 35.19 黒褐色土単・躍

7 15 15 円形 9 35.18 暗褐色土単一罵

15 x 15 円形 8 35.23 

9 13 13 円形 10 :l5.24 陪褐色土単一層

MFI06 20 x 13 楕円形 14 35.20 暗褐色土単一層

2 22 x 22 円形 12 35.25 褐皮色土単一層

4 15 15 円形 12 35.20 時褐色土単一層

6 25 x 16 1有円形 6 35.27 暗褐色土単一層

25 x 18 構円形 17 35.21 黒褐色土単一層

8 30 x 15 不整形 10 35.27 黒褐色土単一層

9 15 x 13 橋円形 6 35.30 暗褐色土単一層

10 15 10 楕円形 35.29 I黒褐色土単一層

11 16 10 楕円形 9 35.26 

12 13 x 9 円方手 3 35.27 暗褐色土単一層

l:i 14 14 円形 4 35.28 陪褐色士単一層

MHI06 つつ vつつ 円形 26 35.14 暗褐色土単一層

') 13 x 13 不整形 4 35.38 掲灰色土単一層

3 13 13 不整郁 2 :iS.41 揖灰魚 i 滋 ~J欝

MKI06 1 円形 35.29 黒褐13土単，層

2 一円形 つwつu 35.26 黒掲色士単一層 SB 153@ 

3 30 25 楕円育委 22 35.25 I黒 褐色土単隠 6 Iこ切られる SB 153⑮ 

4 20 x 26 1I1高丸方形 13 35.33 黒褐色土単一層 SB 153⑩ 

6 i6λ16 円形 35.32 I日音褐色土単一層 S J 丹 、rよ介 ド凶円 4でア3 

7 20 x 20 円形 6 35.38 黒褐色土単一層

MLI06 25 23 楕円形 18 35.31 暗褐色土単一層 SB 153① 

2 55 x 35 方形 22 35.27 黒褐色土単一」層 SB 153⑬ 

25 x 32 惰円形 16 35.32 黒色土単一層

4 30 x 30 円形 6 35.42 I黒掲色土単一層 SB IS3② 

5 19x 19 楕円形 5 35.42 黒褐色土単一層 SB 153⑦ 

6 13 x 16 構内形 15 35.33 黒色土単一層

7 10 x 10 円形 14 35.33 黒褐色土単一層

9 15 x 15 正方形 8 35. :i7 黒褐色:士単一)詩

10 16 x 16 円形 66 34.82 断間関参照 柱材、石器

MMI06 42 35 楕円形 26 35.17 黒褐色土単一層 SB 152④ 土師器

2 40 x 40 不整円形 9 35.40 黒褐色土単一層 SB 153⑫ 須患器

柱穴一覧(17) (古代以降)
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第4章調査の記録

所荘区
柱穴 径または

平商形状
深さ 底商標 覆土おび柱 重複遺構の 建帰属す物る 出土遺物

番号 辺長(cm) (cm) 高(m) 切り合い関係

MM106 3 40 x 40 不整形 14 35.31 踏褐色土単 4 層 SB 153⑥ 

4 28 x 25 不整円形 15 35.32 黒褐色土単一層 SB 1520) 

5 30 x 25 不整楕円形 18 35.31 断面図参照、 SB 153④ 

MN106 23 x 23 円形 4 35.32 黒褐色土単一層

2 25 x 25 楕円形 14 35.27 黒褐色土単一層 SB33⑥ 

3 32 x 23 構円形 13 35.27 断面図参照 SKP 4に切られる SB33⑦ 

4 20 x 20 円形 20 35.20 断面図参照 SKP 3を切る

5 16 x 16 円形 14 35.29 黒褐色土単一層

MP106 34 x 35 楕円形 23 35.25 断面閣参照 SB 33(2) 土師器

2 50 x 40 不整形 18 35.31 黒褐色土単一層 SB33Cむ

3 30 x 30 円形 11 35.35 黒褐色土単一層

MQ106 30 x 30 方形 “つつ“ 35.27 黒褐色土単一層 SB28⑮ 

つ 37>< 24 楕円形 18 35.29 陪鴇色土単一層 SB28Clも

3 40 x 30 楕円形 26135.19 断面図参照 28(3) 

4 18 >< 18 円形 24 J つJに・つんリ亡 黒褐色土単一躍

5 38 x 38 不整形 26 35.21 断面図参照 SB 28(2) 

MR106 40 x 30 不整形 18 、35.3τI 断面図参照 SB28市 士師器

ワ 22 x 22 不整形 35.35 時褐色土単一窟

3 22 x 22 円形 10 35.39 暗褐色ゴ二単一層 SB28(岳

ME107 円形 3 35.28 暗褐色土単一層

2 12 x 12 円形 11 35.16 陪鴇色土単一層

d つ 12 x 12 円形 5 35.26 結褐色土単一層

4 17x 17 不整円形 16 35.17 暗褐色土単一層

5 16 x 13 楕円形 5 35.25 措褐色土単一層

6 10 10 円形 5 35.28 暗褐色土単一層

7 30 x 23 不整形 10 35.19 陪褐色土単一層

8 13 x 13 不整形 3 35.26 詰褐色土単一層

9 18x 18 不整円形 15 35.13 暗褐色土単一層

10 11 x 11 円形 8 35.20 結褐色土単一層

11 12>< 12 円形 3 35.25 陪褐色土iì~一層

MF107 14 14 円形 ‘，) :i5. :il 結褐色土単一層

2 20 x 12 構内形 8 35.25 褐灰色土単一層

3 20 x 20 円形 10 35.22 黒褐色土単一層

6 20 x 17 楕円形 3 引っQ 褐灰色士積層

MG107 15 x 15 円形 19 35.19 11音褐色土単一層

2 16 x 16 不整円形 35.19 黒褐色土単一層

3 12 x 12 円形 10 I 35.20 黒福色土単一層

4 14λ11 楕円形 12 35.22 黒褐色土単層

tHW7 22 16 不整形 5 I 35.27 時掲色土単一層

17 x 17 不整円形 13 35.23 褐灰色土単一層

2 16 x 16 円形 7 35.28 褐灰色土単一層

MII07 3 26 x 18 不整形 12 35.31 黒褐色土単一!留

MKI07 36 x 30 不整方形 13 35.32 黒褐色土単一層 SB 153⑮ 

2 32 x 30 円形 26 35.26 断面図参照 SB 153⑬ 石器

3 36 x 18 不整方形 4 35.43 黒褐色土単一層 SD01Aに切られる 土師器

MLI07 10 x 10 円形 2 35.36 暗褐住こi二単層

1Lt 炉b黒陪褐褐色f主2 30 x 34 不整方形 19 35.30 SB 153⑤ 柱材

MM107 40 x 20 不整形 6 35.41 黒褐色土単一層 SB 153⑬ 

2 22 20 方形 10 35.39 黒褐色土単一層 SB 153⑨ 

3 24 22 不整方形 7 35.44 黒褐色土単一層 SB 153③ 

4 26 17 楕円形 5 35.4S 時褐色土単一層 土師器

5 48 28 不整形 21 3S.29 |惰褐色土単一層 SB 153@ 

MN107 22 x 30 楕円形 10 35.36 陪褐色土単一層
MO 107SKP 2に切

SB33⑤ 土師器
られる

(18) (古代以降)
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第 3節古代以降の遺構と遺物

所在区 柱番穴号
径または

平面形状 高(111) | 覆土
び柱

重切り複合j遺い構関の係 出土遺物
辺長(Cm) (cm) 建 4ち

M0107 30 x 30 円形 20 35.29 陪褐色土単一層 SB33⑤ 

2 26 x 26 円形 11 35.36 陪褐色土単一層
MN107SKP 1を{切

る

3 44 x 44 不整円形 19 3:;.30 断面国参照

4 21 x 21 不整円形 6 35.42 陪褐色土単一層

MPI07 20 x 20 円形 7 35.40 黒褐色土単一層

MQ107 30 x 30 円形 31 35.17 I断面図参照 SB28④ 土師器、近!ま陶器

2 22 x 13 楕円形 48 35.04 断面民参照、

3 23 x 23 円形 20 35.28 黒掲色土単 a層 土師器

MR107 40 x 28 不整形 11 35.36 !埼褐色土単一層

ME108 25 x 12 不整楕円形 8 35.18 時褐色ゴニ単一層

2 27 x 27 不整形 10 15 褐灰{U，ト単¥層

d つ 12 12 不整形 10 35.15 視!夜fh.~l 単命層

4 20 20 不整形 10 3S.1リr 褐灰色こし単一層

MF108 18 11 弓二;繋円形 J :35. 2~-) i清褐色土単一層

ワレ 11 11 円形 10 ~5. 08 時褐色 1:'i'I.ーイ爵

3 13 x 13 円形 13 :1:;.10 褐灰色土単一層

4 20 20 不整円形 15 35.18 の 褐灰色土単一際

5 I 17 17 円形 7 ::15.1::1 掲灰色土単一層

G 9 ;く 12 不整円形 え 九九 13 指灰色上単層

7 16 16 17呂10(色土単一層円形 つ3 35.(s 

8 1S 1:'i 円形 10 3S. 1:1 褐灰色土単品層

14 14 褐灰色 L単ム層9 小半1]形 6 I :iS.20 

10 13 x 13 円形 10 35.15 掲灰色土単一層

11 18 18 円]f; 18 35.12 !宿高色土単占層

12 26 x 20 不整円形 2::1 :i5.04 時渇色土単 a層

13 19 x 19 構円形 9 35.07 褐灰色土単ー層

14 26 x 26 不整円形 10 35.09 褐灰色土単一寝

15 22 x 18 不整楕円形 5 35.08 褐灰色土単一層

15 1S 不整方形 12 3S.12 褐灰色 L.単イ吾

17 17 17 不整円形 G ~i5. 07 鴇灰色土単令層

18 19 19 不整円形 16 

j1 羽日35田m12l褐褐暗灰灰褐色色色土土士単単単 一回居層 j i 19 13 13 円形 6 

MG108 14 14 円形 10 

、句) 23 x 17 小半1]形 8 35.09 結褐色j二単…層

4 14 14 円形 灰色土単イ冨

5 20 17 円形 u者褐色土単一層

内務 結i名色士単ー程6 10 10 けつ 35.18 
'7 15 15 円形 11 35.06 掲灰色土単ー潜

8 15 15 不整静 6 35.11 陪褐色単一層 SKP1Hこ切られる

9 15 x 15 円形 掲灰色士単‘層

: 10 1S 1S l'不整円形 。35.19 

11 13 x 13 不整形 6 35.11 11音褐色土単一層 SKP 8を切る

MH108 12 12 円形 5 35.23 黒褐色土単一層

2 16 16 不整円形

12 5 1 

35.24 黒褐色士単一層

(I 43I 2183x ×18 
円形 35.28 黒掲色土単一層

10 楕円形
つけのFブ 褐灰色!こ単 層

3 22 22 円形 11 3S.12 黒褐色土単一層

ML108 28 28 円形 5 35.40 I黒掲色土単一層 土自flii*

2 19 x 19 不整方形 35.47 黒褐色二単命層 土nm器

4 18 18 円形 12 35.36 黒褐色土単一層

5 12 12 円形 13 35.37 黒褐色土単品層

6 24 x 12 1有円形 G :-l5.45 黒褐色 i二主幹 ‘層

MM108 22 22 円形 9 31 黒褐色土単一層

付金) (在代以降)
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第4章調査の記録

所在区
柱穴 径または

平面形状
深さ 底面標 覆土および柱 重複遺構の 帰属する

出土遺物
番号 辺長(叩) (四) 高(m) 痕跡確認状況 切り合い関係 建 物

MM108 2 14 x 14 円形 8 35.43 黒褐色土単一層

3 16 x 16 円形 10 3 黒褐色土単一層

MN108 34 x 21 楕円形 17 35.30 黒褐色土単一層

MOI08 26 x 26 円形 5 35.41 黒褐色土単一層

2 25 x 10 不整形 8 35.38 結褐色土単一躍

3 10 x 10 円形 7 35.43 黒褐色土単一躍

MP108 28x28 不整円形 15 35.31 黒掲色土単一躍

2 18x 18 不整円形 11 35.36 暗褐色土単一層

3 24 x 24 円形 8 35.40 暗褐色土単一層

4 20 x 15 不整形 8 35.38 黒褐色土単一層

MQ108 20 x 20 円形 23 35.31 暗褐色土単一層 SKP 2に切られる

2 25x 25 円形 22 35.21 断聞閣参照、 SKP 1を切る SB53④ 

3 22 x 22 不整円形 10 35.31 黒褐色士単一層 SB53⑪ 

4 15 x 15 正方形 5 35.46 黒褐色土単一層

MF109 22λ22 構円形 35.09 掲灰色土挙層

15 x 15 円形 3 35.23 褐灰色土単一層

2 15 x 15 円形 6 35.22 褐灰色土単一層

3 13 x 13 不整円形 2 35.23 高灰色土単一層

4 18 x 18 円形 9 35.14 褐灰色土単一層

5 16 x 16 不整円形 10 35.15 褐灰色土単一層

6 14 x 14 不主主円形 6 35.17 褐灰色土単一層

MH109 4 38 x 38 楕円形 7 35.26 黒褐色土単一層

5 38x 21 円形 11 35.34 黒褐色土単一層

MI109 20x 20 不整形 12 35.38 黒褐色土単一層

2 15 x 15 円形 11 35.35 黒褐色土単一層

3、 14 x 14 円形 10 35.34 黒褐色土単一層

4 34 x 34 円形 13 35.34 

5 23 x 16 楕円形 5 35.33 黒褐色土単一層

6 32 x 22 楕円形 6 35.33 黒褐色土単一層

30 x 30 不整円形 33 35.10 黒褐色土単一層 SD01Aに切られる SB62Cl) 

2 40 x 40 略円形 43 35.06 SB 62(}.J 土師器

ML109 32 x 32 円形 7 35.40 暗褐色土単一層

2 14 x 16 不整方形 9 35.42 黒褐13土単一層

3 14 x 16 不整方形 21 35.29 黒掲色土単一層 SB62① 

MM109 38 x 38 円形 20 35.32 断頭間参日産 SB54⑤ 土師器

2 18 x 18 楕円形 6 35.44 暗掲色土単一層

MN109 40 x 40 円形 26 35.40 断面図参照 SB54@ 柱材

2 18 x 18 円形 4 35.37 暗褐色土単一層

3 34 >< 29 構円形 43 34.86 
!日本田7]¥.路に切られ

SB54① 柱材
る

M0109 26 x 26 不整円形 24 黒褐色土単一膚 SB54② 柱材

? 19 11 楕円形 14 35.33 黒褐色土単層

3 27 x 21 不整楕円形 11 35.17 黒褐色土単一層

4 14 14 不整形 9 35.37 黒褐色土単一層

5 19 x 19 方形 8 35.43 黒褐色土単一層 土師器

6 24 x 26 不整形 4 35.37 黒褐色土単一層

7 15 x 11 楕円形 6 35.30 黒褐色土単一層

8 20 x 20 円形 4 35.44 褐色土単一層

9 26 x 26 円形 27 35.45 黒褐色土単一層

10 
4202×x4142 11 楕円形円形

9 34.94 黒掲色土単一層

MPI09 40 35.07 断面閣参照 SB54① 柱材、土師器

2 44 x 33 不整形 15 35.28 黒褐色土単一層 SB53③ 

3 19 x 19 円形 7 35.43 黒褐色土単一層 SKP 4を切る

4 20 20 不整形 7 35.41 黒掲色土単一層 SKP 3に切られる SB53⑫ 

第58表 (20) (古代以降)
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第 3節 と遺物

i所在区iEl-平面形状 深(cmさ) 底品面川標1) 
重複遺構の

出土遺物
辺長(cm)

!:n t，-， /"、!:1Stゴ7

MP 109 I 5 I 34 x 30 不整円形 13 35.35 灰黄褐色土単一層

33 x 25 構内形 19 35.27 黒掲色土単一層 SB53⑦ 

35 x 35 円形 29 35.23 断面図参照 SB54⑪ |柱材、土師器

36 x 32 円形 9 35.37 断面図参照 SKP12を!切る SB53⑥ 

29 x 20 不整方形 3 35.44 黒掲色土単品層

24 x 24 円可手 3 35.41 黒褐色土単一層 I SKP 9に切られる

20 x 12 不整形 13 35.29 黒褐色土単一層

23 x 17 不整形 23 35.25 黒褐色土単一層

19 x 9 IU&長方形 14 35.26 黒褐色ゴー単一層

13 x 13 円形 4 35.46 黒褐色土単一層

22 x 円形 ι 黒褐色土単一倍

17 14 不整方形 ムつ;3 黒褐車土単一躍

黒褐色十単 4 情

MRI09 

MHllO 

情円形 27 35.11 I灰褐色て!こ単一層 i I SB62④ i土師*'f
i円形 21 35.27 黒褐色土単一摺 土師器

MM  110 I 1 I 24 24 I不整指円形 6 35.41 

不整形 9 35.41 

MN  11 0 I 1 I 36 36 円形 14 :15. :16 断面図参照 ごと師器

円形 13 35.07 断訂ilZl参照 SB54④ 柱材、土師器、須~器

不繋円形 42 35.04 断問医!参照 SB54@ 柱材、士郎器

j不整形 10 35.39 

MO 11 0 I 1 I 20 20 不整形 2 35.46 

情円形 11 35.38 

不整円形 10 35.33 I黒褐色土単摺 [ [二i二師器

円形 6 45 

ハ一一叶
U
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第 4章調査の記録

i所在区 柱番穴号
径または

平面形状 底高商(m標) 
覆土 び柱

重切り複合遺い構関誌の 出土遺物
辺長(c磁) (c鼠) t7f， 建 物

MOllO 5 42 42 円形 20 35.08 断面図参照 SB54⑦ 

6 32 x 24 不整形 4 35.37 黒褐色土単一層 土師器

7 32 x 27 円形 16 35.30 断面図参照、 土部器

8 37 x 28 円形 6 35.44 褐灰色土単一層

9 25 x 22 不整形 4 35.45 
!日水間水路に切られ

る

10 28 x 25 不整形 18 34.94 
!日水間水路に切られ

SB54③ 柱材Q でア

MPII0 36 x 24 方形 17 35.27 暗褐色土単一躍 SB53⑬ 土師器

2 23 x 16 不整形 4 35.46 

3 34 x 15 不整形 17 35.44 黒褐色土単一麗

4 40 x 35 方形 36 35.07 SB55@ 

5 29 x 18 小半IJ形 4 35.44 断面盟参照 SKP13を切る

6 40 20 長方形 12 I 32 !黒褐色土単一層 SB53(~ 

7 I 58 x 42 方形 44 04 断関図参照 SB 54(6) 柱本j'

20 20 8 円形 10 ，;;:J. ，}、7 黒褐色土単一!翠

Q x 20 不整形 12 3G昼:16 黒掲色土単一合麗

10 26 43 万7干3 ::;0 3::;.02 断面図参殿

11 18 18 円形 30 35.20 思掲色土単一層

17 17 円形 黒褐邑 i二挙‘層

楕円形 J つ5.37 5に切られるIl;! I 出n主i 去三:-..J'.~

110 36 24 本百円形 11 35.35 黒褐色土単品層 ~ 53(9) 土師器

2 23 10 情円形 り 35.41 黒褐色土単イ妥

‘3 20 20 円形 12 :1::;.30 黒褐色土単一層 SB 53(1) 

13 13 円形 26 35.24 I黒褐色土単一爵

1516l断面開参照 SB::i5C吉)5 50 60 不整円形 ‘つ15

6 62 52 円形 31 35.15 黒褐色土単一層 155③ 
円 24λ24 不整方形 11 Jの U戸 内向i 黒褐色土単一層 53⑫ 

8 38 25 IJ、判形 35.32 黒褐色土単層 SB53@ 

9 30 28 円形 黒褐色土単 4層

10 32 32 円形 9 35 黒褐色上単一層

tvIR 110 円形 :)5.21 黒褐色ごi二単一層 SB 土師器

2 38 38 円形 25 35.21 断面閣参照 i・りF 吐ιj、 柱材

MG111 2S 17 不整楕円形 17 3S.09 

-ω p 24 24 /ド整円形 ;)5.03 

2u 20 [9;形 :七i :i4. 91 

4 !日 IS I' JJf~ 17 :iS.OR 

14 14 円形

18 J S 不整方形 んつつふ n9 

不整形 渇j夫ibi二単ー!冒Mll11 、守J 3S.31 

不整形 6 ;)5.30 指 i友(t， ト単調!吾

MM111 不整円形 16 3S.28 断i苅凶参照 土i昨問、内黒

2 18 x 18 ド1形 16 35.28 黒掲色ゴ:単一層

3 :31 x 31 内庁長 16 35. :31 黒褐色ニl二単 ‘層 土師器

MN111 42 42 円形 19 35. :31 断面図参118 SB54⑩ 

2 19 16 不整円形 6 3543 黒褐色土単一層

68 20 j引有11J形 10 35.37 黒掲色土単一穏

40 不整形 16 35.26 黒褐色土単一一層

38 28 不整形 20 27 黒褐色土単‘層 土帥器

18 15 JJ形 :)5.28 黒褐色 i二単…・)冒 土師器

7 20 )J形 35.1り 首長両国参照 ごHali器

8 26 20 形 35.3S 断面fX!参照

9 70 43 弓;整形 27 11 断面参照 SB5S0D 二l::J浦器

10 20 11 )J}杉 3S.37 黒 褐色二上府

M0111 S6 42 不整)JJ汐 39 2S 断前i区l参照 SB 二i二部器、内黒

A
V
 

nvO 
A

ょ



第 3節 と漬物

径または
王子面形状

深さ
底高部(m標) 

覆土 ご柱 重複遺構の
建帰 v 物'"， 出 土遺物辺長(c殴) (cm) 切り合い関係

40 40 円形 40 35.08 断面図参照 SB55出 土師器、内黒、炭
45 x 34 不整方形 33 35.13 断面図参照 SB55⑮ 土師器

40 35 隅丸方形 40 35.08 断面図参照、 SB55⑥ 

40 40 方形 45 35.04 断面図参照 SB 55ifD IJ二師器

50 x 30 楕円形 44 35.04 断面図参I1Ic¥ SB55⑬ 

47 x 35 指円形 8 35.41 黒褐色土単…!習

14 x 19 不整形 5 J5.39 黒褐色土単」層

21 x 21 不整形 11 35.34 黒褐色々3~層

MQlll I 方形 40 35.08 断面図参照 55⑮ 

50 36 指円形 10 

60 50 不整円形

54 44 I不整円形

MSl12 

481 -



第 4章識査の記録

所在区 柱番穴号
径または

平面形状 深(C殴さ) 底高崩(m壊) 
護士 び註

議切り接合選い議関の係 l 建帰属 物 出土遺物
辺長(CIll)

MP1l3 15 14 14 円形 4 35.43 

MQl13 17 x 17 円形 6 35.41 黒褐色土単一層

2 14 x 14 円形 11 35‘35 黒褐色土単一麗

3 16 x 16 円形 12 35.35 黒褐色土単一層

4 11 x 11 円形 13 35.33 黒褐色土単一麗

5 14 x 14 円形 5 35.42 黒掲色土単一層

7 14 x 14 円形 17 35.29 黒褐色土単一層

MR113 48 x 34 不整形 14 35.29 断面図参照 I SB81⑨ 

2 34 x 40 方形 20 35.16 断面図参照 SB58① 

3 20 x 24 楕円形 35.39 黒褐色土単一層 SB57④ 

4 14 14 円形 6 35.40 褐jiJ(怠土単一層

5 12 12 円形 10 35.38 掲灰色上単品層

!6  14 x 14 不整円形 1 f)! :~5. :i l !掲灰色士単一層

MSl13 41 x 36 不整形 14 35.30 断面図参照 SB81@ 

不整円:iij
円 ス九三G

3 20 20 円形 :lS 黒褐色土単¥官

ILJIβ 11 ~1S :i:ヲ3 

不整1'11杉 ミf可じ学習山ヰム門i 民 J つS.2ム

2 16 矯円形 J呂色土-守主 震

!で褐色 i一挙 A層ιr3 3 20 20 円形 6 

~/íO 114 46 ;]0 不整形 黒褐色単一層 5日

! 56λ 不整形 45 34.94 断面図参照 :58必 上部器

MP114 10 10 円形 5 35.42 黒褐色土単一層

2 1;] 1:1 円形 :1:1. :17 黒褐色十単品!曹

3 41 5，1 不整方形 l 19l3490 iJ描色土単麿 SB58② 

43 43 円形 12 i 35.32 断面図参照 SB58@ 

2 18 18 円形 ~ !) 黒褐色土単‘層

ド高 4方形 黒褐色土単‘層

15 15 門形 Jqコr 汗色土主~ 今層

3り 3/1 隅メLHlf; つ:3っとJ ~JrillïriZl参照 58CiY 

24 i吉i可形 単一間

十;整方形 黒褐色二上守i ‘層

8 16 |斗!杉 12 35.20 黒褐色土単ゐ層

9 l():， 14 不整形 黒褐色上単倍

10 4d 7: 4ぷ F'J71ヲ ld 26 断面図参院 SB 

11 17 16 仁整円形 8 i 35.38 黒褐色壬:単 4 層

IS !l]]巳 黒褐色 i二単一i首

:i2 27 不整形 20 呉海i色十

子JII:~ ド3戸ヲ 黒褐色一1.単イ習

!日 22 21 不整形 :iS.2日 黒掲色 i単一!習

16 47 42 不整1'1)杉 35.11 断面閣参照 SB58① 土|知器

17 1:3 13 不整形 11 36 黒褐色土橋一層

18 10 10 円形 14 :i5.31 黒褐色ニ!二単イ冒

19 10 10 円形 35.4り 黒褐色土単 A 層

20 20 15 情|引日 12 :i5.31 掲色ごiニ単」隠

21 20 15 摘fLJ71ヲ 11 35.32 

MR114 41 :17 不整形 35.23 黒褐色土単イ員 SB81(!i) 

2 54 40 j芝方形 24 35.14 断[ffJ泣l参照 SB ⑬ 土i:afi器

36 2:1 指IJj形 14 思褐在L二上単 ー腔 SB81(吾

4 41 28 不整楕fLJJlラ 11 30 掲二斗i---J設 SB8li忌

MS114 33 :3:3 IIJJ杉 20 35.20 断TffJ悶参照 SB 81(8) 

2 34 :10 不整円形 20 :15.27 初出1ぼi参照 SB81① 

:14 35 l首ITJJ杉 20 :)5. 黒褐色イ爵 I SB81⑦ 

4 29 37 不繋形 11 35.34 黒褐色 iニヰ SB81② 土Am問、須恵器、陶器

日ソノ
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第 3節古代以降の遺構と遺物

所在i友
柱穴 径または

平面形状
深さ 底面探 覆土および柱 重複遺構の 帰属する

出土遺物番号 辺長(cm) (cm) 高(m) 痕跡確認状況 切り合い関係 建 物

MJ1l5 25 x 20 不整門形 9 35.28 黒褐色土単一層

M01l5 42 x 42 不整形 22 35.12 断面図参照 SB58⑫ 

2 20 x 20 不整形 5 35.33 黒色土単一層

3 56 x 40 不整構丹形 30 35.02 断面図参照 SB58⑫ 

MP115 3 46 x 46 不整方形 30 35.03 断麗図参照 SB58⑮ 土蹄器

4 21 x 21 円形 26 35.16 黒褐色土単一層

5 19x 16 円形 8 35.34 黒褐色土単一層

6 26 x 26 不整形 9 35.33 黒褐色土単一層

7 40 x 35 隅丸方形 14 35.17 黒褐色土単一層 SB58⑮ 

8 50x 30 不整形 20 35.22 黒褐色土単一層

9 44 x 34 不整形 15 35.16 灰黄褐色土単一層 SB58@ 柱材

MQ115 37 x 38 不整方形 14 35.29 断面図参照 SB58@ 

2 27 x 20 不整形 12 35.30 

3 28 x 10 不整形 4 35.39 

4 22 x 16 不整形 19 35.25 黒掲色土単一麗

5 28 x 18 不整形 24 35.20 黒褐色土単一層

6 20 x 20 円形 16 35.29 黒褐色土単一層

7 18 18 円形 11 35. j つM 黒掲色土単一窟

自 14x 14 円形 14 35.29 黒褐色土単身層

9 52 x 70 不整形 30 35.09 断面図参R号、 SB58@ 

13 13x13 円形 8 35.35 黒褐色土単一層

14 14 x 14 円形 3 、 35.41 黒褐色土単一層

15 16x 12 円形 6 35.34 黒褐色土単一層

16 20 x 15 楕円形 3 35.37 黒褐色土単一層

17 16 x 11 不整形 12 35.31 黒褐色土単一層

18 22 x 13 楕円形 9 35.35 黒褐色土単一層

19 24 x 17 円形 15 35.27 黒褐色土単一層

20 30 x 20 楕円形 18 35.23 黒褐色土単一層

21 21 x 32 不整方形 9 35庁・ 35 黒褐色土単一層

つつ 17 >< 11 円形 27 35.15 黒褐色土単一一層

23 26 21 円形 13 35.29 黒褐色土単'層

MR115 26 x 26 円形 11 35.31 

2 23 x 16 不整形 16 35.25 黒褐色土単一層

4 18x 12 不整形 6 35.36 黒褐色土単一層

5 14 x 14 円形 11 35.30 黒褐色土単一層

6 15 15 円形 7 35.35 黒褐色土単一層

16 x 16 不整円形 12 35.31 黒褐色土単一層 SKP 8を切る

8 15 x 15 I不整円形 12 35.30 黒褐艶土単一層 SKP 7に切られる

9 23 23 円形 12 35.30 黒褐色土単一層

10 18 x 18 不整円形 9 35.30 黒褐色土単一層

11 25 x 22 円形 17 35.23 黒褐色土単一層

12 20 x 17 円形 6 35.34 

13 20 x 20 円形 19 35.24 

14 19 x 16 円形 17 35.26 

15 27 x 27 円形 20 35.15 SB58⑦ 

MR116 3 18 x 18 円形 17 千黒褐色ごー

NB129 47 x 20 不整形 38 34 断面図参照 SB 116⑦ 

2 42 x 32 不整形 30 34.91 断面図参照 SB 116① 

NA130 60 x 32 不整形 19 35.0:3 断面回参照 SB 116③ 

NB130 38 30 不整楕円形 28 34.98 断面図参照 SB 116⑤ 

2 45 x 25 不整形 31 34.92 断面閣参照 SB 116③ 

tつJ 43 x 23 不整楕円形 44 34.83 断面図参照、 SB 116② 

NC130 50 x 32 不整形 40 34.90 断面図参照 SB 116④ 

NB 131 40 x 28 コド整形 30 34.97 断面図参照 SB116@ 

第63表 (25) (吉代以降)
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第 4章調査の記録

zrliti 

i 

l 
i十片出器

己最

-k 
l1日j

1 I SI63B程

王市
2H I (i I Slfj，'lB緩

i247叶古語
2I :J 日lli:1B縫

217 I 111 ! STli:1B篭

::討す

すH14;jL
111S](;:lB 

土山ぺ H
け :1311i諒勾 I -I 一一一 -1 

:;:;l:;[;ド古日
先淳一|町ト当叶 デ吋J"!\~:î ii 

rL止元(三1
1ιj引三…

二HITI添 い 平 I ruーと

;トi!:i

古;!干十Lf-v
十トl1

匹出三-I - I -I ー

……医 u川主二三Gーコ二
ご 法 jI向、三一号 i

ォ;川 IIjl~~ ù:~ I I S IJ 

ト正日!
与ιμ二
書二日一γ三
H: 訂正

J 
二二fflTI2:，1勾 I約 十 一

オ詑; 一一 -1

出;十刊二千

閉糸({i)

Ujf))jjE L司、lりj

切り縦し不明

!日I糸円ワ

[u1糸

一 口オイごiJ

一 回フ制法iυ
|叫糸十七}

閉糸I:{寸)

-I@糸(イ

戸i糸

-11亘i糸iお}

凶糸

凶糸l:i.iJ

1"1糸(右)

閲糸(-{-i)

[!'I糸{プ

!汀り持tし弓一時j

Itll糸/主

切り鋭(し不lザ1

り綴L不思1

i 切り離し不明

!日手i¥

11司五百(千二iJ

i竺i糸

一回来 :{i)

-1 フ {i)

一 切縦し司、lリi

1 [iil糸C{i)
一一
- 1 [<i[糸({i)

ゴ苛去

、、Ba
j

d
官
湿
鹿
曇

r
f
¥
 

azA守
一uo

d
バヨ

日 ]lil 1技 宇
J 

内外術I-jケ{ゴイデ

内外部ロケロイーヂ

lJ]!lH蕊;7lj-)デ

内外i五]1コケ仁1ドデ

内i百iミガキ、外I預ロケ口寸ヂ

内外市jlコアナヂ

内外国:コケ iコナヂ

内外関口アロ寸ヂ

内外活iロア口十ヂ

内外泊1ロケ [J-Jデ

内外i溜LJフロナデ

内外[抗日ケ!ヨ)デ

内外i蕊ロケ[]ナデ

内外商口ケロイデ

内外商口ケロトヂ

i学滅

内外関口 7[]-)デ

しち里三空ニ};トi平竺六竺ブ土 i 
川勺外部三

!'l外同lミえ

i卜jj預ミガキ

! i3中!ト而ロヲロ?一平

内外i立JIコクロナデ

外雨RLN 忌詐渦h三を主伏沈b線車

i勾夕外ト[司口ケ口←寸

11付f空ト[市uケ口ヤ寸]合戸

I!jfi前三 Ifキ、タH前 口 一 戸

内外i蛮!コゲ!コ)フご

l宗滅

1'1タトI面ロケロサヂ

原i或

内外i筒JJクJJナヂ

ii-JタHiiiuアIJ寸戸

内外有Iiロアロ十デ

!禁減

内在百}字減、 外百五Li/LJ寸-，ご

摩滅

内外部Iコ7口一jヂ

i撃滅

i!J間ロゲロナデ、外I読!奈j域

内外而ロヶロ寸デ

内外I市ロアロ jーデ

時持者

内外国lコク iヨ寸ヂ

!繁iil:

!奈i成

!字減

摩減

努複立

内外商!コケ IJ')ヂ

内間LJクlコ十ヂ、外i百H李i域

i今筒1コアロナア、外i萄ナ戸 i 

l学法

!学淡

いJj奇異手減、 外iiiiロケロトヂ

摩滅

ぽ域

!禁泌i

i事詩

内外1苅{コク]]イデ

!字減

内外i商仁1ゲ口一!デ

内タト百filコアロトデ

|付外jliJl:jケ!こデ

内ターiiiiロクロナニテ

内外i五iログロナデ

リ事滅

jメ]外ITijlヨゲ Iコナア

i!lタトI前日夕日寸デ

内外I吉グ口ナデ

内外iiii[:.l7 デ

ち車ー当I!I41J絡条f牛a1綴RT

i字詰ll.

内外1前ログロサデ

内外部{コケ仁川ーヂ

ブミA:8 h;¥:; 

I!Jタ Ilrb!f

1"1廿← Jllti奇

江主 _i :lkEEl佼

{外ヲー州者

縄文後期



第 3節 (1， 遺物

造物 政 I
デト!ii:部 長n百IW1'uを i 器吉i ei宝

百.t7.i
IB土 j也j卒、 fin /]Ij '~"lill ~ifi~司iJ

J旨数
lじ1、1五『江 台径 日m

250 SN68 ゴ二郎l涼 旬、 hま 6. :1 
一一一_j_

切り高liL:PIJJ 出1波 ['17f 函j?~;[.. (-jむ

250 " SK08 土i羽H* jイド 1] 12.9 内外II!J!ユケ!コイデ

2:;0 6 SK08 土Øììi~ !] l苧il>l:

2:;0 7 SK08 ゴ二郎官号 j平 IJ 時5泌i

2:;0 8 SK08 土飢i昔号 fィ、 1JI"1~阪 :'.8 )'i'ょ担Q 滅

2:;0 10 SK08 !iliJよ豆 1平 1:] 内外国lミ汀キ

250 II SKIlS 内黒 j午、 13.9 [J1簡ミガキ、外l沼口ケ iコ!ヂ

250 12 SK08 111黒 切、 u 内Illlミゾfキ、外liil不明

250 I:J SKIl8 内J.!:~ 1司、 M: 6.5 白Iずれ 摩i域

250 11 SKIl8 両 有台I干 目隠九u:s; 7.2 0.6 7.0 凶糸砂iJ向性f |今西Hミガニ外1m寸ー〆

2:;1 SK05 土同日号号 jド 口~阪 12. :3 ;5.3 。1:，O. .18 一時E減 i人j外Illlロケ ω デ

251 つ日 SK05 土師際 1不 全 12.1 1.7 -1.:3 0.39 0.36 
ほ恒とi淡糸{ 手iJ

内市}ミガキ、外fiil!J;;LJ寸デ

251 3 SK05 土自官官号 1千二 よ亡 12.5 1.1 1..1 0.35 o. :lS rl'lタf.fiillJヶ

251 SK05 土師昔号 j不 口 11.8 内外i百JLJクLJ'Jヂ ヲ ~)I.Hl1

251 :) SK05 1.:師5e. j不 1] 内外聞uヅu.Jヂ

251 6 SK05 ゴ納涼 j不 u 内外[前ロヅロ)一γ

251 7 SKO:; 土師法 Lト 口

士附号号

Y界島4小手

2S1 邑 SKO" 口

251 i 9 SK05 +拍li総 u 11. I 

251 10 SKOS 土問i紫 』司、 b主

P摩凶注字滅肖減糸:右、
251 11 51¥:05 Ui市~ i手 m司 ~I)主

~51 SK05 u:m'，訟 I!干 I Ji[iト!氏

2';1 13 SK05 二上部議 jイJ 間~Iì!:

251 J.I 5KO" 
土土品防官法官平z 

腕制胴刷へ、~庶民氏広

1.6 

251 15 SK05 7ー3 円4 
アI'ltli/JPIJ ロムヌリ

251 16 SK05 ゴニi附号 IJ平 1.9 

251 SK05 i印官官号 t干 !).n 

251 18 
5おKl〈0り5 干ニ上告由!i緊2呈

上卜 腕

1 ~I 主ト

11向2:;1 2凸 SKOS 士附(符 j不

2S1 21 SK05 土問j~ 司、 ImHllょ

251 っんけ】 日KO'i 上間;}'-'- 1平 !潟、 ]..] 

2S1 2:， SK05 土防法
E1干f 

IiH~低

251 24 SK05 士郎lli!. 日司~位二 S.9 
停内外砂(而η ケ ー デ

251 SK05 土師;v.~ 勾= 1lI~ ~氏 島或

251 26 SKO'i 土附紫 j不 腕立; i同糸 l挙減

251 27 SK05 土i羽i器 i不 胴~/li; í1~減 摩ii，)(

251 28 SK05 
オ二tニニ席師li器法

1 司 ~U民 1.9 ー I@I，)'，(:{i) 内外Ifjj!コクロ!デ

252 SK05 .lf 腕 ].4 

国間糸域C;{，) 
内外1m口ケ口一iデ

252 2 SK05 土問s<'. j不 日同~[必 S. () 内外百ロケ口十ご戸

252 ‘3 、 SKO'i 土郎官号 D司'"'-'U:S: :伊1問i i残糸(右) i学

252 I ] I SKO'i l土的苦号 I_f ! i口ずciJ
持内i外域商1I 十一アI 日K05

4一i二日i記li2録2 材年、 自!司司 氏氏 凶匝1糸i 6 SKo'j ，1. :3 r!'JタトIf!]UケU寸うす

2S2 7 SKOS 土f新総 J1二 日間~収 4.5 lilJ.f(，(:/，コ) i年l成

252 目 S1(05 土自!jj器 J;j、 低 5.1 i学滅 内外市iログ LJ寸うて

252 9 1 SKO'i 二I二郎:rri .F，f、 IJ河"111; :l.8 問糸({j)

252 JI) SK05 一j二締法 ド ~L (;.11 ! O.:J 6.4 

峰幽不凶明雄糸本(一お
252 11 SK05 

士u郎初鷲;忠 1m 1.1 .~正巳 12.'; ! 九九 1υ1!1.4 
i0j2Z7 1 

っ】たJつM SK05 JII1 日‘ 11.6 I ".1 I :).] I O. .].] 

252 13 I S](05 士f主fj~~ !日i 口 ~ltI 11.1) 1，]り 3.0I 0，45 0.27 

252 I H I Sl仁川 土白石器 iill 1.1九日司

。同UロリM 15 SKO'1 i ニi二自TI6Ii 1lI1 IJ 

16 SK05 

土4十』怖師面器器器 削開皿

日 11.7 

2;:)2 SKO'J 

劇h広バ巳 〕氏 } 目同回見守糸糸ミ 古i)

J内外滅活jil 内問みl'iJ.fi
252 18 SKu百

5i.:2 t 
2'i2 19 S](05 士郎総 111l 減

252 211 SK05 土自Ji手~毘l ，1.8 

凶i五l糸糸( 壬，J
淡

ごi二郎添 l田1 Ifl: 252 21 SK05 5日 1芋滅

2:'2 22 SK05 iニmJig号 1m !丘; - 1 .].:l Ji，il糸(手i) 際il. .x 
252 24 SK05 i二締2苦 イT台車E - 111J.!) :u l:l.2 itおお、 i査かし.jL 内外iJij'Jデ

254 SK05 長可! 上下 口 11..] O. .16 O. ，12 民全滅; I!JY~fiíl ミゾfキ

2'i'1 2 SK05 [}]泉 1司、 11 15.1 I}j涜Iミガキ、外iJijl.J寸うで

254 SK05 iI1JJH {i台J.l i二 11.1 6. S 6.9 。]6 (H9 1.7 6.7 ょっ [i'lfiilミゾjニi二、 外IIn!コクうご

25，] SKOS 内然 右差lJ1、 6.9 -1 7.1 内外[前口ケ仁l-j-デ ミブ

25] み SK05 |付黒 千1合1平 ，1: 6. 'i - [ ().7 6.8 匂~~~g弓~IYJ-'Hi\M ，' l字減i.

25，] 6 SK05 ド忍 釘Tl:f;f IK - I ".7 i刀、11月けーデーイj高台 内iJij、タf.i市{コア!コ寸デ

25.] 7 SKO'i I}lrn 千Iおi.t不 民; 0.9 6. :1 1ii1糸 .fなU::j台 i李泌i

8 SK05 丙黒 お合I不 U( 8.1 。7 8. :3 切総司 IlfJ，.Jデイ

際Ilji減萄ミ /1今、 タi岡修254 り SK05 1汽黒 千I令J平絞 同]隊司つIUJ炉}デイ

254 111 SK05 i付 1m 仁} 12. 'i [}'lfiíl ミガキ、タ~fiíl 仁j ア U'J デ

251 11 SK05 内祭 J1Il !こ!

内際内師外減価、ガt:Jヰゲ u外jト商ヲLJクLJ'J戸2S.1 SKOS I}j!，f¥ liT1J111 主主 G. 'J 。7 6.'J 切出不!YJ"J デイ hr~台

25.] 1，1 SK05 iij恋_rm J;f 16.6 1.1 6.:l 向。 46 (). :，8 fUJ糸({i)

I 254 1') SK05 在UJ.i総 土!、 ノ.、時 12.8 8.2 :3. ') 0.6，1 ().30 切り!縦し司、Il!j 内外[部lユク口 jヲデ

(坪等)観察表(2 ) 

「
「
リハハ)

6
Aせ



第 41主調査の記録

主r凶 1は杓
出土地点 I f'll )JIJ 3号笛

ず τLさ
、fづ1え I タト紙îji~ 部特徴 際立5 特徴

予 :も号 J詩翠〔

25，1 16 SKOS 積立J.!l~号 上手 !ヨ~阪 1]， R I 7. R I :1.91 O. (i(i (U:l 切JIJi事fl耳、lりj 内外郎LJク口寸デ

25，1 17 SK05 須恵%i% tま 9. :3 一 切り，n.不明 司、11)]

1色 SK05 
3須ぷ訟器法

j不 II主 際滅 !字減

2 22ち1 

19 SKOS !不 制~ù:E 切りliiilL /j~1りj 内外llii口アロ寸デ

SK2S 二郎H* l平 全 13.5 5. :i O.4.! 0.41 liij7i'刊誌i) 成

SK25 上liiIJ音寺 I不 五三 IS.7 6. .1 S. S 。!J Il. :37 liil7i'd右) 1)1外国]1ヨケロナデ

つ25り 3 SK25 二 !~m *i i平 全 13.7 5.8 5.5 ()十i 1l..!O 問糸(右) |内外!羽ロケ口ト

258 SK25 土姉総 1平 ノ…“、 12.6 5.6 ひ 7 0.44 。!5 回糸(-{i) 内外在百ロケロー!デ

i】 SK25 オ二郎総 11、 金 1:3.1l :). ~ 5.6 。 12 ()..j，1 日l糸(::15) 内外[前ロケ iコ寸デ

258 6 SK25 土西日吉号 j不

金金上̂  

12.1 :1.2 。4:， り1:1 ~ I [q)糸(ち) Ikji'トIlllロアロナデ

258 7 SK25 ゴ二mil%fi 将二 13.2 5.6 LG ().42 ().35 闘糸

258 8 SK25 土日ill!fiR: f.f 12.8 5.8 1.8 (). .IS (). :38 IIiiI糸(お) 内外 1m日ケ口 J-デ

258 SK25 ゴ二LirTI%fi: j平

全ノA E T 

12.5 5. !} 1.7 1;.47 ().38 lヨ糸 内外IIIlログロナデ

258 I 10 SK2'i ゴニ商li~号 j不 12.3 唱 31 11.47 位l糸(お) 障を滅

2GS 11 SK25 土問i&i t:r、 11.8 1. 1 I u. -1S I 0.3" 回糸(右) 内外関口アロ←!デ

259 SK2'i 二iこ郎総

ヰ杯tネ
金1 主人主

12. () :i.8 
00、1i85 

内 1:1 百l糸l:{ci) 内商ロケロナデ、外商!手械i

259 I 2 i SK25 

土-土t御凶師器器嬰

12. :1 :i. 'i 1.8 IJ.:l9 

回向M糸糸糸{ιt 右右有

内外lilll::Jヶ LJ-Jγ

I 2三日 ! SK25 ~告1 
O. :'~9 

内内外外商百ロロヶアロロサ!テ~，: 
i ，1 SK25 LT 1:1.1 O. ，12 0.:1;1 

間)
SK2弓

土:!土泊市咽師器Z 器若

土手 12. S ~).II :;.Ii 11.-111 11.，1:; )n)糸 l 内外Il日 ~l nナデ

，.， 

乏で~ 
]]お j O. .16 

注白i糸糸("i=i) 

煙内向i内内苧滅外井設山舛冊面荷ロ1ιロケ3打円ケヤυロ口hr7?? 子F r 外函序説

11.9 ιj{) ().4:1 lI.n 
向t、， 1:-1.0 t害2 門6 11. :JG 。

凶回同糸糸二五iむむtゴ
SS5fXKE出525 j 

寸斗土涌n府幽師何H官回器"歪器藍
材ム守工弓原q切十不

I三全
:i，!} :1.0 (J.Hi 0.11 

2S9 10 11.9 1.") 1)_，j.1 。 11

2;:)9 11 12.2 1.1， 九 4 (). :18 0..14 |ロl奇ミ

ワ 5~) SK25 J2.7 

i.1 

0. -15 11..10 ザJIJ縦し不明

摩内手法滅外面 ト子

l1 』1 庇民 1.6 

り.I.j

ii.1 。 11 凶糸Iお1日 li SK2:i 

2(iO SK25 'i.:l 1l.:l9 11.，14 

作1切9jl 糸iりi離由主Lι 斗有;明削
主派クトb百IJ

260 ?“ 〉 5K25 日 土土浦1fii器添
!十 12.1 c，.o 1.0 0.11 0.28 

260 、j l全 12.0 弓ワ ';.3 !H:l O. -1-1 内外出lロア口-1デ

260 SK25 七Ui日終 u 、~1氏 11.6 5.0 5.6 0.4:1 り 18 白糸(i，，) 原

260 ! SK2S +1iiIl{，ii 手 1:1.:1 S ;1 G.2 0.40 O. -17 @糸ム) 1'，外色iロケロナデ

260 5K25 ごり暗号号 u~ùt 11.8 ;i.:i n.il日 il. ilS 切り員itt司、l珂 内外問i口ケロー E 

260 7 とうK25 土Illii銭 仁]-白主

司τぞい"
O.:lS 10.46 切り離し小町j I}'I外iiiiLJ'/ LJ-J ヂ

22660 0 8 Q 
SK25 土l稲武士 j不 低 12.3 1 5.2 1 5. ，1 Q.42 10. ，j.j 回糸 内i1I11コゲロナヂ、外宮司!事妙:

SK25 土師怒 tヰFZ ヰテ 12.71 5.01 5.0 0.4.1 1 0.39 凹糸(お) 内外Il!lωクυ十デ

260 10 SK2ei オ二時ifi*l: 口 ~lit 11.8 Il. ，17 0.4 胆l糸 内外商ログロナデ

261J 11 SK2:; 士郎i%i号 j不 1 11~紙 11自 O. ，19 0.46 

同凶回恒糸右必7干

内外11!i1::Jク!コイデ

260 SK2S 二i二点目!1!1
L上1、: 4口h 、

11.(j にd つ包 O. .12 0.4" 

260 13 SK25 上ti! !lf.:~ } 1.1; 日i 1 0.11 。11 嵯内内一浪外件冊面口『クぅ

2時。 5K2，'i イτ締法 I干 0.42 0.47 ケじ

~uU SK25 絞尽 主主 i2.6 。3 Rに 0.42 IJ..!:l1 オミゴ) j字捗; s 

260 16 5K2'i i♂郎i{f号 j不 会 12.4 5.3 0.4:1 1J.46 切り開不明i 内外江iiログロナデ

17 5K25 l二陶器; J司、 コ，ー 。 i.1 0.50 り:19 也I糸 !州iWU71Jナデ

SK2S 二l二郎l紫 勾ド 日~氏 1]， 9 
ーも 5. () O. ，15 Il. .12 回i糸 1'，ク|夜iL17uナデ

261 つ SK25 土土自alli~器2 こニ，ノJ亡i、、二ふh 一

1::'-1 I .1. ~J IJ..1G 0.4り lfil糸(士iJ i付夕I.ffiju'/uナフJ

261 15K2:i i土旬「、
1.9 I 0.32 。II 11Jり書n可I!JJ

字事i減
261 SK2S j二信日詰 ロー!忌 11.6 4守t に ゐ3 o ;.i8 O.4G H1j."y" 

261 t、 5K25 ゴニ曲TI~ii j平 ユノ民、二」 12.8 
"ー {4)4 k 

'1.6 
00441 1 {0)336 4 

凶巨許J柴{右し-明

内外商1ロヶロ-Jデ

261 I 6 3円K25 土日m箆

f名S著j不F 全IJ 
i 1内'1外外関商口UクヅlUJ十ナヂデ

261 

耳553K522255 3 

ニIc闘終 日 I.;， .}υ 0.47 

261 B 二七的援 J:i.4 b白l 7 {}， 46 !L ~i:; 

同剛切恭り降(~~相不明
H厚内内F談守尚列面扇i口JグクUlJ 7J 子デ

261 土凶器 上!

d正全十R正匠h 三

1:1.11 S. (1 

刀.0

n. ::lB り

261 10 
SSIKC225 5 

:上白日昔話 1ヰF 1]， 8 0.45 1l.47 

261 11 I: riìli~~ 12. ，1 ，1. 8 1.:1 0.39 (U5 

1切切4糸りり離降(右Lし1有す司明j 261 12 5K2'; 1オ附n'2 j不 13.1 5.3 1l..1O O. :37 !内学滅外間口クロゾデ

261 1:1 5K25 士陶器 H、 全 12.2 :;. G .1.4 O. .16 ().，j.j 

261 H SK25 オ二日m~
;ィ平; 

1-1~ Ii\ó I:J.5 S.2 5.2 Il. :19 (). :J9 liil糸 内外l添ログ!コーjデ

261 15 SK25 ごi曲目m.! ノ I:J.:1 .1.9 IJ. :J7 ().3，1 糸 内外liIlUグじ1-)ヂ

261 16 SK25 雨戸、L
Jィ;干

すと 1311 5.6 Il. ，15 ()..J:J 1"1糸(おj 内外[inDクロナデ

261 17 SK2e 土向日告号
f、 12.1 6.11 'i.1J IJ. .18 0.40 糸H右)

内外 Il!I日夕日

261 18 i曲目器 勾、 I.l~仕え 5. () 1.，1 [H1 0.36 内外Il!lログロナヂ

262 ゴ二郎官号 仁 12.9 4.8 ().37 0.41 lq1糸 i勺外Illlログロナデ

262 つ 5K25 十一郎i努 j不 ノ 1:1.4 5.8 O. -13 ~ 11m糸(千iJ 内外[JlJClク{ゴナデ

262 SK25 土(!!]i*i !平 仁低 12. -1 7 1..1 O. 16 o. :35 i切り詩ItL./j;[ifl 1'1外fIii口ケ口一)デ

262 SK2'i ご|二郎1器 I不 IJ-古主 I:J.l ii. :3 ιiり IJ. .18 fU7 一 |亘lフれ 内外商iコグロー)デ

262 コ SK25 二Uil]i~~ 杯、 1 .1.1 1.9 IJ.:I-1 O. -10 切り高ltL不[IIJ 摩

262 G 5K25 ゴ二郎!}'!，. Iィ、 6.1 1.4 1l.'I') 0. ~)S |引糸(:{i) 内閣iコヶ 外[市民手話寺:

262 7 SK25 ごi二的日出 I平 12.9 IJ. .12 1J.35 巨われ(cf二i) 内外市II']ク!コ「デ

8 SK2'i 土郎î~ j干 氏 6. (， lJ.5:l 0.41 切り縦し不[Yl i学占有

262 9 SK2.1 オ陶器 i不 全 11.4 ，1.S 0.39 0.39 ~I I'H糸川二i) 移設立

262 10 SK2.1 二1:(:1]i~~ 材、 I:J.O 6.1 1.7 。17 。:16 IliiJ糸 i学J会主

262 11 二l二{矧 11司、 112. ') UI .1.3 0.38 IU3 切り縦し不明 1;'1タトI!打ログ uナデ

( ) 
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第 3節 古代以降の遺構と遺物

I 婦2番号問 I 遺番物号 /1:土 i也 五五百!J l仁J[1:: 主i 詰';1'，ふ:1ll1 iljt t' 主ー 正11"1 
J甘奇tlJ旨数

~ig: 古I 付徴 f品 →)!i 

262 12 日K2'i 土11!H緊 j不 二 12 (1 1.') Ojl 。11 糸 ずを

262 13 S](2" 二l二郎総 jイド II~Ú主 日l 1.6 。11 (J. :37 切り出IH不IJjJ 原詩Q

262 J.I SK25 ゴ二時!日号iT j不 低 12. :1 0..1 1.:1 0.11 O. :l'i 切り献し不明 !字減

lS SK25 土{河:恐 J;千二 五三 12.8 1.8 1. 6 (). :18 。36 一 切りl殺し不川j n-;t:i域

2fi2 !fi SK2S オ二郎日号 ヨノへヲ 12.8 j.8 1.8 ().38 (). :18 日l糸 1)1外J訂!ゴケ u-J-ぅゴ

2fiZ 17 SK25 ゴ二i現主: 口 1.1.'i 5.6 1.8 CJ.:l9 り:J:l - I I刀1]1縦し不IlJJ 成

263 1 I SK25 土{鉛号号 J;手 幻 1l.3 !掌波

2fi:1 2 I SK20 ::I:.lfrlj:lli J'l、 1] 12.8 時者

2fi3 :1 I SK25 ゴ二郎総 j不 口 1]， 9 

的内摩滅外外商iiiiロUアYロ1J}1 テF 
26:3 4 15K25 羽器 Lド 1:1 1]， 6 

263 日 SK25 七郎î~;} CF IJ 12.8 

263 SK25 ごi二郎総 f十 1.1 1().5 内外If!Iロヶロナア

263 I SK25 オ:t~m!~ 1:1 !]. 7 内外fJijlヨグJ:Jナうご

263 8 SK25 i二郎官E j不 j] 12. .j 時を滅

26:1 9 SK25 土印fi祭 11不 仁Iへ成! lJj IITi1J L不明 I!手掛;

263 10 SK25 士郎器 不 i二I~[丈 i現糸 i摩滅

263 II SK25 

主主Z主見
- 1 I巧り高tし司、1り] 時主i域

!j22663 1 
12 SK25 J:Jへ慎一! l!J!l(年弓Hlj

字芸岩波書:・
5K25 !J 

26:1 日K2S !， 

摩摩際Z恵内町減摂椛沼丹舛市ffiiL1 γ (_j 】1 三7戸

!J'j夕立 iJi'f
26] 

SKZ'i 

1:1 

26:i Ii 

伝

同切切町寸内 離肖敵tL不可ィ;1明附18 

18 S1¥2:; 

いf口jへ-は広Il': 219 0 S5I1Ef22月5 
ト1l22ー6G31 -

SK2日 仁三 Im，¥; 

摩内R序手而j説扶w 域 ツテ 外而除夜

〆>') S広三日 L! 

263 つ3 SK25 ロ認
263 24 5](25 11 

263 同Jυ" SK25 
i土符!H;;号t号

1ィー 口

263 26 SK2S 空手持:

26:3 み“で' SK25 土i拘;ぉ 1:1 日正滅

26:1 I 28 SK2" u市 j干、 口

l内内竹町外前商l一』口クガいリ下ロテヂ外子西ヲ外口取f 阜ロ主主ト f ! 29 51C!S i土防音寺 11 一 一-I 

州 1:1り l ドゴゑ 1"' 

26:3 31 SK25 三二市iji器 J平 j] 

内ド内イ一外件外面面側t白口fケクク1D12iサ十fデ子戸26:， :12 SK2'i ニiニ「刊号号 口

264 SK2" 二l二mii器 上干 nfii1~ 1íE 1.'J 

凶凶凶副出回糸糸来J糸矛布右右石イ、) 
264 ? S](2:， ゴ二部器 Ij不 HI"j~út 日り

内内i内内句外叫作川外一罰商市面同ロiロ07川クYロUロUJづ寸サjト 'T ヂF 

!日4I S](25 i二i二附器 J;h ! nr.l]--!1t 九白

2fi.l SK::C， ! 11 
!1問 辺絞、

;)， 1 2(}'1 
‘ 

SK2S 一Hirli潔 i平

~64 。 SK25 土自ffJ器 1J!rJ←i氏

264 7 SK25 i二Mî~ 1ィ; 自司 S，9 !日i糸(手i) i内iiiiuゲリイヂ、外1m際i波

26，j 自 SK25 オニ間fi1ii号 j不 Iìi~"~低 :予 b - IloJ糸(CEI 普よ

26.1 。SK2S こ1-.1'市îË~ ナ十 n司へ氏 η::).:11 同フミC{:i) 内外部ロアロナソゴ

264 IIJ SK25 ごと日rli，対
梓十

関西 一 η:) 11日i糸(千
r帯内1面T域dロ両1月JロJ 寸LJ干 外百字波SK25 

土上問向日H記i号; 
niiiJ i.D 

i凶弓糸糸
i 264 1 12 SK25 I!同 ;;.0 

264 I:J SK25 土制緩 f干 E同~低 j.7 

彦摩内E裁滋uγ 作子叫亭尚
η 

25うK2;; 上部市~
:t持4 手 E制JiI~~底aE主E ーふfj・J、J巧'1 ~65 J 

3 SK25 ネ郎総

iH厚峨勺手1続列ク峨画両υU 'j U 十JテラSKZC， 土問 1同

265 ひ SK25 土白日器 ド

IJ[<，同氏主主

問b 伶;) 

26" SK2') ごU:浦君苦 5.2 

265 7 SK25 
士{二総約務:誤

1;[; 所 5.1 
内R摩F滅減ク国υクrJ→F 

265 8 SK25 .1.8 

26九 9 SK25 ごし自li¥*i jィ: - 1 5.0 - 1 [UJ糸(ギ二il

265 10 SK2日 了!こ附!W. .1;{; 
!日IJI目司~ 氏政

7 
一 切切りり;隊i，fiLし不弓"可Pil 

摩呼摩見j摩余事滅減減波滅減

265 11 SK25 i二i羽i{}fj: i不 5. () 

265 12 SK25 L!irWMi f干 m"l-主主 ，1.2 

トラ IQJ糸

265 1:{ SK2，S ゴニ曲目日告 Jli"l-~lii.: i豆i糸

2日5 14 SK25 士郎Hi~ J;jく IJ向、依 5.7 11Jり謝tL司 luJ

2日5 15 SK2'i 二i二郎I& 王手 JJ伶

[ii] 糸糸({i) 265 lG SI<:o t由ITi，号 jイド 恥，l~ 絞 5守 内外iiiiロケ寸デ

265 17 i二郎ï6~ 上下 JJ1'I-~ 仕立 "" 1.1.9 i亘i糸(C{i) 減

266 SK25 ごと締法 J不 日付 ι j.fJ l丘i糸 内外f!iiJコクロ寸千デ

266 ワ SK2S オニii羽;祭
司，

E"il 糸糸( ーらj 

内外 IlIIuゲデ

266 つιJ S](25 上向IT¥l苦 将、 .S..l }学滅

266 SK25 !:riji:lli IJイ[、 ITlfil、政 !日l;iY， ドリトII!iLlク仁3ナぅゴ

266 3 SK2S -]自 jヰ; fl[，'J-U:S: 言。 ~ I [51f(，(右) !字減

266 6 SK25 オ自lî{f~ J;r m，j"~低 ヨp 切り弱Eしリ! 1人j外街j[Jゲ u寸γ

266 7 SK2:i ご七Mir，E 1干 m~--út -! 切り隠上し不luJ !字減

(ヰ)
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第 4平調査の記録

!開1苔サ| 納泣 111 Hi ，~]!J 仁I1主
J首数

W仁、!fぜZ 主 タトl民総合宇とk 百衿 {出:

266 8 SK25 土自ii-'r* !河二 -1 切り離し不IUl 域

266 SK25 土日目総 j不 Ill~-ll'l: 1..1 切り院n不IUl 減

266 10 SK2'i ゴl浦器 主ド 日司 ー υた “つ 切り詩fL司、1111 !手話i)(

266 11 SK25 -Lnmfi:t H、 1I1司~氏

国凶町鉄糸内雌右釘i) 則

1事滅

266 12 SK25 :tflm*3: 腕~氏 - 1 1.5 !与と減

266 1:3 SK25 l二部ig:t iT、 111司 ~M; ;).2 IJq[J古}ログロ!うゴ、 外IIlI堅手I吠 内 ;;-11.{、liヲ

266 14 SK25 オ{矧日号 j干 1I同~氏 i白]{iミ(:{i) 告を

266 I日 SK25 ごと締法 I不 IJI~~阪 5.:1 l司糸(:{こi) !学持Q

266 16 SK25 ごと{封H~ii j不 日開 :i.2 一 切り縦し司、lりj 時

266 li SK25 こと{前i-g号 l，f il阿二 一 切り縦し介、時j I1号域

266 18 SK25 ゴ二郎官.， j不 !阿 - I 1自 一 凶糸(イサ J'i'ii¥域

266 10 SK25 オ自!日2号 句、 1l1li1-正t - 1 4.1) 一 切り出liし不可j !守

267 SK25 オニ自lji鈴 1JI，1-ll~; - 1 5.0 - 11，，1糸(右) 際j妓

267 フ SK2;; |土自ii器 111"1-底 1-"1糸uこil 1内}l郎外泊ロログロケーiコ::HコJタト前il!ilfi域

1122667 7 
δ s、 SK25 辻自jj~~ j平

!!jlFi司~ --!~成L 
IIEJ-oIミ刷

SK25 士郎jmf 勾ド 'i.IJ -1切り離し不l舟 |吋ItlJ!コケ iコ寸ヂ、タlliii摩滅

267 3 SI¥.25 土!1ljj~~ 材、 日i司 ~llk 4.6 - 11，，1糸ChJ i 1勾、竹i古lロヶロ寸うご

SK2S 

土土十エ士1一J虐師師面街師皆言白号官宣語語器Z 製

J'，j、 !li"j'，低! 号1 I"b'(ミ
内F際手法総舛而LlYLlす子

~6ï t SK25 Iii司 .1.1 I;iJ1) 完全 L=-1<Hjj

8 SK25 

民月主町可A子K て
腕制開B閉到ーlま氏

sり 凶糸(イコ)

同桝回キ糸白書十ι 不可塑 草L革iJ而法話ロマ包斗手 引高摩或2品7 10 
s5S込K2:i

ヲィcfl'i守

~67 

11 

[ - I i i l汚品川村 F王;時

J:J SI王
土土問附器器

勾LZZI4 l: ; 
厨刷陸胴刷刷相、-庇凶b版征二

:1.0 I … i 
- 怜ifJi糸奇計f七

内i古jUケ[]寸 f 、外出!苧

14 
11 5511王.~ ;).( 

時民を長滅命記
15 向n~(i ;).1 切りし司、j~1

2日7 16 SK2'i す自TI殻 1 

間削回糸五午({"ο 摩身咋抜滅政267 
551KE225 5 

十I点i仰E同Z掛 ヰ4年千267 lB 

267 1') 日1¥2，:; !iIロト

川凶川凶幸糸ヰ糸 右布右
F話R喧量荷械掛依2品7 2白 SK25 

二こ士し郎自:jj総:な j匂不; 
11¥<>1 ι一j‘】

:':67 21 SI(:，5 l将 1.1 

21i7 ~~ I SK25 ごi二郎ì-l~昔 1iI~"ll\;; 5.:1 

2り7 ニJζδ 3 日1(25 土t11!i6i} mnj~li( ー Iリ リ“ Inl奇ミ[干すj '"手i対

267 2.1 SK25 土師器 何J ;'.0 一 !日l五三(ずコ)
J内事滅外frn!コケ 1::1')デ267 SK25 二l二I河 j平 1河 1.8 回糸(右)

267 26 SK25 了l二品fti{1if 河、 自司~~!; |回糸(右) l竪滅

268 SK25 
土.1矧印日Ht日5号

|杯 1I同~阪 1.8 !3Jり離し不1111 域

268 2 SK25 J平 m司 :;ふq !切り離し弓、IlIJ 空手滅

268 九 SK2" 土郡吉告 I不 !!I司! 回、

民隊摩摩原主捜減減桝械

SK25 土出liE号 }干 1111司へ絞

四同凶切4永争1，離【千右缶、ヲT司
268 ::> SJ05 土問Ii添 !川、 日向ヘ i民 4.9 

5K2:， 土上問郎官~:i号 勾1不、 腕1i~1 一-~h成L 
;)芯1

268 SK25 5，1! 

268 自 iSK25 u浦添 J.;F l除 i主l糸(才一1) 摩活者，~

268 Q SK25 二iニ師怒 i寸 1111，，]'政 4.7 !日l糸 rkJ!I¥.ffiJLlケ寸ヂ

268 10 七両n1~詰 J.j l同A 正 - 1 4.6 

い草
i字減

268 11 SK2;; 二t向IHヰ; l干

胴除柄lー-怯-主z 

:1. (1 

i寸
防三減

268 

SK25 +土::U般袖市需罷野 上J~~守必t卜
1 ! !手法

2fi8 J:l iδ l副長、

l 区1一一際事1盃m政誠 !_j j I 月四摩成268 

島創聞扇lJ'"一-一~正経疋- 回凶向刻 、右t五
S2三Ii5i2255 イ寸十同ゴ前抗TI~官~!:'.接 司、、

268 lii 1.b 

I i ド'1糸 内外[釘子

2G8 18 5K2:， !:r，IIl'，;;; !矧乱立

佐切切白切りりり町r離僻両飾{伝有いイ守羽旬明町j l 

民伐bえ
268 19 SK25 

二i1二二 {自j前jjj~~号5 
Ilif，l~.主主 - I 

268 20 日司 1..1 
"京与長減波

268 1 SK2'う

土ゴ上kιJi鳥臨羽何b器器器程

上1、 )純

268 22 SK2'i 上干 m~~低 !季語文

268 SK25 勾; 昨日'l~lit -1 り 1m糸 !禁滅

268 2，1 SK25 勾; IJ[~~低 -1 - 11おり詰Hし弓;1!ll I}i外Ifll仁17ロナ戸 内外タ J!.付

268 ワM 円F SK2C， :1二{立fi'r~ii I不 11同~江主 - 11ロl糸(おj 内外illl!コク!コナデ

:Ui8 26 SK25 羽î~~ J;F 111']~ll'!: - 1 C，.7 i註!糸 際主主

269 SK25 ゴ二郎総 上イ、 111司~Ii( ';71 jcij糸(お)

Ei勾外flIICIクりすうす269 2 SK2.1 ゴ二品目 jィ; liI司 1.6 i己i糸(お)

269 SK2.1 ごと{街路 jィ、 !的 G. .1 jiijJi，('ii) !李語主

269 SK25 ←J:i'fI!i6f， 干 1 1II"1~氏 - 1 luj糸i:{i) ドヨタト1m!コグ lコ寸デ

269 。 SK25 'Jニ{令官~ j不 m~..jl主 切り路司、IlJJ !祭波

269 6 SK25 i二郎!Jl}_ J不 !iIす三 日(j - I Iill糸 I)iタIITfJロアロ

269 内/ SK25 士郎J{認 1午、 JiI.庁~陵 糸{千iJ 内fi百ロツロ}ラ才、 外i耳jl事立

269 E SK25 i二郎i2ii
イ下、

日i'1-lir

凶回切糸糸り離右イ1し不明 !摩滅
269 SK25 lí@~緑 m司~民 ~ I :).1 

I 269 111 SK25 ゴ二郎 Jィ、 I!H~ Il\;; 4.1) 内外liii')デ

I 269 11 土iil!iira Jイド Ilì'~ ~，氏 一 fii]J(;(お) 弓illj

( ) 

-4S8 
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円
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一
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λ
一

第十 JレJ管抄}

持番号[寸
ス自q;J]

/:f-¥ゴニ j也点 nTI ~IJ 官号係
手長存

日 社主i主 合31H831 liHま l
台i壬 クI.~í:古j\ 75約特徴 古語 i百I 特 f控 Viii i耳目立 J甘数

269 12 土自TI~{it i不 !約 l.3 間五、 !事

269 13 SK2S ごUilii紫 目隠 6.6 - 11;1リりi司tL司、l事] f~il>Q 

269 14 SK2:i i二nm紫 目河内}阪 I.fヲ 一回糸(;{二i) !事t成

269 IS SK2S 士郎î~ii j司、 日目~~低 - 1 G.I 凶糸 高モ滅

269 16 SK2'l 内主i ド 1lI，~~低 1.0 切り縦し不II!J !内事沼減 ミガキ 外部)'j~iliQ
269 SK25 ニi二詰r!igg: !下 弘主 1.8 l旦I，'i，(ち)

269 18 S1<25 士B訓告号 j不 IJI司~阪 IITI糸 民主il>Q

269 19 SK2'l [郎î~~ tィ、 fl~~-IJ( j_，j - 11司糸 若手i或

269 20 SK2:i l二liiii怒 J~: 目同 1.8 
- j! 閉切糸り矧iしつFIIIJ l目減域

269 21 SK2S 土師号号 }平 ut 

269 ワ】】ワ SK2S ゴ二附_1J!2. j不 切り隊L不明 成

260 23 υ SK25 ゴ二向日 i不 111 5.0 
出 右 )

仕手波

269 24 SK2S i二郎j器 IJli，j..liI - 1 4.6 モi) 同

269 25 S1<25 iニ師 勾ド 政 パJ - 11m糸(t，i i苧1成

i 26') 26 S1¥:2:; 土問号号 コ111 ー 似1糸(-{二i) I }~t}波

269 S1<2') 
土ゴ二!H?信l1i号器号

s.o 1 [51糸{手iJ 1'1外涜Iロケじ1一!ヂ

269 28 SK2!i 内外IIIIロ7l:Jナヂ

269 29 SIC5 

iτJ蜘陶器需器
川四掲凶幸糸示弔 t右

年餅内l明詩涙外函嗣【lJ戸 日川 ト1 でZ【M一一l ヨリ

:lJ I S1-三

土1l:j師g恭際

269 

270 

日

凹判凶4糸河t 右} 
判隆惇誠減外而口 【1.1.::.，

SK25 

3 

S55hEK2225 5 7 

ポÍl ~if

270 

f上1"_(5自噸j由E昔能2話2 
回l町町町糸nり離静 不河明問 話摩惇内器減持外滅商r:Iツ

270 :; 

270 日

-毘ミポ灰2白270 円i 

正:量270 δ 

M阿凶4赤辛石イUρ 1 問内l勺手投斗坪而川ロ12hゲ【
270 ! 9 SK2S 12.11 了i.1 つ¥.，j。t'..) I 

270 10 S1-王25

血冊m皿 子3全金主E 

;)， b ! I 0.28 

270 II C円;1三.0ぷη目 12.9 り !残糸(む)

内門1内内'1外外外外外函函岡蘭商ロロロロI:J今フデクM ロ1ロErJ1ナ?7J7ラテデヂデ

271J 12 SKZ:， 12.6 :i.:ll :J..I り 121 0.27 副糸(千iJ

27り jj 11.'j 'j.O¥ :1.1 0， ，1:1 11 0.30 恒i糸(:{コ)

270 I i SK25 11.1 i :U 。1II 1I.29 
問同糸270 lei SK2:i L:H，]i;忠 1:，.1 ().45 I ().2'i 

270 16 SK25 士郎能 11.9 日113.2 1l.43 I 0.27 [ii.l糸(お) 内外部ケロイデ

270 17 SK2S 
一士i二郎郎f官r号J 

12.1J :UJ O. ，t3 i 凶糸心 jLJタ|世!JIコケロづベデ

270 18 SK25 l罰金 II.Il S.II I 2.0 。15I ().18 @I.，jち(千戸 内外百ijlコク口ナデ

271 SK25 土品目;設 11江 11.，1 日り 3.0 0.44 ().26 回糸(右) 内外II!Iロヶロザフ

2il ワM 

851K王25

土土l!l部二何踊師価時曜品書密 血血版開順

111.:; I 1 i :UJ 0..1:' !o.:a 戸l糸 内外出ロケロ寸ヂ

ぷ， 

全宇全/ 上

]1品 :)、3，:】0 ， ， h 

回阻阿問防Jタ的Eド雌釘廿し}可用

内内外外部ロロアデロロ寸1ヂヂ
1 i.O .1 7 

2iJ 

SKZS 

11.5 らり 1 リ.1:J り 内外国!コケ n-J-γ

zil 6 1().7 I.(I ιリぷ !戸〉 ().4:ぅ O. :10 1'，タj.miロフロゴ

271 円i SK2:i ゴ二l河禄 限 → ト 11.8 5. G :1.7 o. .17 ().:JI 間糸('15) 内外岡ilコク iコイデ

27J 8 日1¥:25 十間際 m fかI~ 12.4 1.4 ;3100 9 
IJ.31 目h'i，(イこiJ !内!長滅外部51コク lコJデ

271 SK25 
二土i二郎総

flll 
ん全

IIマ.1 7 0.26 

1切ヒ叶d百子糸η】離敵しLぺ不明明
m 1Iり 日 ll!l 11. 6 

1340 t 

。.1]
燦内内誠田外面不明口"クロ而オ口子クム71 11 SI¥.25 ゴ:1'刊誌 目立 口 13.1 6. ;:i 0. .i8 

幻U27I1 I 

12 
8SIKE225 弓 コゴ十師帥副13!:'.

u江
全ι 

I:l.l :J..l ().39 0.26 

J:-~ 

2ii旦且
11. 0 !. 9 ') u 。i日 ().26 

F同凹永J手右右イ.， i的1内1勺4外外タ外面而i雌酉ナ口~. " 戸1 i1ー1す十テ工
11 

S5日瓦K22出
iL. 'I ;ヲ η 0.44 

亀

寸ゴ士出箇師師頃提2器窓5 

市i 人.r::: 10長 つ7 0.1>1 n.25 

271 ili 11江 ら 切り出tし二ト!リ]

仁政L 
.J.:j 

:111 6 
i 一 切り高Ifし不明 内外Ifnlコゲ lJナァ271 17 5K2'i llJl 11..1 I!.:1S ().29 

271 18 5K25 llJl 11.1 1.(; 0.41 0.32 一同糸 内外I孫ロクロ )-'j

事 272 1 1 SK25 i オ土i二ゴ附附~I筒i日I:t禄号 lfll 
ノム全ナト、

12. H 亡'_，つd 4.0 0..11 ().:ll l思糸 3内外関口ケ"，十ポ

2 15K25 11乱 1:1.:1 .1.7 ().13 1l.32 i皇l糸U.iJ 1'1外Imlコケロ寸デ

:1 15K2'i Hflli紫 llil 12.7 :¥.8 1l.J:J (J.:lO 切り謝Eし弓:'ljJ
i内学泌外;国iIコクヂSK2:; 二urrn :l:~ 百五

ノi余F 定

12. S 1.8 .J.] 1l.4'l1(J.:l() I 恒l糸つ

272 
戸

5K2S 
土iJ13似11;C?Jiil!i日iIl 

12.8 み 刀 :l.ii ()..1:1 1l.28 切り高Itし司、Il)j ド!日百ロゲロナデ、外減

~T2 6 SK2S I:l.() :i.2 :1.8 1J..j() ().2') - 11百l糸

l主原笠i成272 5K2:o オー指WJ~ fITl 全 11.4 1.1 :u IU6 0.29 
1切I;fJりり隊離 Lし3不Glljj

272 8 5K2" u市日午 1m 壬z 12. 'i 1.(; 1.1 ().37 0.3:3 内外IliJロヶロ!うて

9 5K25 j→由!iIð:~i Ifll 11-1民 12.7 5.1J (J.:l'! (). :1O り~ i)高tし不明]

内内内内外タ外外商而耐耐ロ口ロ1クケク7ロ1口J十ナ1卜デ弓ヂ
10 5K2'i ご!こ rffiî~if Ifll I]~氏 11..1 1). .16 ().:12 l且i糸

2n II 5K2.1 

ゴ1:(自'fifiWri
日Jl ζ h 11.8 6.1 φっ3たJ 。 :~W 切り離し不明

12 lITl I.l-U乏 !).6 3. :i :-1.0 0.36 ().:Jl 切り総し/GlljJ

1:， SK2C， !付 日l
元全主

1().2 2. ;) o. :，S liil糸C{ii ]Ji苅ミガヒ外I前ロク!コ)デ

1.1 SK2') i 指iî~~ lH1 11.6 '，.4 :~L :3 0.47 一 切り詩llL弓;'I)J !字減

2i2 SK2') [:flií~ nfl 11戸!伝 12. 'i O. :18 IUO {切り開t.L:oj:llll 内外 1[11
'
コアリナデ

272 16 ゴ:rrrfï~~ 1111 11.2 'l.'i O. .14 ().:ll - I J>5]糸 内外II!IU クロ 安]J、J良ヲ: ー 外被

17 SK2'i ゴ 自Jl :'I:>: 12.8 :1.1 り4.1 ().27 切り離し不11)1 JI1iiiilコケデ外郎i事妙:

一
( ) 

ハ可doo 
--必内せ



第 4章調査の記録

挿番号i週 出土地点 鐙:ii1J 告是主E 口住 底径 s'1予IR:士iJ i底筏
指i潟筏数 (台高 en主 外llio都合部特徴 号器開特徴 百5 幸吉

指数

272 18 5K25 二七自u器 亜l 行~まま 11 2 4 3 3 2 o 38 。29 問糸 内jffiロケ口十γ 、外開寸デ

272 19 5K25 土師器 m ロ~Il主 12.2 5.4 3.2 0.44 0.26 切り碍tL不明 摩滅

272 20 5K25 土師号号 JIJl 口~底 12.1 5.4 3.9 0.45 0.32 間糸 苦手波

273 1 15K25 土陶器 血 口~低 11. 6 4.1 4.8 0.35 0.41 切り産量し不明 内外預ロクロサデ

273 2 1 5K25 土防器 凪 全 11.4 4.7 3.5 0.41 0.31 切り離し不明 摩滅

273 3 1 5K25 土師号号 JIJl 日~底 13.3 5.7 3.4 0.43 0.26 切り離し不明 摩滅

273 4 I 5K25 ゴニ師号号 血l 五主 12.3 6.7 2.6 0.54 0.21 白糸(布) 摩滅

273 5 I 5K25 土師号号 m ロ~底 12.0 4.8 2.9 0.40 0.24 切り離し不明 内外1mロケ iコナデ

273 6 I 5K25 土自TI務 m ロ~底 11.5 4.6 3.0 0.40 0.26 切り離し不明 員普滅

273 7 1 5K25 土郊音量 凪 ロ ~lliò 10.9 6.1 2.3 0.56 0.21 間糸(毛il 内外箇I!コクロ寸デ

273 8 15K25 土郎総 皿 ロ ~lliò 11. 6 5.4 2.8 0.47 0.24 切りし不明 内外国1!コクロナデ

273 9 15K25 土師器 盟l 全 12.0 5.5 2.9 0.46 0.24 回糸(右) 内外商口ク Iコナデ

273 10 5K25 土防音苦 凱 全 12.2 4.3 1.9 0.35 0.16 問糸(::{j) 内タトmログ Iコ十ヂ

273 11 5K25 二七郎器 m 口 12.3 内外商ロケロナデ

273 12 5K25 二七郎器 m 口 11. S 内外商ロヶロ寸デ

273 13 5K25 土師器 血 口 12.4 内外商ロクロサデ

ロ~底273 14 5K25 土師器 ill1 綬]糸 内外商ロケロ寸デ

273 15 5K25 土産自器 有台主干 腕~底 0.6 6.4 i迫真堂小明→付高台 軍手7議 !¥_.つ絞っ i.j'斉

273 16 5K25 士郎官号 有台封、 関 v 底 6.7 O. -1 6.8 白糸(白)イ"Ji高台 内外iiii口ケ口十マ

273 17 5K25 内黒 者合勾: 底 り7 7 0 切離:不明予付i草台、 内直1ミガキー外i預ロヶロ

ム273ワ 18 5K25 土島E昔告 有台主f 日間~!民 6， り7 b. :-: 切緩不明一i'J高台 i字減

273 19 5K25 内累 if台王手 E主 i i. n わり 切脅f4、問・付高台 |内問ミガキ、外1m!ゴフロ 7ギ

273 20 5K25 内黒 有壬ib干11氏 - -1 

す内内内内門屑面而刊商外商ミミミで4ガEソガザtキh子もヒ、ロ外外持外ト面品而出ヂ1摩摩摩慧説減滅試

切I町刷緩会内不F明nyFsJ 付Jltsg fi，吉nγむlu 、273 21 5K25 i土脚 |出[l底 I - I 7呂 ().9 ι2 

274 5K25 内黒 有台杯底 6 ! I I 0 9 G.4 

274 ワ 5K25 内黒 有台事下 l長 6. ') 1司糸{右)

2i4 3 SK25 土自H雲 高詞: 台 {、凸

274 4 5K25 内J票、 志台m 主主 11.9 :;.() 0. .12 0.29 。Q 11J厳司、IUJ斗i高台

274 5 5K25 
i内付黒黒 有お7台討f血杯

1月 6.9 Eヨ糸 b付台 i'1lliiミブI守、:斗凶摩滅

274 J:l 5K25 打~底 13.8 切り隠し不明
内内面積1ロミガグキロ、J外デ関、外ロ国グJ口て デ

275 SK25 須怒号号 j平 口九!広 13.8 6.1 .1.:1 0.44 0.31 回糸

275 ') 5K25 須怒号号 芹F ロ~底 13.5 5.7 5.0 り 0.37 一回糸(~{-í) |付外回uケUナギ

275 3 SK2!) 須恵器 事F 口~低 12.6 4.7 3. ') り37 0.31 1."]糸 内外聞iコア υナデ

275 4 5K25 マ員左京号号 均: ロま: 12.0 4.8 5.2 0..10 O. ，13 問 :fí~ (右} 内外商口'lD十戸

275 5 5K25 
須須I恕霊器祭

f平 三主 12.1 4，9 5.11 11.40 0.41 1 直}糸 IIJ外商U クU-j--::r

275 6 5K25 事f二 ロ 13.1 II)j外泊クロサデ

275 7 5K25 須恵器 杯 !悶 内外国ロヶロサデ

275 8 5K25 須E草器 E手 {長 6.0 切り員長L不明 内外出]r::Jゲ口ナヂ

276 3 5K34 ご七飾音量 杯 口 13. ') 内外在百Iコゲロナデ

276 4 5K34 土師器 杯 口 13. :; 内外関口グLlナ r

276 G 5K34 土闘~~ 勾: ロ 9.9 “fまb法げお'. |ヲーJGつ漆?j;J着

276 G 5K34 
1 土土色問:TI~紫2 勾£i:: 

ね 内外荷}ロアローiデ

! 276 7 5K34 口 IrJglfト百五ロケロナヂ

i 276 8 5K34 ニt節~ 符: μ 内外 II!J[コクロすデ

276 5!CJ.1 士郎総 勾: 口 内外部ロクロナァ

276 10 5K34 土師!l!'_ ιF m司 :;.;J 回糸(布} 内外i証iロヲロ寸デ

276 11 SK34 士郎官号 1不 1同伝 5.0 切り開EL司、lifJ 域

276 12 5K34 土締法 巧; 1lI~~1民 5.2 1"]糸l右} 内外 l語口ケ lコゾデ

276 13 5K34 式二郎I!'! Z干 1同一'llio 応i糸{右) 内外商ロアロー}デ

276 14 5K34 土品 1平 目同主 - I I万円高悲し不明 F手掛:

276 15 5K34 内累 杯 !庄 [i!]糸(右) r)J在百三ガキ、外在ui孝滅

276 16 5K34 
二内七祭日謂"". 坪f匡不台界

低 1-11耐よ寸;llJJ....f'l'，i'ii口，. 内部ミガキタH認i李

1ト1一2277G6 一
SK3S rJ 14.8 1)1外国uクロナ平

18 5K35 二Iニ簡潔 口 14.9 11付係グ IJナデ、外間際滅

276 日;51¥35 l土白日器 1f fl 13 3 1)字減
一寸

276 5K，35 土的苦号 勾く 腕伝 6.0 i切り磁iし不iリl t字句I

277 5K35 ゴ二郎î~ j不 1向~政 4.9 百l糸(;(j) 内外1mロケ iコーjデ

277 2 5K35 す:釘ni* 勾: m司~民 :;.8 

川凶向同切切同糸糸井離離村右布し)) オ;旬m} 

i内筆減外活ロゲロサデ277 3 5K35 :土!lilig苦 冴二 目同~1氏 4.8 

277 4 5K35 土的援 j不 E同 6.8 

R摩摩字滅減滅277 5 5K'l5 土師法 土不 It"l: 

277 6 5K35 オ二白石骨E J;干 l問 1.4 

277 7 5K35 ゴ二{罰H* j不 l問~~( l字減

277 8 5!Cl5 オ二mU¥l" 勾、 ~( 一段l糸 尾町域

277 9 5K3百 こlニ約百号 i不 胴主 一 切り隊し不明 内外iiilr.Jデ

277 10 5K35 ゴ二期H~g， lヂ 腕

凶同IJJ是糸赤不本れ明2 
!家沙:

277 11 5K'l5 二Ulii¥lま 主f、 阪 !今夕li百[1コクロ}デ

277 13 5!CJ5 内、 イI台五平 成 5.9 ().8 乃 3 内ミガニ下、外官官ログロサデレ4

277 14 5K3:; i付然 イI合j平成 日。 l 切縄問、 IlJ J イ、J~'fJ台 内1mミガキ、外iiilログ!コナヂ

277 15 5K39 !::ê引ï~5 J;f 全 13. :1 1..1 4.3 O.:l'l 。:12 一回糸(お) 内外術ログ寸デ

277 5K3fJ 土防総 材、 仁!~，絞 lu.4 8. () 1.9 0， .19 (). :10 切りiliH..司:1型] 内外iiiinケデ

277 17 SK39 士郎i~ 1平 12.6 3.9 1.6 0.31 ().37 1，，1糸(;{i) 内外i苅!コヅ uナテ

277 18 5K:19 土向日終 年 五三 13.2 4.:1 ，).S (J. :13 ().:14 i弓糸(::{i) 内外i沼ログ[J-Jデ

278 5K39 士郎~ 11不 Ll 1:1. G 
1内IJタ外li国滋l!iユコ クク υロナ一iうアす

278 2 5K39 ゴ羽i~ 11ヰ ノ在 12.8 4.8 '1. 5 1l.38 (J.35 !日]糸(;{iJ

( ) 
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第 3節 と遺物

!挿図
出土 地点 検lJJj 号苦幸吉 口径 i副主 号号お

圭 i指高数tt 台高 台E圭 外岐部/台市l特徴 告昔話}特徴 儀 華号
J旨数

278 3 SK39 土郎君号 杯 ロ~低 14.0 4.7 .1. 3 0.34 O. :1I 回糸(右) 内外i窓口ケロナヂ

278 4 SK39 土師器 勾Z 口 12.9 内外i蔚uクロナデ

278 5 SK39 士郎君号 均二 口 16.1 内外商口クロナデ

278 6 SK39 二七姉号E e杯 口 10.7 内面!コクロサデ、外市í~ま滅

278 7 SK39 こと露目標 1ヰ t主 5.0 |目糸(:t，) 内i商iコケロサデ、外関空手滅

278 B SK39 士郎君号 勾Z 正E 4.9 間糸(お) 時域

278 9 SK39 土郎君号 主手 i怠 5.3 間糸(1，，) !撃滅

278 10 SK39 土師号号 主ド 底 5.1 切り離し不明 摩滅

278 11 SK39 土白石器 羽二 目悶~[氏 5.5 切り離し不明 内外関口ケロサヂ

278 12 SK39 土問器 ま干 Eま
回切糸り隊(1"し)不lifl

内外部口ク iコ)ーデ

278 13 S](39 土郎官苦 勾二 l底 5.3 空手J域

278 14 S](39 土師号号 N台t不 lJi 6.1 0.8 6.7 切隊不明今十i高台 E手l成

278 15 SK39 土自ii設 有台1不 底 5.1 1.1 切認t不明イ千; 内外側[:17[J-Jデ

279 SK39 内祭 主干 関~位; 5.1 切り隊し不明 f'il商ミ汀ごl二、外商iロケロイヂ

279 ワ S](39 i今泉 有台t不 絞 7.5 2.0 8.6 切断t不明炉付 内IlI1ミガキ、外商不明

279 3 SK39 内黒 有台杯 官主 6.5 1.1 6. ') 切開I不l別参/1，¥';，台 内IllJミガキ、外自主10;;口一jデ

279 SK39 両m 有台勾: ;，. " lJ.f :).;) Liil 糸吋-j- rr~台 i付IllIミガキ、タトIllII.Jクロナフゴ

280 SK52 イて白百号号 tド 会 1.lJ '1.4 り 0.3:; 

伺凶制凶切牟糸糸牙η高{川野右右右:ljP } l 不明

I勺外問"コアロナデ

2oO つ

5S1Kf552 2 

土十土土イ師師師隠盤器需雲居塁 1事手手ヂF F 
全竺烹人r士軒-叫

11.6 内ラ コー O.:H ().:1白

門内l内内q外外タ丹外困画而商商ロ1刊ElJ17ツ7アロuυn一ナ歩TY1デヂデチ7 

280 ‘内ラ 12.7 4抗 ι1.5 O. :;日 O.:l5 

280 SK52 1:1.9 

280 与u、 SK52 lJ.9 4ム8 0.42 0.39 

I 280 I G I SK52 口 12.3 

280 1 SK，，2 土問rrw，; 勾: n 1:].0 内外11111]ケiコー]'--r
28り 出 SK5~ 土E雨宮雲 i i+ ，J }崇i紗

280 日 SK52 土白球号 勾一 LI 内外曲1ロアロ寸デ

228gu 0 11 0 1 
SKS2 

土~胸E師H器器Z 
上年与》平干

腕!口問《、法f‘; 
摩内警浪外捜商ロ守口 l ア

S.1) 
一凶|己1糸4ミ ら

り 12 SK52 

280 13 SK52 土陶器 |界
!腕洞~~i江まt 

4.8 
一 切切り"離出Ifしし不弓、明IJjl 民i辛正1域域

280 J.1 SK52 jィ、 ~ I 5.0 

q ん3u 15 SK52 士郎i音寺 1mす底 l;iJiJi綾し司 IYi 内外i且I[コケロづ 7

280 16 SK52 I:g市!Jl). 1ヰ;
l 一l 胴IIP'l-庇1良氏

回ァ"、 ドけ¥.ffiillケI-}.Jーヂ

280 SK52 土陶器 勾二 5.2 段i糸川コj !争滅

時
七防音寺 t不 4.3 問糸付，j 内外1mロケ口}デ

19 1 SK:.2 土部~ );1・ |腕、広 1.8 |回糸ω 内外泊ロ 7ロ!デ

280 20 S](52 土師音寺 杯 日司~絞 3.8 切り刻不明 喜善iiQ

S](52 二t的苦号 1不 E同~成 5.9 信}糸 }琴l成

281 2 SK52 土陶器 勾二 !矧~限 5.6 一閲糸 !事滅

281 E ‘つ' SK52 !士郎器 土「 日向~低 i回l糸(:fi) 内外在耳目ク iコすァ

281 4 日K日2 土師器
fム封イ千ド

11問~主主 4.9 切り離し不IjJ] 内外部口ケロ-)デ

281 日 SK52 
ご士1-自I211112;認苦 !跡i岡~~、 足

.1. 8 liil糸(1;) 内外i溺!コケ!コゾっ一

281 b SK52 'l.2 

回戸VjlJ糸離t吋右

L不同

摩産摩内減誌

誠

外商ロクロ寸ヲ

!長281 i SKS2 十一郎器

281 8 SK52 土師!m 材、 日司 ~ I :;.0 

281 SK52 土n!ft器 !J平 民j 1.2 1m糸(-む)

281 10 SKfiZ オ二冊目苦g 有台阻 正L 6.9 0.9 7.:1 恒!糸?イJif6fi 摩滅i

281 11 I SlCi2 七許取 台Jill 品主 一河 b 切高不明ー付 If~ お 内外出jLJ すデ

281 15 1 SK52 ド!黒
2!i
王

阿

凶

IvJ
糸打開お!j

司、1哲! 内i荷主 !fキ、外}百i修立を

281 16 1 SK'i2 iJfITlネ 弓: l今夜iミガキ、外I百ノデ | 

281 SK52 I須恕i得 i 12. 8 I 8.0 I 4り 0.6:1 o. :J1 切り離し不明 |内外l叩クロ寸デ

I 283 ! I SD 01 A 土出j!~号 !坪 |全 0.，11 0.25 

i

間司糸自 内内外外IIEE1ji1ケ?
T

ロザ

デ

デ

283 ワ
ム SD01A 寸' 州出U石叩E子 f下 全 ，18I の:li

1η 
J SD01A 関陣

主

t 

'1. 1) i 0.36 I 0.31 i釘i糸(石j i豪放

283 SD01A i 市 il~ ;:Ui I 1. 0 I 0 ，1 I i) 29 I 停h¥'，i{i) i摩滅

283 η SDlilA オニ係iili号 主干 13り l.b L 1 i (). ;iS (J. :::L l日]フi(，q_iJ 内外 1111ロケ 1コー}デ

283 SD01A 一上自mi号 jイJ 全 1:3.51 |旦1;Y，(正iJ IIJ外fm!コケロ寸デ

283 7 SD01A ゴ二f叩音寺 将: 日 I:U1 :!-9 1 .1..1 0.29 1 O.:J:J 

凶同切同糸糸町り離離布イ

L

相羽

別

目j

内外[説LJケロナうゴ

2b:J b i SDOIA i 土 ßljï~'長
t

斗 i 12.2 i 1. [) i ，1り り:J:l
1

り:J:li i内}，タ外ト
f
百百
II
ココ ヶグ

i

ロ

J
寸ナデ

デ

守

283 9 SD01A 土自Jí*~ J;f 氏 11.，11 1.314.0 1).38 1 1J.35 

283 10 SD01A ゴ郎ï~号 Iィ、 ロヘ'uI1 1:1. G 1 I.U 0.40 1 0.32 ー 内外il!lロクロザデ

283 11 SD01A 士一陥没号 jイド i二 1:1.0 4.0 .1. 6 O. :11 0.35 1，，]糸(おj 内外耳ログロナデ

283 12 SDOIA ゴ郎j~号 仁}へ 11.2 ，1.3 0.38 o.，j() ~I り高n不lifl f学滅

283 13 SD01A 二何百号 ド ゴz 11.8 1.6 0.45 O. :l'J ~ 11主i糸(お) 内外 fmログロナデ

283 14 SDOIA ，j二百m~ 1イー 12. :1 :u L:l o. :10 ().:1fi 切り隊し不IlJI 内外fl百ログロザデ 内後

28:1 15 SD01A 土{前H得 1不 Clへ低 12.1 4.7 5.0 0.39 0.41 切り献し弓:llJl I}J"I.ITii口クロすデ

284 SD01 A 二i二郎í~ii 町、 ロ ~IJI: 12.1 1. G .j，() 0.38 o. :1:1 ~ 1 IP1糸 I}J外商It:Jケロサデ

I 28，1 I SD01A JニflrTI{?fi: I不 口 H.9 6.2 .1. 2 0.28 @糸
内内外外百Ij

l
ロコ ケグ

1

ロ

1
寸}ーデ

デ

284 SDOIA 土mIT6~ iィ: 1:1 12.3 

284 4 SDOIA h

け

i
二郎指

ii紫

2号 Iィ、 IJ 内外lin!コヅ u←)ヂ

外も涜dji
あ

lこf
り

夜のような
284 日 SDOIA jィ、 1.1 内外i認クデ

284 SD01 A 一u市~

士t
内外郎uク{二I'Jデ

284 作

t SDOIA 土日前mi 勾;ー
内内外外

1

陥

m
rロコ ググ1[31十 ゴ

284 8 SD01A ゴニ自 fi~{ii 勾;

( ) 

1
1よ

ハ可
v

sAτ 



第4章調査の記録

t番平号E話 番i置物号 出 土地 点 種目IJ 号号f重 口住 jEi;径 sτ~~町~r. 指i高数径 tii高 tニi$ タ11底部~ /-(3部特徴 務部特徴 1車 考

284 9 SDOIA 土防音号 勾: ロ 内外関口ケロ寸ヂ

284 10 SDOIA 土問器 羽= ロ 内外商ロケロサデ

284 11 SDOIA 土師号号 杯 ロ 摩滅

284 12 SD01A 土邸音器 事干 ロ 内外iliiロケロナデ

284 13 SD01A 土郁器 杯 ロ 摩滅

284 14 SD01A 土姉器 杯 ロ 内外商ログロナデ

284 15 SD01A 土師器 事手 ロ 内外iliiログロナデ

284 16 SD01A 土師号号 持ミ 口 内外回ログロ寸ヂ

284 17 SD01A 土白石器 杯 口 内外国口クロサヂ

284 18 SD01A 土師号号 事早 ロ 内外商ロケロナデ

284 19 SD01A 土師号苦 杯 ロ 内外蔚ロケロナデ

284 20 SD01A 土自u器 杯 ロ 摩滅

284 21 SD01A 土郡吉号 杯 ロ 内外預ロケロナデ

284 22 SD01A 土師号告 羽: ロ 内外商口ク口ナデ

284 23 SD01A 土師器 事干 口 内外四口ケロナデ

284 24 SD01A 土師音量 杯 口
内内外外商商口ロクグロロサナデデ

284 25 SD01A 土防音ま 現: 口

284 26 SD01A 土節祭 事手 1] 内外商ロケロ十ヂ

28.1 27 SD01A 土部¥l6 局: 仁1 摩並立

284 28 SD01A ニ主邸音量 持: n 摩j成

284 29 SD01A 土銅器 杯 口 IJj外Illlロケロナヂ

284 30 SD01A 二七師号苦 主干 口 P11ト田IDク日目「ムア

284 31 SD01A 土師器 界 口 内外部ロケロナデ

I 284 32 SDOIA 土陶器 事手 ロ 内外国口クロナヂ

284 33 SD01A 土郎君主 事干 口 内外商ロフロ寸ヂ

284 34 SDOIA 土商ff摂 勾: ロ 内外商ロケ口十寸 内外ヲ IV付清

284 35 SD01A 土自B苦苦 持; ロ 内外[爵ロケ口十ヂ

284 :16 SD[)lA ゴニ自ijill:i l平 口 内外国ロワロづデ

37 SD01A オニ締器 勾: υ 内外出口ク Uナデ

l SD01A 士郎音量 杯 口 内外iliiロクロナデ

285 2 SDOIA 土陶器 t下 ロ 内外I菰ログロ jデ

285 3 SDOIA 土自南器 杯 ロ 内外IlllUクU寸ザ

285 SDOIA 土部l器 持; ロ 内外閉口ク υナデ

285 5 SDOIA 土自ii苦言 杯 jEi; 4. G 回糸(右) 塁手j域

285 6 SDOIA 土{祁器 主不 jEi; .1. 6 間糸iわ) 内外i閉口ク Uナギ

285 7 SDOIA 土師号号 判、 i忌 4.7 回糸(右) 内外間口ク口ナデ

285 8 SDOIA ニt陶器 符: 底 4.l 回糸(右) 内外部ロクロザデ

285 9 SDOIA 土師器 明: 底 - I 4.5 回あ(ち) 摩波

285 10 SDOIA 土師音量 杯 !底 5.3 i現糸(右) 内外商口ゲロ十ヂ

285 11 SDOIA 土師音量 杯 き主 13.1 4.1 4.9 0.31 0.37 白糸(右) 内外聞lコクロナデ 内外タール付着

285 12 SDOIA 土部器 工手 E同--!JI - I 5.1 関l糸{右) 堅手世:

285 13 SDOIA ::L白li¥l6 材、 E河且; - I .1. 2 阻1糸i::(cOJ 内外[笥ロ 7ロ寸 7了

285 14 SDOIA 士郎器 :I;f 例~!志 - I 5.1 回糸(右) 内外在百ログロー!ヂ

285 15 SD01A 土郎総 勾: E司~隊 5.2 回糸 内外Illlロクロナデ

285 16 SDOlA 土的苦号 勾: 胴-1民 5.0 問糸(お} 内外間口ケロナデ

285 1i SDOlA 土防器 J;f、 目可~!á; 5. :l 
凶回糸糸布右i

内外国百ロクロナデ

285 18 SDOlA 土師号苦 E手 1 司~!民 .1.1 I勾1商ロケロ)デ、タI.iliil奈滅 内ヲール付着

285 19 SDOIA 土防音号 主ネ 腕 6. [) 切り高11し子F閉j }字減

285 20 SD01A 土師~ E司-!底 5.1 回糸(右) 内部隊滅、外国口ケロザデ

285 21 SDOIA ゴ二自Ull苦 主干 目司~主主 1日 回糸(右) 内外商ロク口三!デ

286 SDOIA 土自u器 f不 ßI~~I直i 5.7 l白糸(::(cii 内外I菌ログ iコづデ

286 2 SDOlA 二上高fij-jili 封、 fl向}低 4.3 切り商不明 l手並立

286 3 SD01A ゴ二郎J禁 1ヰ: Jjl~--~主

出ゴ:
切り離し弓 i刻 !学棋;

286 4 SDOlA 土陶器 勾Z 1同 切り離し不明 成

286 3 伊 SDOlA ゴ二郎~ f-j、 腕~主主 切り耳、l珂 !字減

286 6 SDOIA 土自Ug号 J;干 E同-!a; @];H右) 内外函1υ クロサデ

286 7 SDOIA 士郎gg I不 腕 切り離し不Ilj] 内外I菌ロヶロ十デ

286 B SDOIA 士宮lil法 j不 E対~低 8.4 持長滅 l泰弘主

286 9 SDOIA ゴ二郎官苦 勾: 目同 6.2 摩滅 E手:域

286 10 SDOIA 土的苦号 勾: 1同~低 4.3 関糸(右) 内外I宣iロケロサデ

286 11 SDOIA 土曲目録 j不 目同-{伝 4.2 国糸(:fi) !李減

286 12 SDOIA 士郎総 :I;f 

日t主
4.6 笹i糸(布) 内外百五ログロナァ

286 13 SDOl A 二u知;r. :I;f、 6.0 @j糸川元j 内外商IIコク口ナデ

286 14 SDOIA 上納ï~号 :I;f 4.4 iヨ糸i::L'ii 内部ログロナデ、外商H事滅

286 15 SDOIA 土産u器 jィ: 4.3 出f(右)

内外関口クロナデ

286 16 SDOIA 土師器 事F 問-!a; 5.7 内磁ログロナデ、外衛隊滅

286 17 SDOIA 太郎l器 ιF 1向--u王 4.5 i司糸(長 摩滅

286 18 SDOl A 士郎総 勾〈 1向-!a; 4.5 凶糸 摩j成 粉浜

286 19 SDOIA 土西日号号 勾く t主 5.1 直1糸(::{j) 11，外泊口ク i二J-]デ

286 20 SDOIA ゴ二i百U~号 1;ド lJt 6.8 l主j，y， 内外1扇ログロすデ

287 SDOlA 土的苦2 1平 l伝 5.3 剖ダfミ(毛i) i祭滅

287 2 SD01A 三郎i¥l6 J;F 主主 .1.0 

287 3 SD01A ごi二郎l襟 杯
鼠!民

5.6 E行 匝l糸 内外部iコクロザデ

287 4 SDOIA 土防総 1不 日九 凹糸({j) 内外商グ口すデ

287 5 SDOlA 土師器 符; 目司-u玉 4.5 仮l糸(;/jJ 摩滅

(士不等)観察表(9 ) 

ぅ，“一H
U

4
4
 



第 3節古代以降の遺構と遺物

挿凶 遺物
日j J也点 在自別 務釘!

残存
IJ [王 tま径 号号詰

民i主 指同数i壬 口f 、~円三ずj "コ、1:冒iとt 外低 台部特徴 総額特徴 ifrll 1'5 
番号 番号 調1佼 指数

287 5 SDOIA ニi二郎9E_ 1不 E河九!底 3.4 切り隊し守て!珂 内外郎!コケ!コナデ 籾夜(胴下)

287 7 SDOIA 士郎器 j不 t主 1.7 間糸(右) 摩滅

287 8 SDOIA オ二郎器 明L 1問~低 4.8 切り離し不明 内外商ロヶロ寸ヂ

287 9 SDOIA 土師音量 i不 E悶~正L ，1.8 一回糸(::(i) 内外商ロケロ寸 γ

287 10 SD01A ゴ二郎器 杯 目司-~J; 4.9 回糸 内外国1ロクロ十デ

287 11 SDOIA ゴ二郎音量 I不 阪 5.3 時量減 日手i域

287 12 SDOIA 土師号号 勾二 日間~[底 4.5 [ij]糸(左) 内外il!Iロケロナデ

287 13 SDOIA 土自官官号 I不 日間~~f 5.1 回糸 内外i箇ログロナデ

287 14 SDOIA 土防音寺 勾Z 1同~fil: 4.6 回糸(右) 摩滅

287 15 SD01A 土防音E 勾二 l底 5. ;) 痕l糸(千i) 内外商ロケロ十ヂ

287 16 SD01A 土陶器 j不 首& 日Il 切り離し不明 不明

287 17 SDOIA 土面目器 杯 JK ./.1 ~ J l'昼l糸(左) 内外部ロケ口ナァ

287 18 SD01A 土師器 1不 i玉 4.2 !白糸(::(j) 僚i成

287 19 SDOIA 土郎君号 勾二 阪 ~ 1 5.4 切り離し不明 摩滅

287 20 SDOIA 士郎音量 杯 正E ~ 1 5.2 切り縦し不明 1)，外阻1仁J71コ十 y

287 21 SDOIA 土師2苦 杯 fil: ~ 1 4.3 切り高l!L不明 i学i域 1勾タ ル付着

287 22 SDOIA 土師号苦 主手 低 3.7 問糸 摩i域 籾夜(氏)

287 23 SDOIA 土部器 :l;f [夜 4.0 |切内総L不flJj 不明

287 
224 5 

SD円lA 土師器 j不 百五 S.O 切り離L司、IIJj 内外向ロヶロ寸デ

287 SDOlA 土師器 下 底 illl糸 内頂Iロケロナヂ、外資}守二[1耳

287 26 SDOIA !l'iO ~ 11担i糸{右) !字減

つ“ゥ' SDOIA l底 1.5 同糸川一i) 内外!IUU づデ

287 28 SDOIA 土師器 1不 B記 ~ I 3.9 一 旬l糸川ゴj i字詰責

287 29 SDOIA 土自u器 勾: E王 一回糸(布) 区手}域

287 30 SDOIA ゴニ!知器 j平 民二 ~ I 4.1 切り離し不I珂 内外部ロケロ十デ

288 I SD01A 土師号号 i平 民 -1.1 切り縦し不明 |摩滅

')QQ .， SDIlIA :1ニ{司ï~ 勾: 1同--[底 4.4 切り14ftし不明 内外Imuヅナデ

288 3 SDOlA 土前1総 .!:r- i主 6.4 1"，1糸{千i) 内外市ロクロナデ ドjうま者

288 SDOIA 土師告書 iヰ: 1lI~~[民 .1.9 I ~ I 回糸 i手滅

288 b SDOIA 土師号号 五手 1同~痕; 5，2 ~!@]糸 内外面白ケ口 -J-~

288 6 SDOIA 土日!i器 刻、 1問~成 l G.3 lel糸U'i) 域 ì;j~図

288 7 SD01A 土郎認 羽Z III 5行t 問糸 内外在百ロケ lゴナ7

288 8 SDOIA 土陶器 杯 E同~底 6.0 回糸 内外il!I口 7LJ-j-ーゾ

288 9 SDOIA 土的苦号 勾= 目同~底 問糸(Icj) $if~ 

288 10 SDOIA 土問苦言 f平 HI十.!il; 3.6 回糸(主i) 摩滅

288 11 SD01A 土白石器 ιf E王 4.3 一同糸(右) 摩滅

288 12 SD01A 士締官号 杯 間~底 ~ 1 6.8 切り~n不明 内外商ロケロナデ

288 13 SDOIA 土姉号号 上平 1同~!車: 5.1 切り商EL不明 摩話竜

288 14 SDOlA 土問号号 勾Z 目同~低 5.1 径l糸(右) 内外商口グ口ナァ 初夜

288 15 SDOIA 土姉器 杯 底 ~ 1 5.3 切り縦し不明 摩:時

288 l日 SD01A 土師号号 琢 胴~[底 ~ 1 6.2 日糸 内外在ITIコグロナァ

288 17 SDOIA 土{刊号号 勾ミ 広ュ 4.3 liffJり献し不明 I)JI百juクIJ-Jデ、外1ft)再Ci域

288 18 SDOIA l在申告E 1平 日間ヘ-![[ 4.2 
切切りりF離Hし1不1H19HJ 

内外面ログロづデ

288 1日 SDOIA 土師鈴 杯 低 5.9 !学滅

288 20 SDOIA 土師器 勾: 胴-[法 1.8 回糸(右) 内外iiiiロクロナヂ

288 21 SDOIA ごi二自!i器 上f、 1同~氏 4.1 切り離し弓、l河 !李減

288 22 SDOIA オ二郎総 材; i民 切り離し不明 摩滅

288 2:3 SDOIA 土師号号 杯 E問~!il; 5.7 同糸川寸) 内外I濡ロケ口一jデ

288 24 SDOIA 十ー白日llii l;f E司v 底 4.2 間糸(布) 内外ITfiロアロー}デ

288 SDUIA 土師昔号 守、 E向底 1.8 切り離し不明 内外IllIロデロナヂ

288 26 SD01A 土師号号 杯 m司~l阪 ~ I :1.8 同糸(布) 内外前i口グ口ナデ

289 SDOIA 土自ml*i 明、 日日~底 4告 一|切り離し小明 塁手波

289 “ 。 SDOIA 土開m~if 勾: JlI司点 。許 δ向 信l糸(お} !内閣ロケロ寸デ、外国jJ李滅

289 1 SD01A 土自u器 事手
!例定底

4.1 

回同凶作糸来右イ右:;)
摩内i外域商ログ[.]ナア2伴} SDOIA 士郎器 1司、 ~ I 4.3 

289 " SD01A 土自!í~号 j司、 腕~低 4.6 内外荷iログロサデ

289 6 SDOIA 土師号号 ，!:f l底 3.9 回l糸(右) 要苦接記

289 7 SDOIA オ二郎官号 勾Z 5.6 回糸 内外夜]u夕日ナデ

289 8 SDOIA 土郎総 j不 胴~氏 4.7 切り離し不明 内外iiiilコケロナデ

289 SDOlA 土郎君号 勾: i伝 摩滅 !京滅

289 10 SDOIA ゴ郎器 羽: JlI司 '1. 5 凶糸川 内外百五ロケロすデ

289 11 SDOIA オ二郎総 j不 正主 5.1 !事滅 摩滅

289 12 SDOIA 士郎総 j不 腕~政 4.1 閏糸i{ゴ) 内外聞lし]ク U寸デ

289 13 SDOIA 土師号号 勾= E同~低 5.0 切り隊 L不I~J i挙i域

289 14 SDOIA 土師器 j不 Jii 4.6 関糸(;!s) 内外I商uケiコ寸フー

289 15 SDOIA 土白石器 幸子 目同~絞 ;3，9 ~I@]糸(お) i摩滅

289 16 SDOlA 土陶器 均二 日間~低 5.5 i迎糸(右) 内外1百1ログロ jデ

289 17 SDOIA 土自u紫 勾; 1同~成 i白糸川イ) 内外商ログロ寸デ

289 18 SDOIA :i二{伺官号 ，!:f l伝 5. :3 @]糸(右) 内外預口ク口サデ

289 19 SDOIA 土部iR苦 ，!:f 胴~!il; 7.5 但l糸(右) 内外商ログロすデ

289 20 SDOIA オニ銅器 j不 l底 5. :3 切り織し不IYl 内外関口グ口

289 21 SD01A オ:締号号 将二 関~底 4.5 切り縦し不明] 内外I前日夕日7ヂ

289 22 SDOIA 土ffiil~号 均二 ~I 乃 5 凶糸 内外IllJログロ「デ

289 23 SDOIA 土的苦E ，!:f 目河 内外1mログロすデ

289 24 SDOIA 二郎総 E河~[伝 一 切り隊し不明 喜善滅

第73表土器類(坪等)観察表(10)
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4章調査の記録

f番前号図 出土地点 径j]lj 器j議 口径 E主径 SaEer1F mJ 指阪数径 指高径数 M仁白司 台径 外鋭部/台部l特徴 :r"面特徴 考

289 25 SD01A こと防音号 :lf 底 一 切り際し不明 内外lioロケ円ナデ

289 26 SD01A 土的苦号 凪 全 13.3 5.7 2.5 0.43 0.19 間糸(お) 内外商ロクロナデ

290 1 I SD01A 土師音量 有台勾: E潟~!底 7.3 0.8 7.3 切離不明一→付i高台 内外lioログ口ナデ

290 2 SD01A 土師器 有台杯 底 6.2 一 1.1 7.7 切離不明→付高台 不明

290 3 SD01A 土師器 有台1亦 腕~底 5.1 - I 1.3 6.5 切総不明→付高台 内外商ロヶロナデ

290 4 SD01A 土師器 有台杯 底 4.7 - 1 1.1 5.0 間糸(;(5)→付高台 不明

290 5 SD01A 内fII< 有台杯 底 - I 6.7 1.1 7.0 切り離し不明 不明

290 6 SD01A オニ姉器 1-1台杯 胴~!怠 切り離し不明 内商摩滅、外商口クロナデ

290 7 SD01A 土師音量 i高羽Z 合 - I 8.9 内外商ログロナデ

293 10 SD01A 両黒 Zド 口 16.1 内外関ミガキ

293 11 SD01A 河泉 1不 日 12.9 内外面ミガキ

293 12 SD01A I司祭 羽= ロ 内外部ミガキ

293 13 SD01A 河E黒 事F 口 内外国ミガキ

293 14 SD01A 内黒 杯 ロ 内国ミガキ、外郎口クロナデ

293 15 SD01A 内黒 工手 ロ 内国ミガキ、外部ロクロナデ

293 16 SDulA 内黒 五ド ロ 内面ミガキ、外面ロクロナヂ

293 17 SD01A 間黒 Eド 口 内外部ミガキ

29:1 18 SDOlA 内黒 主不 1同~底 4.2 切灯離し不明 内1mミガキ、外関口ケロ寸ヂ

293 19 SD01A 内J黒 羽二 目同~底 6.9 切り縦し不明 l!ヨ郎ミガキ、外関ロク口づヂ

293 20 SD01A 向黒 勾: E同-ll主 切り離し不明 内外商ミガキ

2リ3 SD01A 内泉 J不 i長 - I 6.5 説i糸(右j 内閣ミガキ、タH箇不明

29.1 SDOI A !匂J黒 有台杯 底 6.6 7.i 切り離し不明 内問ミガェ下、外l困ロクロ!ヂ

294 “ 。 SD01A 内祭 有台，q; 底 同i・2 0.7 i.Li 白糸→付高台 内問ミガキ、外商ロクロナデ

SD01A |内黒 右台tJ二 1向-)伝 - I 6.7 - 1 0.6 6.4 切員長不明イぜ回i台 内問ミガキ、タI-i扇ロ 7ロナデ

294 4 SD01A 内然 有台Zド 1悶~If(; 切離不明→付雨台 内田Iミガキ、外lioログロナデ

2り4 5 SDOIA 内黒 有台羽二 !民 5.6 - 1 0.5 5.2 間糸→付高台 内在百ミガキ、外商ログロナデ

294 6 SD01A 前巣 有台1司、 !底 - I 8.1 - I n.q 8，6 切離不明一付高台 内外面ミガキ

29.1 i SD01A filij泉 有台l平 l氏 - 1 8.4 切離不明ャ付荷台 内外聞ミ万三ト

294 8 SDOIA 内黒 釘台均二 底 一 切り離し不明 いIllllミガキ、外国l小明

294 SDOIA 両黒 有台羽二 低 - 1 4.5 - 1 1.2 4.7 切線不明→付高台 内外lliiミガキ

294 10 SD01A 肉祭 有台Eド 目河~!底 - 1 5.3 - 1 0.5 5. 1 回糸(:お)一千Ji高台 内外iIiiミガキ

294 11 SD01A 須恵号号 勾: 全 12.8 8.6 3.7 。67 0.29 切り離し不明 内外回ログロナデ

294 12 SDOIA 須恵音寺 杯 口~底 13. () 7.8 0.0 0.60 0.25 一 切り離し不明 内外商ログロナデ

294 13 SD01A 須恵一議 勾: ロ 13.2 内外商ログロナデ

294 14 SDOIA 須怒号号 王手 口 内外回lロケロナT

294 15 SD01A 須慾器 tJ二 目隠 - I 5.2 内外関ログロづデ

294 16 SD01A 須窓音器 事手 目同~底 4.7 間糸 内外部ロクロナデ

291 17 SD01A 須恵器 杯 l伝 - I 6.6 切 η離し不明 内外四ログロナデ

291 18 SD01A 須恵器 :q; 目同~民主 - I 9.1 切り離し不明 内外面ロクロナデ

294 19 SD01A 須恵器 杯 腕~底 8.2 切り離し不明 内外郎ログロナデ

294 20 SD01A 須恵昔号 勾: 1同--)ま 4.4 間糸(右) 内外面ロクロづ T

294 21 SD01A 須恵号E 主G 1同-u主 5.1 i到糸(右] 内外部ログロナデ

294 00 SD01A 須恵昔号 勾: 底 7.0 一 切り献し不明 不明

294 23 SD01A i員五草音寺 勾: II五 切り離し不明 内外郎臼クlコナデ

294 21 SD01A 須怒号号 事下 Eま 切り離し不明 内面ロクロナデ、外lioナァ

294 25 SD01A 須窓音量 界 底 7.4 一 切り離し不明 内外部ログロナデ

294 26 SD01A 須恵a 杯 iま 0. I 切り離し不明 内外部ロクロ7デ

299 3 SD92A 土自官官苦 事G 目同~!底 - 1 .1.2 回糸(右) 内外商ログロナデ

299 SD92A 土自liilii 将: 氏 6.7 摩控え 摩滅

299 D SD92A 土郁号号 手言台杯 lま 7.6 付荷台(放射状主主跡) 翼手滅 指露lEE主主

299 6 SD92A ニI:Ilili器 有 台 杯 底 4.4 切離不明→付高台 摩滅

306 続14トレンチ 土l:lli器 杯 ヲム主 l:J. a G.8 4.8 0.44 0.3G 問糸(有) 内外面ログロ Tデ

306 。“ ME98区 土部器 f平 口 内外部ロク口づデ ヨさ書「右カj

306 3 純 2トレンチ 土師器 鉢? 断j 。苧 ハケメ? 刻書「口」

306 " 表採 須蕊2号 材、 口-u主 14，() 5.9 4.3 0.42 切り縦し不明 内外lliiロケロ十ヂ

306 6 NB 128B: 須~骨量 羽: 腕~底 5.3 思i糸(右) 内外ITiiログ口7デ 墨E号

306 9 MP116区 かわらけ j不 口~底 12.2 8.3 2.9 0.68 0.24 切り離し不明 手づくね腕下ヘラケズリ

第7ヰ表土器類(杯等)観察表(11) 
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第 3節古代以降の遺構と遺物

|番号 番号
出土u也点 手吉野1I 紫哲:

部i{'立
口f手 低j正 告号高 台高 ヰlご弘1、弘1サ之t 外~H百l 台昔話特徴 ~ II語特徴 i態 守雪

241 18 SB59③ 二七陶器 鉢 口 34.3 内外部ロケロ寸デ

241 19 SB59④ 土郎君思 ~5 口 内外商ロケ口ナヂ

241 20 SB59④ こと師~ 司，王u 目河~JJt 摩i成 内外調ロア口ナデ

241 25 SB59@ 内黒 鉢 目問~目玉 7.6 !切再t不明 内ミガキ、外ケス.リ

242 SB53⑬ 須怒号号 望E 1司 内外国ヲヲキ

242 3 SB59③ 須怒号E 主主 1同 イ，j高台 内面lコクロー!デ、外商サデ

242 SB59⑪ 須19{;号 重量 目河~底 12.7 1.0 12.7 切離不明 内外部ロクロサデ

242 5 SB59④SD01A 須目立音号 τ2会正7 1同~底 9.1 0.9 9.9 切離不明+付荷台 内外部寸デ

242 6 SB59③ 須恵器 2→m: E五 10.9 切断t不明 不明

243 SB59⑬SD01A 須忍苦号 書E ロ 47.7 イ1;高台 内荷iナデ、外荷口ケロナヂ→液状立:

243 ワ SB59③SD01A 須怒号号 受 ロ~銅 15.1 内外部ロヶロ寸ヂ

243 2 SB59⑫SD01A 須恵器 ，司u耳u 口~胴 内外商ロケロナデ→波状文

244 SB59@SD01A f民恵音量 議 口~腕 内外fmヲヲキ

244 ラ SB5日⑬SD01A 須怒号号 重E 日間 内外在百世ヲキ

SB!i9'吾、 須JiH:~ ヨ3院 日間 rj荷十ヂ、外部々々キ

2.15 2 SB59⑬ 須蕊M 重E E河 内外fiij:7タキ

3 SB59引) 苦言窓若号 空主 E同 ! 1)1外菌タ引キ

2，16 SB59C.:j) 須窓器 !愛 III奇 i今9トiifiヲヲキ

246 つ" SB59Q) 須怒!l:.'. 言5 BI司 内部ナデ、外国キ

246 SB 136(7) 須恵:ぉ 主 1I向 内外函-;:キ

246 SB81!2l 陶器 J需行会t:Ifl同 ドJII百オロシ人外商で!ヂ

246 11 MK10'ISKP 1 須E京総 日I.J 内外聞タヲキ

247 21 SI63B寵 土師器 百""ム υ 内外fiijロケロ十ヂ

制71 I SIfi3B議 |土師緊 要~tし 1 -1臼8 切断f不明 Eま滅

247 SI63Bii覧 土問TI~~ ミE !籾 内外商ヲヲヰ

2.17 2.1 SIli3B 締紫|笠 1河 内外商 'Jヰ

248 日 SKJ63C 土自ili器 口 内外部口 7口一]デ

248 Q SKI63C 土{何様 3主 I.J 111外市juクυナデ

248 10 SKI63C 土附I器 言豊 目同 ['1存在ログロ寸デ、外荷摩滅

248 11 SKI63C 土自H器 司p王" E河~[伝 6.7 一 切離不明 内而口7ロづデ、外flii)挙滅

248 12 SKI 63C 土自ji紫 宮E 網 内外国タタキ

248 13 SKI63C 土師;総 目同 内外商ヲヲキ

248 19 SKI64 土陶器 百U 口 22.5 内外部ログロナデ

2.19 3 SKI65 土陶器 望E ロ 態語主

250 9 SK08 |土附 |楚 |底 U.，) 恒i糸 !字減

250 15 SK08 須Ml%号 5量 I同 内問ロク口づデ、外1商うデ

252 2:3 SK05 土削i器 有台鉢 1向~低 6.5 0.9 6.5 切離不明寸台 内外部ロヶロ寸デ

253 SK05 土師2号 重E 口 23.2 1事滅

253 ワ“ SK05 士郎器 5主 1::1 12.9 内外部!ゴケ1ゴづデ

253 3 SK05 土問器 書E ロ 23.9 内外商ロヶロで!ヂ

SK05 二上締法 苦E l二! I李主主

253 J SK05 t自TI~号 口 内外部

253 6 SK05 土問2号 ~ 11 111外商

253 円t SK05 土師~~ 藷: ロ 内外在日ロアロ寸ヂ

。4η-ο8 8 SK05 一上師器 口 内外商ログ口 jーデ

25:1 SK05 ゴffiim号 害E 口 内外商ログロ寸デ

253 10 SK05 三二郎君苦 書E 仁} 摩:域

253 11 I SKυ5 lごi二i布告号 I~ 111外砲しlクしiナデ

25:1 12 SK05 土曲目務 主5 口 内外商ログロサデ

25:1 13 SK05 オ郎君号 ~~ "同~kt S.7 !事減 1)1箇i不明、例下ヤズ1)

253 14 S](05 一U:浦添 書E l伝 7.0 間糸(;{'i) !挙減

253 15 SK05 ごi二詰ili1l号 望E 胸~底 切隊不明予付荷台 内隠すデ、外関平行ヲヲキ

253 16 SK05 土自n紫 主主 1同 }事滅 内fiij不明、外商平行ヲタキ

25:1 17 SK05 土師号号 要E 胴 {付街無文ヲヲキ、外節子行ヲタキ

254 1:， SK05 !勾泉 重E 口 内外関口ケ口づデ

255 SI<05 空U9:紫 吉→正ヂ 1向底 12. :J 1.0 12.4 切隊不明 内外商ナデ

2 SK05 須怒号号 主主 JJI同 内外関ケズリ 7

2"5 SK05 須怒号号 宝E flI'J 1)'1外[1耳ヲタキ

255 4 SK05 須忠告苦 宝E Il[ 8.8 什荷離不台明放射状療効;)
内問7デ、外市j?

255 5 SK05 穿îJð~号 宝E ~r 7.3 不明

256 SKIJ5 須怒号号 iJfi flI司 内外i預ナデ

256 ? SKOS 須怒器 書E 口 内外在百ログロサデ，波状文

第75表土器類(護等)観察表(1 ) 
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第 4章調査の記録

挿図 遺物
出土地点 種別 音量種 残部存位 口径 底径 告苦F五 台高 -口L、sζェ 外l底部/台部特徴 器商特徴 備 考

番号 番号

256 3 I 5K05 須恵器 重E ロ 22.5 内外国ヲタキ

256 4 I 5K05 須怒号号 苦患 ロ 19.9 内外lliiヲタキ

257 1 15K05 須息苦苦 事患 胴 内外商ヲタキ

257 2 I 5K05 灰勅陶器 5草 肩~胴 内面ナデ、外商紐造りヲヲキ締め

257 3 I 5K05 須E草器 き霊 例 摩滅

274 6 I 5K25 土師号号 護 口 18.5 内lliiロク口ナデ、外商摩i威

274 7 I 5K25 土師器 ま草 ロ 16.4 内外商ロクロナデ

274 8 5K25 ニt姉器 Z車 口 19.3 内外面ロクロナデ

274 9 5K25 土師器 望星 ロ 11. 4 内外部ログロナデ

274 10 5K25 土師音量 5霊 底 - I 5.9 一周糸(右) 内外商ロクロナデ

274 11 5K25 土師器 5草 関 内外国タタキ

274 12 5K25 土防器 5霊 日 内外部ログロナデ

275 9 5K25 須恵器 重量 ロ 内外立証ログロナデ

275 10 5K25 須窓器 主主 悶~底 6.1 一回糸(右) 内外商ログロすデ

275 11 5K25 須窓器 宝E 腕 内外商ロケロナヂ

275 12 5K25 須忍苦苦 豆E 目問 内面ナデ、外面タタキ

276 5K25 須恵告苦 号車 口 17.1 内外面臼グ口十ヂ

276 2 5K25 須恵苦苦 言霊 目向 内外商ナデ

277 12 5K35 土由市器 重主 ロ 23.4 内外部ロデロナデ

278 16 5K39 土自Ií~苦 ~ 口 内外面ロクロナデ

278 17 5K39 土陶器 高~ 日 内外函ロケロ十デ

278 18 5K39 土師器 5霊 E主 10.4 切り離し不明 摩滅

279 5 5K39 内黒 警E 胴~底 1.9 切り商[し不明 ド]lliiミガキ、外面口ク Uナデ

279 6 5K39 内奥 量五 底 8.1 回糸(お) IJ]百五ミガキ、外荷不明

つ臼ヴ79 同4 5K39 内黒 5霊 Itt; - 1 10.6 回糸(右) 十久]箇1ミガキ、外部不明

279 8 5K39 須恵器 事主 目悶 内外海 7ヲキ

279 9 5K39 須恕器 5草 B同 内外i笥タヲキ

281 12 5K52 土自u器 3iE 口 摩i域

281 13 5K52 士磁器 雲監 ロ 塁手滅

281 14 5K52 土郎総 霊主 ÐI~~低 切り厳し不明 摩滅

282 5K52 須恵器 望E ロ 12.4 内外商ログロナデ

282 2 5KS2 須怒号苦 獲 ロ 内外部ログロナデ

282 3 5K52 須恵器 護 目同 内外商タタキ

282 4 5K52 須恵器 翌五 日間 内外在日夕タキ

282 5 5K52 須恵器 5草 目問 内外商タタキ

282 6 5K52 須慈認 5草 目隠 内外直iタタヰ

290 8 5D01A 土防総 鉢 口 41.2 内外直jcヨクロ寸デ 外タール付着

290 9 5D01A 土師器 鉢 口 32.8 内外商ログロナデ 沈絞っ 2本ブリ

290 10 5D01A 土陶器 鉢 仁1 29.9 内外部口クロナデ

290 11 5D01A オニ西Ii捺 鍋 n 内在百摩滅、外商ロクロナデ

290 12 5DOIA ゴ二出Ii器 鍋 口 l康減

291 5D01A 土問~ 書5 口 27.9 内外商ロクロナデ

2当l 2 5DOlA !士郎器 契E ロ 11.4 内外商IJクu十二戸

291 3 5D01A 太郎君主 苦E 口 内外商ロ7ロナラご

291 4 5D01A 土問2号 宝h [1 13.1 内外前日夕日ナデ

291 5 5D01A 土郎総 霊E o 20.9 内外活1ナヂ

291 6 5D01A ゴニ自目器 ~ 口 22.4 内外商口クロサデ

291 内i SD01A 二i二郎器 ヨん芝 日 20.1 i 1)1外商UグUナヂ

291 自 SD01A 二i二郎;滋 事E ロ 23.8 摩滅

291 9 SD01A 土自雨宮号 重E 口 17.1 塁手滅

291 10 SD01A ゴ二郎13!，'.. 主主 I~ 24.0 内外商ログロすデ

291 11 5D01A 土郎器 書E [1 10.6 !事滅

291 12 SD01A ゴ二姉器 望E 口 22.7 内外郎ロケロサデ

291 13 SD01A 士郎j紫 5主 ロ 15.1 内外商iコケ日寸ラゴ

291 14 SD01A ゴニ自fil* 言霊 ロ 24.4 内外I預ログ口すデ

292 SD01A 土{知l* I ~悪 仁? 21. 9 内外i預ログ口一}デ

292 2 SD01A 士郎総 務 口 16.8 内外部ログロヲデ

292 3 5D01A 土自fi~ 要E 口 21. 4 内外i預ナデ

292 4 SD01A ゴ締器 重主 仁3 12.1 内外国1ログロづデ

292 5 SD01A ゴ二自I]i襟 望E o 23.9 }事紗:

292 6 5D01A 土師~ 事E Iこ} 24. :3 内外J折口クロサデ

292 7 5D01A ゴ:銅器 墾 日 14.5 i繁滅

第76表土器類(護等)観察表(2 ) 
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第 3節 古代以降の遺:構と遺物

持書生号図 番i置物号 出ゴ二 j也点 磁'iJIJ 号号鐙
残存

口筏 l氏径 器商 ぉi潟 盲目2 外底部台部特徴 器商i 特徴 自iも音日{立

292 円 SD01 A 土陶器 望E !こ! 区ま滅 内外タ

2甘2 日 SD01A ゴ二郎音寺 望E !こi 内外商ロケロナデ

292 10 SD01A 土ilili法 品E 1:1 内外部ロケ口十デ

292 11 SDOIA 士郎器 主~~ 口

292 12 SD01A 土自官官号 ~仰キ耳い ロ

292 13 SDOIA こi二郎器 書5 口 内外iiiilコケロ寸デ

292 14 SDOIA 土師号ま 室主 1:1 内外関口クIコ寸ヂ

292 15 SDOIA 土師号号 司，王L 1:1 内外預臼ケロ寸

292 16 SDOIA 土師器 3fI! 口 内外商ロヲロナデ

292 17 SD01A 土自官官号 [J 内外直jlコケロナヂ

292 18 SD01A 土i浦添 望E 口 内外在百口ケロナデ

292 19 SDOIA 土曲目器 童E ロ 内外i商ログロづデ

292 20 SDOIA 土自~n~ま 重E 口 内外部口ケロサデ

292 ゴ二郎禁 5草 1同~l氏 4.9 切り離し司二!珂 摩減

292 ワワ SDOIA 土郎Hf& 業i IJ[司~氏 8. -i 切i)認tし不il!j i学i域

292 2:3 SDIlIA 土陶器 翌E 腕~低 8. " 切り縦し不明 内ilTI7 二、外商つ

24 I SDOl ゴ二郎m; Jî~ 切り縦し不明 内衛隊、3夏、タli主ヲヲ午

SD01 A 土曲目器 笠白 t主 I1.G 一 切り離L不明 斥エ{成

293 SDIJlA 土師器 ~ E問 9.6 切り隊し不明 |内街路減、外商キ

2U:-~ 。ω SDOIA 土自U{l号 ヲE 1同へ底| 14. G 切り離し不明 l勾磁iii害減、ゲI.iiiiナヂ

2!:)o d 。 SD01A 土防~ 'ili 1向~低 白糸 l学砂;

293 4 SDOIA こと例器 主主 腕~Iほ 切H島fgL弓二i勾 i辛滅 I.{l長

4内~93 5 SDOIA イーilili紫 主E E同一~底 11日 切りi!ilfL可~n月 内面[j J~t;; i~ 令H古iづ

293 む SD01A 二t自JiWo 主宅 rA 切り総L不明 l字減

29:~ 7 SDOIA i二日lH，;! 政 一 切り断tし不lifl i祭減

29:1 日 SD01A 土磁器 111，1 

293 9 SDOIA 土自Ij~量 長~~ 』司 民普滅

295 SDOIA 須恵告号 宝デ押E 11~主主 16. i 10.2 27.2 O. " 10.3 切り離し不明 内外ilTIサデ

295 2 SDOlA 須怒号号 苦主 12.2 8.6 9.0 切り謝Iし干:明 内外w.)ア

295 3 SD01A 須怒号号 主E ロ 16.1 内外商ログロナデ

295 4 SD01A 須慈器 !t~ 円 14.8 内外商uクU ナデ

295 5 SD01A 須m告書 主主 口 11. 9 内外部口クロサデ

295 6 SD01A 須恵器 査E [J 内外面ログ口寸デ

29S / SDOIA 須慾官号 1同~底 - 111.0 間糸 内外国iすデ

295 8 SDIl1A 須怒号器 令十!!l 10.8 切り高ftL不明 内市ロケロ Jデ、外iiii:eデナ

295 世 SD01A 須窓号苦 安 1月-1底 9.9 切り離し不明 内外商j-J-デ

296 SD01A 須怒器 !箆 IJ 2:1.8 内外商タヲキ

296 2 SDOIA 須M.~苦言 王監 打 23.1 内外商キ

296 3 SDOIA 須?怠器 主E 口 内外関口ゲロナデー+波状文

296 4 SDUIA ま1慈総 斐 ロ 内外ilTIヲクキ

296 5 SD01A 須Pci~ 'iIi 口 内外間口 7ロナデ

296 6 SD01A 須19器 到淘: 口 !内外iJjjナヂ

297 SDOIA 須怒号号 裂: 3i，O 内タH琵タタキ

I 297 2 SDOIA 須R:f.~ 言E 18.9 r'iタIl箭ヲヲキ

29i 3 SDOIA 須m*i品 5主 口 25.1 内外商ロクロナデ

297 SDOlA 須怒号E ~S IJ 21. 3 I!]外商ロクロサデ

297 5 SDOlA 須忠告号 習E 11同~低 8.6 切り離し不明 内外商7デ

298 1 I SDOIA 須怒号2 書E 目問 内外商タタキ

298 2 SDOIA 須怒号号 事E 11阿 内外部タタキ

298 3 SDOIA 須怒号号 苦E 日間 内面ナデ、外街ダタニ1ニ

298 SDOIA 1)1(激胸骨号 繋 11河 内筒-Jデ、外部紐造りタヲキシメ

299 SDOlA 須hU*i 書E 1司 内外頂j-)デ

29骨 2 SDOIA 須恵2号 事E 目向 内外在百タタキ

299 7 SD92A 二iニ自U~号 5監 幻 摩滅

306 須怒号号 2宣 口 内関口ケロ寸デ、外I前ケズ1)

306 7 須Jd:{1号 E量 日 内外蔚ログロナデ(n阿部タヲキ)

306 8 須怒号号 rヲ今一-・ 日 内関ナデ、外街路滅

306 10 MOI10!Z: 陶器 liliり鉢口 日内E百波状文、 l)liiii71ロシメ 球部l系陶器

306 11 陶器 主Eり鉢 nl'l fJlj溜:才ロシメ、外商ナデ 珠洲i系陶~

306 MQ1l71玄 陶器 長寄り鉢 1lI~ 内前j:;t'ロシメ、外部ナデ E走者11系絢努

第77表土器類(護等)観繋表(3 ) 
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5章分析結果

第 1節 江原嶋 l遺跡の掘立柱建物跡に関する若干の考察

五十嵐典彦

1 掘立柱建物群の配置

江原嶋 1遺跡は、平鹿郡大雄村何気集落の南東外れの水田地帯に位置する。遺跡西側を油JfIが貫流

し、阿気集落の北西を流れる雄物川へ注ぐ。 遺跡の区域はおおよそ南北250m、東西60mで、北西か

ら南東にかけて縮長く展開する。

秋田県埋蔵文化財センターの調査結果によると、平安時代を主時期とする掘立柱建物群は、その調

査区の中央やや北よりに20i棟以上がまとまって検出されている。掘立柱建物群の東側には、池山に平

行するように、掘立柱建物群と!司時代ごろに掘削された幅 1m前後の溝があり、さらにその東側には

嬬状に連なる柱穴も見つかっている。この溝(SDOl と禰状の柱穴(SA83)は集落を区画する防御

的施設だったとも考えられる。

擁立柱建物群は各建物相互の関連性や配置、規模などを勘案すると、一般農村集落を規定して良さ

そうであるが、その集住形態、には際立った規則性は見いだせない。しかし、集落の東側を区切る溝

(SDOl A)に沿って南北に長く配置されていること、各建物の妻側がこの溝に平行もしくは直交する

ように建てられていることのように一定の計画性が認められる。つまり、各建物はく北西一南東〉を

方位軸として建てられたようである。当然のことながら、各建物の建て替えのなどの変遷は不明であ

り、一年代を区切った集落形態が配置図に示すようなものではなかったことだけは付記しておしい

ずれにしても、近世農村集落の集住形態や屋敷構えとは異なるものであり、平安時代の集落形態の一

部の様相を知るうえで注目される。

2 掘立柱建物の規模

各建物の配置は、先述したように、 〈北西一南東〉を斡とする方向性のもとに建てられたと考えら

れる。各建物の規模は、梁間は l間ないし 2間が大半で、その中でもごく小規模な建物を除いては梁

間2間である。桁訂は、当遺跡では最大の 7間の建物が 1棟あるが、この建物(SB55)は2棟に分割

される可能性がある。確実な建物で最大の桁行は 5間である。

つまり、集落の各家の本屋規模の建物は梁間 2問、桁行 4間ないし 5間程度である。本屋級の建物

には庇が付くかもしれない建物が 2棟あるが、柱筋が不明確なため確定できない。なお、ここでいう

とは、居住を主とする中心建物を指している。母屋あるいは主家と言ったほうが理解しやすいか

もしれないが、どちらも庇に対比する言葉として誤読されることもあるので、一軒の中心建物

と呼称する。なお、庇などが接続する場合の中心部分を主屋と呼ぶことにする。江原|鳴 l遺跡で庇を

構成する柱穴のほとんどは、 に対ーする庇柱、あるいは近世民家のような上屋柱に対する

を指すものではなく、差掛け屋根のような形式を意味している。

数棟の建物には柱根も遺存しており、 14C (放射性炭素)年代測定によると、西暦600年代から900年
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第 l節 江原嶋 l遺跡の捕¥r杵建物跡に関する若干の考察
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第 5章分析結果

代にかけてのものである。柱根は直径20cmほどのものが多く、根元は手斧のような工具で八角形状に

加工されている。建物の規模からすると、近世民家の側柱(大半が4.5すから 5寸)と比較すると、

回り以上太い柱材である。しかも、建物の規模が梁間 2閥、桁行 3間から 5間程度であることを勘案

すると、柱の太さは際立つているが、反面、柱根が遺存する建物、たえばSB54の柱間寸法が 8尺前

後であることを考えれば、柱の太さは相応であると言える。

当選跡では、柱間寸法は大略5.28尺から13.2尺まで多様な値を示している。その中で、本震級の建

物は 7尺を越えるものが多く、小規模な付属屋級の建物は 5尺余のものが少なくない。角柱はほとん

ど見られないが、各建物は柱筋の通りがよしきわめて整然とした建物が多いことは特筆してよい。

3 掘立柱建物の検出

( 1 ) SB 23 

梁間 2問、桁行 3間の建物である口柱間寸法は梁間が 7尺台、桁行が 5尺台である。柱穴底面は円

形で産径20~35cmでほぼそろい、建物の各柱筋通りもよい。全体がきちんとしJた矩形である。

本屋.~合属屋のどちらとも判断しがたいが、本震としても無理はない。

SB23建物柱間寸法(尺)

柱間名 (X.X) 柱間寸法 柱間名 (Y.Y) 柱間寸法

XO-Xl 

XI-X2 

7‘39 

7.13 

Yo Y 1 

YI-Y2 

5.45 

5.45 

Y 2 Y 3 5.94 

( 2 ) SB 24 

梁間 2問、桁行 2間の建物である。柱間寸法は両方向とも6.3尺の正方形である。ただし、 Xl・

Yoの柱穴はややずれている。建物種別は附属屋であろう。

SB24建物柱間寸法(尺)

柱間名 (X.X) 柱間寸法 柱間名 (Y. 柱間寸法

Xo Xl 

XI-X2 

6.30 

6.30 

Yo Yl 

Y l--Y 2 

6.30 

6.30 

( 3 ) S8 28 

梁間 2問、桁行 2間の建物である。各柱筋の通りがよく、明瞭な建物である。 らが梁間で桁行

かの方向は不明である。いわゆる総柱の形式である。この建物で検討を要するのは Y2~Y3通りで

囲まれた一画を庇とするかどうかである。柱筋が通ることから主屋と一体な庇などの接続部とも考え

られるが、軒桁の中間に柱が立たず、 13尺スパンになるのが気になる。

SB28建物柱間寸法(尺)

柱間名.X) 柱間す法 柱関名 (Y. 柱間寸法

XO-Xl 

XI-X2 

ハ

リ

ハ

υ

p
n
v

ハ
h
u

p
n
v
p
h
u
 

YO-Yl 

YI-Y2 

7.40 

7.40 

Y 2-Y 3 3.96 
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5 

〈ヰ〉草色33

梁間 2問、桁行 3踏の建物である。側柱のみで、中柱は立たない。梁間の柱間寸法はヲ尺を越える。

また、中間の梁は19尺を越え、建物の規模に比較すると長大なスパンである。本屋であろうか。 X2・

oと 2 ・ 1の2本の柱穴が、近世から近現代にかけて利用された排水路(16SD 26)によって切ら

れているが、柱筋の通りは明瞭である。

SB33建物柱間寸法(尺)

柱間名( • ) 柱間寸法 柱間名( • ) 柱潤寸法

o 

XI-X2 

9.37 

5.訪

o 

Y l-Y2 

7.26 

6.8合

Y -Y 7.26 

( 5 ) S8 53 

明確な検出が困難な建物である。 XO~X2 と Yo~Y 4の範囲で、梁間は 2問、桁行 3開と

。
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品管れリ 、J にも問時期ころの柱

穴が混在し、それらとの複合的な関連も推測される。 Xo‘ Yoの柱穴に柱根 c年代測定で、西麿

る。

Xo Xl 

XI-X2 

SB 

柱間寸法

5.61 

5.28 
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5B SB53建物の東側に隣接し、こ

られること

る。しかし、

るであろう周辺に

ずれているか、あるい

援

一

番
叫
一
るア

(
U

ル)

す

し、 3~X 4は G

2問、桁行 3間な¥;¥L

<J:i語りを含めるか:否かの判断に述う。

と捺が生活機能によって分化し

L 

8 る。

し、し

(X ・YJ)は!日水田水路(I日SD によっ

によると、

した可能性がある。

である。中柱の

SB (尺)

柱間名(X.X) (Y. 

Xo Xl 8.91 YO-Yl 8.25 

X l--X2 8.58 Yl Y 7.92 

X2-X:1 8.91 

3-X 4 6町 27
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(7) S信55

大半の柱穴が50cm前後の方形掘り方である。梁間 2問、桁行 7間もしくは 8間である。というのは、

X6 . X7の中間部に後世の水田用水路である溝(SD02)が通り、その部分の柱穴が欠失した可能性も

考えられるからである。

建物の規模からいうと、本屋であろうと推測されるが、一棟とみなすにはやや疑問が残る。つまり、

建物の輪郭は整然とした矩形であるが、梁間に比べ桁行が長すぎる印象は拭えないのである。

桁行側柱の柱聞の大半が 5 尺台なのに対し、 X6~X7 は 8 尺近いため、もし 2 棟に分かれるとす

れば、この部分かも知れない。ただ、 Y通りの柱筋は通りがよく、また、柱穴の形状も類似性が認

められることから、 とみなすことも

代測定では西震655~855年で、材はコナラであるむ

SB55樟物杵間寸法(尺)

柱間名( • X) 柱間寸法 柱間名 (Y.Y)

Xo Xl 5.61 Yo Yl 

.1:...1一λ2 5.61 Y 1 Y 2 

X2-X:i 5.28 

X3-X，j 5.94 

X4 X 5.94 

X5-X6 4.95 

X6-X7 7.92 

ないo X 0 • Y 0の柱穴には柱壌が残る。 14C

法す

9

5

柱

(喜)SB56 

一部試掘トレンチにより柱穴が欠失しているが、梁間 2問、桁行 2間の総柱形式の建物と思われる。

柱間寸法は 5尺台で、 X方向、 Y方向とも各 2問の寸法は同一である。中柱の柱穴は他と比べやや

小さし、が、 ども考えられる。 X2 盆 Yoの柱がSB55建物の隅柱と重議するため、 SB55建

物とは時期が異なる。

SB (月)

(X.X) (Y.Y) 

XO-Xl 5.28 Yo Yl 5.94 

X 1--X2 5.28 Y l--Y 2 5.94 

(9)SB57 

梁間 2問、桁行 2間で、中柱は立たない。柱間寸法は 5尺台である。中間の側柱にややずれが克ら

れるが、上部構造に影響しない範関である。 Xl通りの柱は各Y通りより少し外側に位置し、棟持柱

のようにも見える。附属屋であろう。

SB57建物柱間寸法(尺)

柱潤名.X) 柱間寸法 柱間名.Y) 柱間寸法

XO-Xl 

XI-X2 

YO-Yl 

YI-Y2 

5.28 

5.68 

-503-
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(10) S8 58 

梁間 2問、桁行 5関である。柱間寸法の大半は 7尺台である。全体的には各柱筋の通りがよく、

然、とした矩形平面である。ただ、棟中央部(Yl' 通り)の中柱が側柱の棟筋(Y1通り)と

れが生ずる。また、 X1~X3 の中間梁は両側柱できちんと受けるのに対し、 X4通りないし X4' 通り

でずれがある。 X4・Y2に直径20cmほどの柱根が残る。 14C 年代測定によると西腎665~855年で、

材質はスギである。

SB58建物柱閉す法(尺)

柱間名 . X) 柱間寸法 柱間名 . Y) 

XO-Xl 7.60 Yo Y1 

X1-X 7.60 Y 1 Y2 

X2-X3 9.24 

X3 X1 6.93 

X 4--X G 7.92 

柱間寸法

7.26 

7.92 

(11)5859 

ほぽ明瞭に検出されるが、 J.-
に同声

。
』つ/

スパンで、部分的には梁間 2間に分割する。つまり、 Yo'

X軸とは一致せず、ランダムに立つことから、あるいは

は5間で、柱間寸法は 7間から 9間台に分布する。

- (西.~仁・東)に庇柱のような柱列jがあるが、これらの柱列は西側柱列はともかし北側

るが、これらの柱は

とは無関係の可能性もある。桁行

と東側の柱列は主屋の柱筋と平行にならない。庇の有無はともかし梁間に19.5尺ほど

した構造図をイメージすると、集落内の他の建物とは異なり、ダイナミックな建物が想定される。柱

穴の掘り方も50cm前後の大きさで、

般民家と

スハ
ザ一、回

¥令。」フ 。とも

えられる。

SB 

支)

XO-Xl 立57

X1 Xz 7.59 

X 2~X3 8.91 

X3-X4 9.57 

X 4-X 5 7.00 

. Y) 

YU Yl 19.47 

(12) S860 

2問、桁行 3間である。 1カ所を除いて 7間台である。 SB59建物に収

まる形で重複する。柱穴サイズも一様に小さく揃っている。この建物は X()~X:) の各通りと Yo~

Y2の各通りは柱筋がよく通るが、 X軸と Y軸は直角をなさず、かなりいびつなひし形状になる。

間寸法はほぼ揃っていることからすると、施工技術の精度に起因するとは考えられない。建物の検出

そのもの る るかもしれない。

m
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第 l節江原嶋 l

SB60建物柱関寸法(尺)

柱間名(X.X) 柱時寸法 柱間名 柱間寸法

XO-Xl 7.26 YO-Yl 7.59 

XI-X2 7.59 YI-Y2 6.60 

X2-X3 7.59 

8B61 

梁潤は、北側妻面のXo通りの 2間であるが、南側妻面のX5通りは中間柱 2 り筋から少し

はずれており、この柱の扱いが問題になる。また、 Xl~X4 の各X通り筋には中柱が立たず、 22尺

余の長大な梁がかかることになる。しかも、吾柱穴の掘り方は30cm前後で、さほど大きくない。建物

とするにはいくつかの疑問点も内'c.J0 

SB61建物柱間寸法

柱間名(X.X) 柱間寸法 柱間名(Y.Y) 柱間寸法

Xo-X 1 8.58 Yo Yo' 12盆 28

XI-X2 7.92 YOi Y 1 9.24 

X2-X3 4.36 YO-Yl 22忌 18

X3-X4 6.き3

X4-X5 7.39 

( 1ヰ)5862 

梁間 1問、桁行 2間である。溝(SD01 A)をまたぐように建つことから、櫓門のような形式も考え

られ、柱穴の配置もそのように見て差し支えない。 Xl・Yoの柱穴は溝に切られるので、溝よりも

!日年代が想定される。集落内の位置関係からすると、集落域を区切る施設であったことは十分考えら

れる。

SB62建物柱間寸法(尺)

(X.X) ( . Y) 

XO-Xl 6，60 弐Y'o一、i、(1 12.21 

XI-X2 6.60 

(15) S881 

2問、桁行 2 5尺 、し も 、〆i、、p あ

の倉庫であろうか。

SB81建物柱間寸法(尺)

柱間名 . X) 柱間寸法 . Y) 

XO-Xl 5.28 Y 0--Y 1 5.28 

XI-X2 5.28 Y l--Y2 5.28 
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(16) S8喜2

梁間 I問、桁行 2関の小規模ながら整然とした建物である。附属震であろう。

SB82建物柱間寸法(尺)

柱間名.X) 柱間寸法 柱間名(Y.Y) 柱間寸法

XO-Xl 4.62 

(17) S8 

YO-Yl 

YI-Y2 

5.61 

5.61 

梁間 1問、桁行 2簡の整然とした建物である。柱穴の配震は門形式のようにも見える。

SB 135建物柱間寸法(尺)

柱間名(X.X) 柱間寸法 柱間名(Y.Y) 柱間寸法

XO~Xl 4. 75 YO-Yl 9.50 

X ]-X 2 4.75 

(i事)S岳

梁間 1問、桁行4簡で、各柱筋がよく通っている。規模は本屋級でもおかしくないが妻側に中間柱

がなく、単純な上震構造が推定される。

SB 136建物柱間寸法

柱間名(X.X) 柱間寸法 柱間名(Y.Y) 柱間寸法

XO-Xl 

XI-X2 

7.26 

8.25 

X 2 X 3 8.58 

X 3-X 4 7.92 

(19) S8 152 

Yo-Y] 13.20 

築関 l問、桁行 2間の小規槙な建物である。柱間寸法は 6尺台、 7尺台である。附属産であろう口

SB 152建物柱間寸法(尺)

. X) 柱間す法 柱問名.Y) 柱間寸法

XO-Xl 7.13 

(20) S8 153 

YO-Yl 

Yl-Y2 

6.60 

7.13 

規模を確定するのに困難な建物である。つまり、 Xo通りと Xl通りの各柱列、 X4通りと X5通り

の柱列の関係が明確でない。また、 Yo' と Yl および Y6 の各軸の柱の関係も不明瞭である。 Xl~

X4とY2~ Y 4'で閉まれたほぽ正方形に近い建物の東西両側に庇状の建物が南北に細長く通ってい

るように見えるが、柱配置などからしても、これらをすべて一体なものとして考えるのは少し無理が

あるよう~，二患われる。
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第 l節 江原嶋 l遺跡の据立柱建物跡に関する若干の考察

⑧ 5昌135
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第 5 分析結果

SB 153建物柱間寸法(尺)

柱間名(X.X) 柱間寸法 柱間名(Y.Y) 柱間寸法

X 2.64 YI-Y3 6.47 

XI-X3 8.05 Y 3-Y 4 7.26 

X3-X4 5.15 Y 4-Y 5 6.86 

X4-X5 5.94 Y 5-Y 6 7.92 

(21)S8161 

SB59建物の庇かもしれない柱穴益力所と重複する。そのため、建物として検出するには疑問もあ

るが、柱筋の通りがよいため、梁間 l問、桁行 3間の縮長く小規;霞な建物とした口

SB 161建物柱関寸法(尺)

柱間名.X) 柱間寸法 柱間名 柱間寸法

XO-Xl 4.22 YO-Yl 7.13 

YI-YZ 7.13 

YZ-Y3 6.93 
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めま6 

縄文時代の遺構-遺物

と江原嶋 l遺跡は、今回の調査結果と前年度の範囲確認調査結果とから、縄文時代においては、

して中期中葉~後期前葉期に!日油)I [の右岸に沿っておよそ30，000nf前後にもわたって広がっていたと

しかし、今回、調査の対象となったのは、当該時期の遺跡、の広がりのうちのごく一部の推定できる。

縄文時代における江原i鳴l遺跡の詳細な性格や変遷について狭小な範囲に過ぎなかった。このた

につしトか

江原1I烏i

しL. L. きい。は不明

。
寸

h
v他遺跡とにまとめる。さら

3式競には油m右岸には少なくとも部分的には離水した徴

る。現持点では、活動の具体的な内

出土土器から、縄文前期中葉大木 2

ものと判断でイコ高地が形成され、ある種の活動対象地点と

容や定住的な活動拠点であったか短期滞在地点であったか等の詳細については推測し難い。

8 b式期の竪穴住居跡 l軒を確認、その後、縄文中期中葉まで活動痕跡は不明となる。

しかし、現時点では確実に
(註 2) 

期に属すると認定できる他の遺構は乏しし集落の規模，構造等は不明である。

当該期には定住的な集落が形成されたと推測できる。Ltこことか

SK 1074のような貯

されていた可能性があろうが、確実ではない。大木 8b 

ら、当該期の遺構の多くは、後代の遺構構築時に被壊されたもの

蔵穴と土坑墓およ

式土器は一定量出土していること

と推定できょう。

しかし、中期後葉の竪穴住居に盛SN 1037等の土器埋設炉を確認、している。大木 9式期以降には、

くと行する複式炉は未確認であり、現状では確実な竪穴住居の存在は確認できない。

もじ
rz

一

」エ
J 

z 
」されるとも当該期以降、

マ
h
v

した可能性が強いととしての利用へと9式期以降、

これらの柱穴の分布は士坑慕している。500基を越えるな

い。建物跡もしくは竪しとの重複例に打分布と

し難し 1とに頻繁に変化したと穴住居跡柱穴の可能性も想定し得るが、間一区域が居住域と

これらの柱穴の大半は、先の屋外炉とともに土坑墓の付属施設もしくは葬送儀礼に係わることから、

しておく。施設であったと

としての利用は後期前葉宮戸 1b式期まで継続し、その範囲は、現状の 1.頭トレンチの遺構

分布状況から、南東から北西に向かつて延びる徴高地とその東隣の低地にかけて帝状に広がるものと

やはり詳細はきる

しかし、その間の詳締な分布等の変遷は判然、としない。

縄文晩期まで断続的に活動対象地となったと

511 

その後、出土土器か

想定できる。

不明である。



第 8章まとめ

今回の調査で形態・覆土の特徴・遺物出土状況等から土坑墓もしくはその可能性がある土坑と報告

したものは82基ある(第78表)。このほか性格不明の土坑としたものの多くも土坑墓と判断した例と規

模・形態は類似し、やはり土坑墓であったものも少なくないと推定する。ここでの土坑墓は、柱穴等

の他の遺構と向様、大勢として縄文時代中期中葉~後期前葉に属すると推定できるものの、詳細な時

期を特定し得る例は少ない。また、既述のように、今回の縄文時代遺跡調査対象範留は狭小であった

ため、土坑墓全体を調査し得た例は少なく、形態・構造等が明確に判明した土坑墓は僅かである。さ

らに、詳細な遺物出土状況も不明な例が多い。これらのことから、ここでは、主として覆土の堆積状

況と立石等の土坑上面施設の有無をもとに、以下の土坑墓類型を抽出し、土坑慕の変遷について予察

しておく。

土坑墓A:土坑上面施設の痕跡がなく、覆土が基本的に単一震で、一気に埋め戻したと推定できるも

の。また、覆土が上下に二分できるもののうち、下位層の総没に伴って上位層が自然堆覆したと

できる併も含める。

本類には、円形~楕円形平面倒(SK1002A・1008など)のほか、長楕円形平面例(SK1089・1097な

ど)もある。また、底面上や覆土中から円擦や遺物が比較的まとまって出土した例(SK1308・1487な

ど)も存在する。なお、上述のように一部のみの調査にとどまっている例が多く、中には後述の土坑

Cに震する例も含んでいる可能性もあろう。

土坑墓B:土坑上部施設の痕跡がなく、覆土中位~上位に焼土層・炭化物層・地山土層等が累積し、

複数次にわたって埋め戻したと推定できるもの。

本類は、土坑内で火を焚き、覆土が焼土化した例(SK1521など)、土坑内で火を焚くなどして埋め

戻した後、上部に多量の遺物を廃棄したと推定できる例(S玄1563)、土坑周恩で形成された焼土・炭

化物を土坑内に埋めたと推定できる例(SK1497など)など、その特徴は多様である。大勢として、土

坑掘削後、一旦土坑中位まで埋め戻した後、断続的に土を壇めたり、土坑内や局留で火を焚くなど、

議礼的な行為を繰り返しながら、一定の時間をかけて埋め戻したものと推定できる口言わば反復継続

的な葬送儀礼が執り行われた可能性が強い土坑であったと想定する。

土坑墓C:土坑上面に立石-組石・置石など広義の配石等の上部施設があるもの。土坑覆土は単一層

であることが一般的である。

本類は、立石・配石の構造には変異があるほか、 中位に多量の炭化物粒を包含する例

(SK 1226A)や立石周閤で、火を焚いたと推定できる例(SK1127)もある。

以上の 3類型は、類型内の変異が大きしまた、覆土の特徴が判然としないことから類型認定が因

難な例も存在するなど、今後再検討すべき余地は大きい。以下では現時点での認識をもとにして、各

類型の帰属時期を検討し、土坑慕の変遷について予察しておく。

土坑墓Aは、今回の調査例では多数を占めるものの、一般に明瞭な供伴遺物が乏しい。出土土器

に基づく帰属時期推定可能例は、 SK1365B(宮戸 1b式期)、 SK1487 (大木9式期)、 SK1540(大木

10式(新)期)など数例に過ぎない。現状の確認状況からは、少なくとも大木 9式期から宮日 1b式期

つム
F
h
d
 



縄文時代の遺構'遺物

tit 号 区 平扇形 ~末u 
短 t毛

深(日さ1) 類き2 行寺 j羽 。絵 考
¥m) (m) 

SK 1002A LS66 円形 1. 24 1.11 0.15 A 不明

SKI003 LS 66 . 67 rm~ 1.07 0.9日 0.15 A 不日月 SKI0H引を1;1);る

SK1005 LS66 構内形 0.71 0.5 0.29 不明 不明

SKI008 LS67 1脊円形 0.86 ().57 0.12 A 不明

SKI017 MA66 情門形 0.81 0.57 0.36 C 大木10式(新)以前 上位1壁土から大形内l穣 SK 1044に切られる

SKI030 LQ67 楕円形 0.6 0.42 0.14 A 不明

SKI040B LR66 . 67 構内形 1. 32 0.66 0.12 A 不明 SKI040Aに切られる

SKI044 MA66 楕円形 B 大木10式(新) 下SIffI714覆01土7を上切o'nりに、門S草K豊10中18付と:覆重土複焼す二上る 炭多1. 29 0.93 0.59 

SKI081 Lp.LQ67 構内形 1. 55 1.18 0.19 A 不明

SKI083 LP67 衛門形 0.73 0.59 0.28 A 不明

SKI087 LP67 衛門形 1. 03 0.86 0.37 不明 不明 下位獲土上o'nに円程警

SKI089 LS66 . 67 長橋円形 1. 23 0.65 0.35 A 不明 SKI003に切られる

SKI097 LT66 長構内形 (1. 20) 0.66 0.16 A 不明 SKI011に切られる

SK1111 LT66 楕門形 。73 0.53 0.30 不明 不明

SK1127 LQ66 . 67 不整楕門形 2.00 1. 46 0.30 C 門前式 S中K央1立13石0・伴13う0配8を石切り上、回SでK焚10き43火Bに切られる

SK 1130 LQ67 構内形 1. 40 1. 03 。事39 C 大木10式(新)~門前式 南端部立E SK1139.1300を切り、 SK1127に切られる

SK1151 MB66 不明 不明

不0不6明明6 

0; 39 B 不明

SK1214 L067 
府不明内形 不不明明

0.35 A 不明 SK 1346Bに切られ SK 1346Aと重複する

SK 1225 LT66 0.30 C 寸司司 ~[f'!l)箱却はL仁i

SK1226A LT66 務i弓形 0.90 り 73 0.38 C 後J!続行禁 「佼護士から土器片出土 中位F壁土炭多北端nsn:石rr.:石
SK1228A L5.LT66 門7f} 1.20 i 不明 0.25 C 大木9式以降 上国立お

SK1262 MA66 構内形 Q.73 0.58 0.30 B 中期後葉~後期前菜 下位獲土から破壊深針;出土

SK1266 MA66 楕円形 。75 o. :;1 0.26 A 不明

SK1268 h四 65.66 p:j形 不明 司三号河 ().25 不明 不明 イヲ銀出土

SK1270 IvIB65 楕円形 0.80 小切 0.20 不明 不明

5K 1274 L566 構内形 1.10 0.80 。.20 A 不明

SK 1285A LR.LS66 不整楕円形 0.80 0.65 0.45 B 犬木10式{新)以降 中位覆土炭多

SK1285B LR66 衛門形 0.60 0.40 0.45 B 不明 中位?野三t段多

5K1288 LR66 楕円形? 不明 不明 0.26 A 不明

LS66 構内形 I Q.70 I (0.44) 0.35 不明|不明

:rvIA65 権問形ワ 不明 不明 0.36 A 不明

SK1300 LQ66 . 67 楕円形 不明 不明 0.46 日
大す木太110Hを式((新若干 炭存在多百 みSKに1ム13盟 1出30土8に切られる

SK1308 LQ6G . 67 精円形 不明 不明 0.15 A 

SK1315A L067 内71"1 Q.68 不明 0.30 C 門前式 J二問中央配石 SK1315Bに切られゐ

SK1315B L067 構内形 不s)j U.60 0.40 不明 門前式以降

5K1329 L067 f青円形? T之明 不明 0.36 不明 不明 下位穫土上聞から練 士宮告片出土

SK1346A L067 1管内形? 不明 不明 0.31 小切 不明 SK1214と重復する

SK1346B L067 橋丹f彪 1.10 0.84 0.33 不明 中期後薬へ後期前主主 Eまm上から土器片出土下位獲ニi二上留から土器片出こと

SK1347 A L067 橋円形 1. 05 0.66 0.39 不明 不明

SK1358A LO・LP67 務門形 1.15 不明 0.24 A 不明

SK1361A L067 楕円形 1.12 り 76 0.29 A 不明

SK 1365A LM.LN68 楕円形つ 不明 不明 0.40 A 宮戸1b式以前 SK1365Bに切られ、 SK1416.1417とZ重複する

SK1365B LN67.68 楕円形? 不明 不明 0.51 A 'f;;J5I b式 I SK 1365Aを切る

SK1445 LK68 十古門形 不明
不不明明

不明
後中期期末前築~後?期初頭

上i1iiか広深鉢片出土

SK1462 LK.LL68 不明 不明 A 底面上からニ角柱形土製品出土

SK1486 LI68 不明 不明 不明 0.76 B った木10式(新)].:).1年 SK1506を切る

5K1487 LJ68 不整橋門形 1. 55 1.35 !].49 A 犬木9式 Eまo'nょに穣群 5K14991こ切られる

SK1495 LI 68 . 69 . L.T 68 長惰門?彩 ]，00 0.15 0.10 A 不明

SK 1497 LI 68 . 69 不明 不明 不明 0.85 B 犬木10式(新)以降 仁村佼空襲土焼士多 SK1496を切る

SK1499 LJ68 楕円形 ]， 15 ().86 ().52 A 滋土上聞から土器片際出土

SK1500 LI68 |不幸主将形 0.77 不明 。18 C 1寓)51b式 ーとi頭書i'A'i SR 1570を切る
SK150日 LI68 不明 不明 弓~~13 1. 00 B 大木10式(新) 底iiiUこから深鉢出土 SK1488な切り、 SK1486に切られる

SK1512 LG69 不明 。75 不明 。11 A 7?;戸Ib式以前

底に仁や1"部位位焼上焼磯二土七面群回 5K1582;(;:切るSK1521 LF.LG69 不明 不明 不明 0.85 B 
大犬y木[::88bb式式以以降降

SK1527 I LFli9 長信一円形 不明 不明 。マ78 B 

5K1538 LE69 楕円形 不明 1. 35 0.24 B 不雪月 中fi'r.覆ニiニ続二上多 穣群iJ:土

5K1540 LC70 円形 1. 68 不明 0.36 A 大木10式(新)

SK 1562A LH68 . 69 不明 不明 不明 0.40 B 大木8b式~犬木10式{新) 中{立E壁土焼土燈 SK1563に切られる

不明 I1.20 B I大木l問。 SK1562A.1554を切一回る ら遊牧 穣出 iSK1563 LH68 . 69 橋円形 不明

SK 1564 LH6S . 69 不明 不明 不明 0.70 B 大木10式(新) 覆ニ!こ中f立;燐:1一主導 SK156:11ご切られる

SK1566 LH69 不整橋1'1]政 2.96 
不1.3明0 

0.53 C 大木9式以降 上存在にE襲群
SKI573 LF.LG69 !不明 不明 0.96 A? 門別式 下{立笈土から深鉢出+

SK1575 I LE.LF69 不明 不明 不明 (0.60) B 不明 中位焼ゴニ在百 SK1576を切る

SK1576 LE69 . 70 不明 不明 不明 。70 B 不明 中佼焼土多

5K3019 L067 . 58 不明 不明 不明 Q.35 C 不明 上箇配石

SK3038 LP69.70 衛門形 1二明 不明 0.25 A 不明

SK3054 LP72 不車生内71"1 0.56 0.62 0.16 C 不明 上国に磯群 5K3111念切る

SK3064 LP70 橋一円形 1. 34 不明 0.15 A 後期前業以降

SK3077 LP70.71 精円形 0.88 。72 0.15 A 中期後葉以前 SK3076とE重複する

5K3084 LP71 構内形 0.83 不明 0.22 A 後期前菜以前

SK3092 LP71 楕円形 0.96 不明 0.20 A 不明

SK3101 LP72 不明 不明 不明 0.12 A 門前式以前 底面上から土器片 球出土

SK3108 LP72 不明 ().62 不明 0.15 A 不明

5K3109 LP72 不明 0.64 不明 0.11 A 不明

5K3127 LQ73 不明 不明 不明 0.20 A 不明

SK3139 LQ74 楕ドj形 0.72 0.60 0.11 A 不明

SK3145 LQ74 楕円形 不明 0.93 0.08 A 不明

SK3155 LQ75 . 76 楕円形 0.65 0.48 0.15 A 不明 SK3156と重複する

SK3156 LQ76 構内形 0.70 0.56 0.17 A 不明

5K3173 LQ77 不整円形 0.60 0.60 0.12 A 不明

SK3177 LQ75 衛門形 不明 0.90 0.09 A 不明

5K3179B LQ77.78 情阿形 不明 不明 0.16 A 大木10，え(中)
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第 5章まとめ

まで各惑にわたって蒋在する可能性が高いと推定できる。これに対し、土坑墓監は帰属時期推定可能

例では、その推定時期は大木10式(新)期に集中する額向を認めることができ (SK1044 . 1300・1563・

1564など)、土坑墓Cは門前式期に帰属すると推定できる例(S区1127・1315Aなりや宮戸 1b式期

に帰属すると推定できる例(S区1500)がある。

これらのことから、敢えて推測すると、

期に土坑墓 Bが、門前式期以降に

Aは大木 9式期以降継続的に存在し、大木10式(新)
(註 3) 

Cが併存するという変遷があり得ょうか。また、上述の

SK 1226Aは後怒前葉に属すると推定でき、土坑墓Bから土坑墓Cへの類型変化の過渡期の形態と評

価できるかもしれない。ここでの想定は極めて限定された資料に基づいており、今後、再検討を必要

とする。ま

況から、

各繋型の時窓ごとの分布等は現持点では明確に判断することはできず、各類の分布状

ることも 9
 

マ
hv

ところで、土坑墓BはSK1563・1564やSK1575・1576のように大きく切り合う例がある。当該遺
(註 4) 

構群は伊勢堂岱遺跡で「大型不整形の土壌墓J(報告書分類では、 SKS-a)と報告された例と人為的

る覆土の特設が類似する。伊勢堂出遺跡例は基本的に白地を形成したうえで

持折拡張するなどして再使用を繰り返す再葬墓であり、追善供養的な祭花も繰り返される祭紀土坑で

もあったと想定されている。本遺跡僚は調査時には複数の土坑の重複として扱ったが、なお検討の余

地を残している0"本遺跡例では各土坑底面度上には一定の層厚の壊め戻し土が堆覆することから、再

葬墓であったかは断定し難いものの、伊勢堂岱遺跡例についての想定と相同の、土坑を拡張しながら

追善供養的な祭柁が繰り返された可能性は考慮すべきであろう。少なくとも 3瓦 1563とSK1564のよ

うに、近接する時期の土坑墓が重複する例があることから、大木10式(新)期には、特定地点に複数の
(註;)) 

埋葬を集中させる額向が存在した可能性を認めることができる。あたかも特定の墓に追葬されたかの

ような状況は、これらが出自別墓群あるいは一世帯別墓群であったなどとの解釈もあり得るかもしれな

その後、門前式期iこ

SK 11 

井

Bから立石等上面施設をもっ土坑墓 Cへ変化すると想定すると、

で火を焚くことを伴う葬送犠礼を執り行ったと推定できるが、

と葬送議礼とを繰り返し執り行う

として

ることがより重視され、しだし汁こ墓標が議礼の蓋接の対象となったのであろうかo

66・67区において S瓦 1398・1308・1130・1127・1043が重複する状況は、大勢として土坑墓B

(SK 1300)から土坑墓c 区 1130・ 1127)へ連続的に変遷し、最終的に大形の柱状のシンボル施設
(註 6) 

(SK 1043)を設置するという変遷を示しているかもしれない。これらの遺構群が大木印式(新)期から

少なくとも門前式拐にわたって連続的に造営されたとするならば、連続的に追跡し得る出自単位を中

心にして土坑墓群が造営された可能性を想定できょうか。

ただし、現状では顕著な葬送儀礼等の痕跡を認定することが間難な土坑墓Aが、墓域を形成した

じて営まれていたと想定できることから、葬墓制の変遷を単系的にとらえることはできな

いであろう。さらに、土坑慕群が一定のまとまりをもった集中分布地区を複数形成したかは現状では

判然とせず、江原嶋 l遺跡の墓誌uの特徴についてはやはり現時点では詳細不明な部分が極めて大きい。
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-造物

最後に、先に触れた伊勢堂岱遺跡のほか、本遺跡とほぼ同時期に墓域を営んだ周辺遺跡との比較に

よって、江原嶋 l遺跡の特徴を簡単に検討し、小結としておく。

昭和63年に調査された平鹿郡増田町八木遺跡は、皆瀬川!との比高数mの低地上に立地すること、縄

文時代中期中葉から後期中葉にかけて大規模な墓域を形成するなどの点で江原嶋 1遺跡と共通した特
(註7)

徴を示す。両遺跡とも狭小な範額の調査であったため、詳細不明な部分が少なくないが、県高部では

数少ない発掘調査例であることから、以下、本遺跡との比較対象とする。

八木遺跡は、横手盆地の南端に位置し、雄物川の支流である皆瀬川右岸の標高93'"'-'94m前後の低地

上に立地する。調査は大きく宮地点に分かれ、部分的な調査地点も合わせると調査葡穣はし 953nlで

あった白調査では、竪穴住居跡 4軒、土坑墓(報告書では土壊)573基、配石遺講(用組石遺壌入土器

埋設遺構 1墓、柱穴79基などが確認されている。このうち、竪穴住居跡は検出地点によって、縄文中

期中葉に属するものと後期中葉に属するものとに分かれている。土坑慕はほぼ調査地点全域に分布し、

後期前葉~中葉に属するものが主誌となってし 1る。また、柱穴には産箆 1mを越える大形例があり、

4本柱'"'-'6本柱からなる掘立柱建物跡を構成すると認定されたものもある。さらに遺構群と重複して

遺物包含層も形成されている。現時点では、土坑墓群の分布lこは若干の疎密があり、一定の土坑墓分

布のまとまりを構成する可能性があるものの確実ではない。擁立柱建物跡の分布は、特定地点に集中

するようであるが、その配列には規則性を認定し難く、土坑墓や竪穴住居跡の分布との間に有意な規

則性が存在するかも明瞭ではない。

両者の現状からは、共に土坑墓を主体とする遺構群が密集するという共通性は認定し得る。八木遺

跡で確認された焼骨片出土土坑例CSK 、大形柱穴からなる掘立柱建物跡や火葬人骨等は、江原嶋

1遺跡では現時点では未確認であるが、これらは、江原嶋 l遺跡の調査範屈の狭小さに起因する可能

性もあろう。土坑墓を中心とした遺跡全体の構造はともに不明であるが、現状では、やはり八木遺跡

においても、本遺跡同様大規模な整地等の土木工事を伴った規格的な遺構分布は認め難いようである。

この点は両者の共通性として注意すべきであろう。

出土遺物を比較すると、顕著な差違をいくつか認めることができる。 既述のように八木遺跡

では多種多量の石錘が出土している。一方、江原1I1毒1遺跡では石錘自詳の出土量は極めて僅かで、両

者の間には、その出土量に極端な格差がある。さらに、本遺跡からは八木遺跡でまとまって出土して

いるアスフアルト柱石錘-切白石錘ー鳴状石器が現時点では出土していない口縄文時代中期後葉から

後期前葉にかけての両遺跡で集落が継続的に形成されていたかは、ともに不明であるが、少なくとも

それぞれの墓域造営集団の生業様式は画一的なものではなかったようである。ここで認めた生業様式

の差違がそれぞれの集留において、縄文中期中葉から後期前葉の問、大勢として維持されたものとす

るならば、各集団の伝統的生業様式の差違ととらえることもできょう。さらに第 4章第 2節2で触れ

た両遺跡間の石銭形態組成の差も重視すると、それぞれの集団成員の少なくとも一部は別系統の分節

約集団であったととらえることができるかもしれない。また、本遺跡と八木遺跡というような大きく

は同ーの雄物川水系に立地する近接した遺跡間で、このようないわば小地域差が形成されるのは、特

に集団ごとの生業対象領域の細分間定化傾向に起因する可能性を想定できょうか。その一方で、一定

の広がりをもった型式として現状で認定できるような類似した特徴をもっ縄文土器が両遺跡周辺にと
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第 8章まとめ

どまらず、広範に分布している。上記の石鎌・石錘をそれぞれ狩猟および網漁携用具としてとらえ、

狩猟および網漁携と縄文土器製作とが、基本的にそれぞれの墓域造営集鴎成員によって行われていた

ものとすると、それぞれの活動担当成員には、主たる活動-居住範関の広狭差が存在したことを示唆

している。両者の活動がそれぞれの集団内において性的分業化していたならば、ここでの地域差の広

狭は、婚後居住規定と関わっている可能性もあろう。狩猟・網漁携を男性中心労働、これに対して土

器製作を女性中心労働と想定し、当時においては、夫方居住が優勢であったとの推測を導くこともで

きょうか。

次に県北部の問時期の慕域を形成する遺跡と比較しておく。現時点では、縄文中期中葉から後期初

頭にかけては、大小の集落遺跡の存在を認めることができるものの、墓域の形成は明瞭ではEC。罵

知のように、後期前葉には大湯環状列石・伊勢堂岱遺跡等の大規模な墓域を形成し、かっ環状列石等

の大形構築物を造営する遺跡が出現する。伊勢堂岱遺跡においては、十腰内 I式期に上記の大形不整

形土壌墓から成る共同墓域から環状列石構築による共同祭柁の場へ変化したと想定されている。江原

嶋 i遺跡では、個別の土坑墓群に対する葬送議礼から、遺跡全体を包括するような共向祭詑への変質

を想定し得るだけの根拠を現時点では認めることができない。大規模慕域形成の点では共通するもの

の、県北部の大規模墓社遺跡で想定できるような墓域全体を統括する組織・犠礼等の存在は江原嶋 1

遺跡では現時点おいては不鮮明である。上記の様相は八木遺跡においても当てはまるようであり、少

なくとも秋田県南部周辺の地域的特徴と評価できる可能性があろう。両地域における墓域造営集団の

構成やその統合原理の相違を示唆するものであろう。

ただし、大湯環状列石や伊勢堂岱遺跡においては、墓域の構造や環状列石の成立には、待問的変遷

があることが明らかとなってきている。本遺跡や八木遺跡においても、時間的変遷の中で墓域構造の

規格性が出現してゆく可能性も考慮する必要もあろう。この点で、東由利町片符沢遺跡 Iでは、土坑
(註 9} 

墓が小群にまとまりながら、全体が環状分布をなす可能性が示唆されていることは注意すべきであろ

う。当該遺跡は宮戸 1b式競を主体とする時期に属するようであり、県南部においても、時期が下る

につれてやはり大規模な規格性が析出する可能性も想定すべきかもしれない。県南部という地域設定

の可否も含めて、今後の検討課題である。

江原嶋 1遺跡における について

集落の特徴および構造

本遺跡は、調査の結果、主に縄文時代と平安時代の複合遺跡であることが判明した。平安時代にあっ

ては、鋳具や印章、施粕陶器が出土していることから、あるいは地方官衝ではないかとの指摘もあり

えよう。しかしこれら遺物の出土点数はごく僅少であり、礎石建物の検出がみられないこと、

器の出土点数もごく僅かで、瓦や木簡等官街であることを裏付ける資料の出土もみられないことなど

の諸点からその可能性は薄く、基本的には、集落跡として捉えるのが妥当と判断する口

横手盆地の古代集落については、第 2章第 3節で示した各遺跡で発掘調査がなされている。ただし、

これらの調査は限られた範閤の調査が多く、集落全体を調査した例としては、本遺跡が横手盆地では

初めての例となる。
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1遺跡におけ

本遺跡が官衝遺跡としては認めがたいことは冒頭に述べた通りであるが、

物の年代より 9世紀前半以降であろうということは明告であり、 9世紀後半から10世紀後半にかけて

の約 l世紀が遺跡、のピークであろうと認められる。払田楠跡の創建が 9世紀初頭であることがほぼ暁

らかであることを考慮すると、律令国家による当地方への進出および支配の安定という一連の動きの

なかで集落が開始されたと評価できょう。

本遺跡古代集落の特徴として、

①徴高地上に立地する、掘立柱建物跡を中心とする ること

②集落外端が溝によって区画されていること

③集落外側に土器溜が検出されたこと

の3点を掲げる。

①については、竪穴住居跡が僅か l基しか検出されず、それに竪穴状遺構を含めても数基にすぎな
(註10)

い。いっぽう掘立柱建物跡は23棟検出しており、これは県内では鹿角市御体堂遺跡の14棟、大館市大
(註11) (設12) (註13)

語野遺跡の15探、能代市上の山豆遺跡の13壊、秋田市坂ノ上F遺跡の14諌などの数を上回っている。

十和田 a火山灰降下後の10世紀後半代以降の県内の古代藁落の発掘事例をみていくと、前出上の山

瓦遺跡では39軒、同大館野遺跡では60軒の竪穴住居跡を伴っており、それに比して本遺跡が掘立柱建

物跡に著しく額斜した集落構成を成じていること きるであろう。そしてこれら 2遺跡がいず

れも米代}1I流域という宮街不設置地域であることと、本遺跡が積子盆地という まれた地域に

所在することとの相違にその根拠を認める観方もあるいは可能であるかもしれない。 しかしながら、
(註14) (註15)

域櫛官街設置地域にあっても西他北町寺沢遺跡、秋田市下堤A遺跡などのように竪穴住居のみで構成
(註16)

される集落があり、横手市大鳥井禰跡でも竪穴住居跡4軒が検出されている。 したがって、竪穴住居

から掘立柱建物への移行は、少なくとも秋田県域にあってはかなり緩やかに進んだと そうである。

次に、火山灰降下以前と以後について横手盆地の古代集落の発掘事例を検討する。ただし、

地にあっては調査例は必ずしも多くなし しかも限られた範密の調査がほとんどであっ ため、かな

り大まかな傾向 にすぎないことを前置きしておし 遺跡名のあとに( )を付す

場合は、検出された竪穴住岩跡もしくは建物跡の数を示している。
{註17) (設19)

ます之、 8世紀代に属する平鹿町中藤援遺跡(3軒)・向下藤根遺跡(8 '同年子狐遺跡(8軒)はそ

れぞれ竪穴住居のみより構成される集落である。

合世紀~lO世紀前葉の域禰設置以後 火山灰降下以前の持惑では、羽後町劇中巡り選説(1軒)、羽
(註21) (註22) (註~3)

後町新城川遺跡(2軒)、千畑町内村遺跡(3軒)、増田町平鹿遺跡(3軒)、南外村小出E這録(1軒)、
(註25)

横手市郷土館遺跡(3軒)の各遺跡が竪穴住居のみで構成される集落である。いっぽう掘立柱建物のみ

l軒・建
(註26)

で構成される集落には西仙北町上雨堤遺跡における 2棟がある。横手市手取清水量訟
(設28)

物9棟以上)、大森町下回遺跡(住居 4軒 建物 2棟)および横手市台処舘i錨 3軒・建物 1棟)

は両者の併存する集濯である。

火山灰降下後の10世紀前葉以降では、前出の寺沢遺跡 大鳥井柵跡以外には大曲市藤木選説(3棟)
(設31)

と稲川町宮の前遺跡(1棟)がある。 ともに沖積地に立地しており、横手盆地の沖積地にあっては宮街

造営に劣らず火山灰降下という契機 ら掘立柱建物への移行の問題を考える際に有意では

ないかと指擁しておきたい。
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そうしたなかにあって、沖積地に立地する本遺跡の場合、火山灰降下以前の遺物もみられることか

ら、横手盆地では横手市手取清水遺跡とならび比較的早い段階で建物主体の集落形成がなされたであ

ろう点が特筆される。建物長軸方向も集中して分布する箇所においてはその多くが霞交する二方向に

まとまる傾向があることから、建物造営にあたって明確な配置原理を有していたと評価するに足るも

のであり、その点から本遺跡古代集落がー謹の計画性をともなって現出したと言っていいであろう。

②については、高橋学氏が、秋田県内の区画施設(溝・柱列・有溝禰列もしくは堀)をともなう古代
(註32)

集落遺跡の例を紹介し、その類型化を試みている。本遺跡はそのなかの「類型 1 Jすなわち集落(全

体)を溝・柱列・有溝櫛列で円弧状あるいは構円状に区画するタイプに近いと判断できる。本遺跡の

場合は、溝が円弧ないし楕円:伏をなすとは必ずしも

れない。なお、高橋氏は「類型 1d Jの典型郊として
(註34)

小坂町はりま館遺跡を掲げている。

本遺跡検出の溝跡は、巾O.6r--..-0. 9mと規模は必ずしも大きくないとはい

掘射されていることが特筆される。前出高橋論文では、ごのよう

果を援用すれば「官牧のようなものよあるいは民搭学からの

る必要があるかもし

延々 350mもの長さで

「詔技館遺跡での成

るための施

設)などが、一部ではあろうが構築の目的と考えられるJとしている。徴高地上に立地する本遺跡の

溝の場合は、排水などの実質的目的とともに、一連の土器溜と重援しており、それを切るかたちで構

築されていることから、区画すること自体を目的とし

は、①の末尾で述べた一種の計画性と併せて考慮する必要があろう。

③の土器溜(土器廃棄用土坑)は、県内では初めての検出例となる。

池田晃一氏は、茨城県青木遺跡などの事例から、

まり、一度きりあるいは短期間土器が使用さ

きいと考えられる。このこと

として、「たくさんの人が一度

あるいはそれが繰り返されムその

集まりは「欽食に関連したものであったjごと、また、

掘られたものであるJいっぽう「土器を捨てたり、
(註35)

ことを揚げてし 1る。茨城県の例では、整った掘り

と比較的深いのに対-し、

かかわらず、供膳具である界-毘類の

もの るあるいは埋めるために

られたものではない」

く、深さも60~110cr丑

にも

物が土器溜底面ばかりではなく上層にま

の性質は概ねここでも該当するものと判断す

また、前田清彦氏は、 10世紀以降顕著とな

器j留)・ 3型(土坑) • c型(柱穴隣接ピット). D型

しており、池田氏の指摘する 4つ

の7つのタイプに分け、

との関係などの相関により、それぞれの祭杷対象について

「不定形な、明確な掘り方を持たない自然地形の凹部

北陸地方の事例をもとに、 A型

.F型(大溝). G型

よび検出建物群

前田氏は

と

としたものは、し、「明確な、人工の掘り方を有するJ土坑(B型)と区別している。

厳密には前田氏のA型と B型の中間形態である。

で集落外端に位置する点ではA型に近い。なお、本遺跡にあっ

はB型であるが、不定形

SB59でみられた

ように前田氏類型のD る。

no 
t
i
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江療14喜l遺跡における古代集蕃について

さらに前田氏は、土器の大量廃棄・大量埋納行為は「村落あるいは建物群・個別建物の造営・解

体-再編成に伴う可能性が高いj と指摘されている。この観点は、本遺跡の集落の変遷を考察してい

くうえでも重要である。

なお、祭柁対象のレベルで言うと、本遺跡土器溜は建物群もしくは村落全体を対象にしたもの、柱

穴は個別建物を対象にしたものと考えられる。

遺構相互の新!日関係を考えるうえで指標もしくは素材となりうるものには、今回の発掘調査に隈っ

ていうと、重護遺撲の切り合い関保、出土遺物の年代、異なる遺壌における出土遺物相互の接合関保、

東北地方北部の指標テフラである十和田 a降下火山灰と掘り込みとの関係、有機物における14C年代

測定などがある。

ただし、出土遺物の年代および木材等の14C年代については、ともに後世の混入の可能性があり、

あっては伝世による時期差、後者にあっては伐採から造営の時期差とともに廃材の再利用の可

能性もあるので、以下の記述では状況証拠としてふれるにとどめ、それ以外の指標についてひとわた

りまとめておきたい口

まず、重複遺構の切り合い関係からは、既述のとおり

①擁立柱建物跡SB62-)> S瓦05以下の土器溜》溝跡SD01A→同 SD01B→同SD01C

②掘立柱建物跡SB59→同 SB60

③竪穴状遺構S邸 65→溝跡SD01B

の先後関係が明白である。

次に遺物の接合関係をみてゆくと

④SB 59= SD 01 A=SK08 

の各遺構出土の遺物が接合し、しかもいずれも意図的な廃棄である可能性が高い遺構なので、このこ

とは各遺構の河時廃絶、ひいては同時期に営まれていたことを示唆するものである。

火山灰との関係で言うと

SI63B→(火山灰降下)

の先後関係がほぼ言えそうである。

さて本遺跡の建物配置をもう一度通賞すると、建物同士の重複は比較的少なし柱穴相互が切り合

う状況はさらに少ない。このことは集落の変遷を推定する上での障碍となる。 以下、建物跡軸線方向

からグルーピングすることで導かれる情報を慕に、遺構変遷を考えたい。もとより物的な証拠を有す

るものではなく、あくまでも伺一軸線の建物はほぼ伺一時期に帰属するという仮定のもとでの予察に

すぎない。

まず、分布域を異にする SB93(桁行N 29
0 

- E)、SB116(桁行N-20
0

… W)を除く 21棟の掘立

柱建物跡について、その軸線を求めていくと若干のばらつきはあるものの次の 4群に分けられる。

A群:桁行方向または梁行方向がSB62(桁行N-20
0 

- W)に近い方向の建物

SB62、SB55(梁行N-19
0

-W)、SB61 (桁行N-17
0 

- W)、

SB81 (桁行N-18
0

- W)、SB135(桁行N-20
0 

- W)、

ハ可
υ
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第 6章まとめ

SB 152(桁行N-170-

B群:桁行方向または梁行方向が SB54(梁行N-140-

の建物

58 (梁行N-15
0 
-¥V)に近い方向

SB54、SB58、SB24(桁行N-13
0
- 、SB28(桁行N-120 -W)、

SB53(梁行N-12
0
- 、SB56(桁行N-150 W)、

SB57(桁行N-10
0
- 、SB82(桁行N-130 

C群:桁行方向がSB59 ( N -26
0 

-に近い方向の建物

SB59、SB33(N -23
0
一明T)、SB153(N- 鳴り、

SBI61(N-23
0 

D群:桁行方向が SB60(N 8T -Vv)向様ミ東西もしくは帯北方向に対し、 50未満の斜角しか

もたない建物

SB60、SB 23(N - 50 鳴り、 SB 136(N-860 -W) 

なお、調査区南東端討近のSB93は上記のいずれにも該当しない。 SB116は軸方向だけからはA群

に帰属する。

次に、上記のグルーピンク、、をもとに遺講の変遷について述べる。ただし、 A~C群の建物について

はどちらに帰属するか微妙なものも多い。したがって、以下の記述では五十嵐典彦氏のいう「本屋級

建物Jを中心に据えた記述をする。

A群期:SB 55 . SB 61・SB62を中心とする集落形成のさきがけをなす時期。 SB81・SB135・

SB 152をともなう可能性がある。この持期は土器溜および区画講をともなわない。この時

期の遺構配置は散在傾向にあり、等高線と瞬、合するとなるべく高所を選んだ可能性があるo

SI63B、SKI64およびS玄165はこの時期に属する可能性があるが決め手を欠く。

お群期:SB53・SB54・SB58を中J心とする時期。 SB24・SB28・SB56・SB57思 SB82の各建

物と SK05以下の土器j留をともなう可能性がある。この時期の遺構配置は、建物群集中区

の北側に偏在する額向がある G 次の C群期が南側に偏在する傾向があるのとは対照的で

ある。この持期の建物跡棺互に

群摺およびB2群期の細別

をともなうものもあるため、第317図には Bl

したG この時識においては、長軸方向が〈北東一

西〉の本屋級建物を主として、本屋級建物 l 棟に対して附属屋級建物が 2~3 棟セットし

た形態で集落が営まれた様相が表取できる。 SK05以下の一連の土器溜は SB62( A群期)

廃絶後のこの時期に掘削された。

建物の数の多さや土器溜が営まれることなど本遺跡古代集落におけるピークを迎える時

期である。土器溜の不連続的な情状の平面形状は、広画溝とは言えないまでも集落内外の

境界線が強く意識されていたことの反映であるかもしれない。次の C群期に一部重複し

ながら溝が擁削されるだけでなく、土器溜のさらに外側に柱穴列が設けられることは境界

意識への強い拘泥を感じさせるのであり、次期になって忽然とその意識が高まったという

よりは、この時期にそうした意識が禰養されたと考える方が自然だと思うからである。

C群期:SB33・ SB59を中心とする時期。 SB153およびSB161をともなう可能性がある。この時

期の遺構配置‘は B群期より南東方向にスライドする傾向があり、建物長軸方向も直交す
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江原Uj患l遺跡における古代集落について

る二方向からほぼ同ーの一方向へ収数される傾向にある。この時期、区繭溝SDOIAが建

物群東側に延々と設けられる。 SDOlBやSD92などもほどなく設けられたであろうと推

測する。また、柱穴列SA83もこの時期に帰属するものと考える。軸方向がC群建物と共

通するだけでなく、北限・南限がC群建物の北限・南限とほぼ一致するからである。

区画溝が掘削されたのは SK05以下の土器溜がその役割をほぼ終えたのちのことである。

しかし、この時期、新たに土器溜SK08が設けられる。 SK05以下の帯状平田の土器溜と

は分布域を異にし、 L字状に立地する C群建物に留まれた中央付近に立地する。このこ

とは接合関係ばかりではなく立地論的観点からも同特性が成り立つ根拠たりうる。

D群期:SB23・SB60・SB136より構成される時期。建物斡方向は C群菊までと大きく異なる。

溝や土器濯も廃絶されてしまっている。

なお、 SB93・SB116については時期特定の根拠に大きく欠ける。 SB93は、軸方向は

他の建物と大きく相違するものの、平行する古代溝SDOIAおよびSD92Aに挟まれた筒

所に立地し、湾溝と産交する斡方向を有するのでC群期に属する可能性があるが、 SK94

との関連からは中世に帰属する可能性もある。 SB116は軸方向だけではA群期に属する

が、分布域が異なるだけでなく古代講SDOIAの北東側に立地し、古代集落として意識さ

れたであろう領域の外側にあたることがヲ!っかかる。 遺物の出土が皆無であるため憶断の

域を出ないが、古代に属するとすればA群期に帰属する可能性が高いとしておく。

最後に、各時期相互の移行について述べる。

A群期から B群期への移行は、 SB61を除いてく北東…南西〉を長軸とする本屋級建物を中心に営

まれ、その軸方向も漸移的な植を示すことから明瞭な画期を設けることは困難である。

B群期から C群期への移行は、本屋級建物の長斡方向がく北東一帯西〉からく北西-南東〉へと

転換する点、それまで南北方向にふれる傾向におった斡方向が一転して東部方向に戻される点で画期

があったものと見なしうる。溝と柱列による二重の区画施設が設けられた点でも、集落構造における

新要素の展開がみられると言ってよい。ただし、軸方向の角度自体はA~B群期に比して 3 0 ~ 16
0

の

1しかなしその点では先行する時期の建物斡方向を踏襲すると評越してよい口なお、本屋級建物

の長斡方向に着目すると、さきに SB引をA群惑に帰属するとしたが、 C群期に婦属する可能性もあ

りえる。

C群期から D群への移行は、 33 若手期の建物の斡方向は A'~C 詳惑に比べて差異が大きい。また、

C群期における SB59、SK08、SDOIAから出土した遺物が互¥，¥に接合することは、比較的大がか

りな埋納もしくは廃棄行為がなされたであろうことを立証するものであり、これら諸点から C群期

までと D群期の潤には本遺跡古代集落最大の画期があったと判断する。柱穴掘形も C群期までと比
(設37)

し著しく縮小する傾向が看取できる。

註 1 出土縄文土器には、縄文部期前葉表館式に併行する可能性ある資料がある(第135図25)。ただし、 l 点の

みの出土であり、当該時期の詳細な状況は不明である。

註 2 SN 1376焼土遺構は大木 8b式期に罵する竪穴住居地床炉であった可能性も想定し得るが、確実ではない。

註3 相対的に古い時期の立石等の土坑上国施設は後代の遺構構築等に伴って破壊された可能性も考慮する必要
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江原嶋 1遺跡におけ
、 v ヂ晶、t、

もあろう。

註 4 以下、本項中の伊勢堂岱遺跡に関する記述は下記文献による。

秋田県教育委員会 『伊勢堂岱遺跡一県道木戸石鷹巣線建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書JU 秋

田県文化黙調査報告書第293集 1999(平成11)年

註 5 大木10式(新)期において特に葬送儀礼が発達したとすると、本遺跡では明瞭ではないが、県南部の一般的

傾向として、大木10式(新)期前後に擾数の住居が継続的に集中する集落形態から単独住居のみからなる形

態に大きく変化すること(例えば大曲市太田遺跡)、もしくは大木10式(新)期前後に集落が断絶すること(例

えば千畑町内村遺跡)と関連する可能性もあろう。集落形態の変化が集団関係の変質と対応し、このこと

が慕制の変化および葬送犠礼の発達に反映したものと大きくはとらえることができょうか。

秋田県教育委員会 『東北横断自動車道秋田藤発掘調査報告書瓦 太出遺跡 』 秋田県文化財調査報告書

第207集 1991(平成 3)年

秋田県教育委員会 『内村遺跡発鋸調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第82集 1981(昭和56)年

註 6 SK 1043は、柱穴状の遺構であったとすると、第 4章第 2節 iで触れたように、最終的には柱材は抜き取

られたものと推定できる。

註 7 以 1"、本項中の八木遺跡に関する記述はト記文献による。

秋田県教育委員会 『八木遺跡発掘調査報告書 公害防除特別土地改良事業八木地医に係る埋蔵文化財発

掘調査 』 秋田県文化財牟調査報告書第181集 1989(平成元)年

註 8 例えば、二、ソ井町竜毛沢館跡では、古状台地1::.12，000nfの調査によって、縄文中期末~後期初頭を主体と

する竪穴住居跡11軒が検出されている。しかし、確実な土坑墓は 3基のみであり、大規模で規格的な墓域

は成立してL、なし、

秋田県教育委員会 『竜毛沢蕗跡発掘調査報告書一一般国道 7号二ツ井バイパス建設事業に係る埋蔵文化

財発掘調査 』 秋田県文化財調査報告書第188集 1990(平成 2)年

註 9 秋田県教育委員会 『片符沢遺跡 I発掘調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第72集 1980(昭和55)年

註10 鹿角市教育委員会 『御体主遺跡発掘調査報告書』 箆角市文化財調査資料19 1981 (昭和56)年

誌11 板橋範芳 「大館野遺跡J U平成元年度秋田県埋蔵文化財発掘調査報告会資料~ 1990 (平成 2)年

大舘市教育委員会 F遺跡詳細分布諦査報告書~ 1990 (平成 2)年

註12 秋田県教育委員会 『此j卦沢立遺跡・上の山立遺跡発掘調査報告書J 秋田県文化財調査報告書第114集

1984(昭和59)年

秋出県教育委員会 『国営能代開拓建設事業埋蔵文イヒ財発掘調査 上の山百遺跡第 2次発掘調査報告書』

秋出県文化対調査報告書第137集 1986 (昭和61)年

註13 秋田市教育委員会 E.F遺跡・坂ノ上F

遺跡・狸11時A遺跡・湯ノ沢D遺跡・深田沢遺跡-~ 1985 (昭和60)年

註14 秋田県教育委員会 『東北横断自動車道秋田線発掘謁査報告書盟一上野台遺跡・寺沢遺跡・半仙遺跡一』

秋田県文化財調査報告書第180集 1989 (平成元)年

註15 秋田荊教育委員会

下堤B遺跡-~ 1988(昭和63)年

註16 撲予m教育委員会 『大鳥井11J1 横手市大鳥井111遺跡発搬調査概報一』 横手市文化財調査報告 5

1978 (昭和53)年

横手市教育委員会 『大鳥井山五一横手市大鳥井山遺跡発掘調査概報-~ 横手市文化財調査報告 6

1979 (昭和54)年

註17 秋田県教育委員会 1974(昭和49)年

円

J
内
ノ

ω

m
q
d
 



8章まとめ

註18 秋田県教育委員会

註19 平鹿町教育委員会

註20 羽後町教育委員会

註21 羽後町教育委員会

1994(平成 6)年

『下藤根遺跡発掘調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第39集 1976(昭和51)年

『年子狐地区遺跡発揚調査報告書~ 1988(昭和63)年

『域神巡り遺跡ー第 3次発掘調査概報-~ 1980(昭和55)年

「新城JII遺跡J IF福島遺跡ほか発掘調査報告書一柏原古墳群・福島遺跡-j)

註22 秋田県教育委員会 『内村遺跡発掘調査報告書』 秋田県文化封調査報告書第四集 1981(昭和田)年

註23 秋田県教育委員会 『平鹿遺跡発掘調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第101集 1983(昭和58)年

註24 秋田県教育委員会 r東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書理一小出 I遺跡・小出 E遺跡・小出E遺

跡-小出111遺跡ー』 秋田県文化財調査報告書第206集 1991 (平成 3)年

註25 横手市教育委員会 『秋田県横手市遺跡、詳縮分布調査報告書~ 1986 (昭和61)年

註26 秋田県教育委員会 『上雨堤遺跡発掘調査報告書 県道本荘・西伯北・角館棒、改良工事に係る埋蔵文化財

発掘調査-~ 秋田県文化財調査報告書第149集 1986(昭和61)年

註27 秋田県教育委員会 『東北横断自動車道秋田鰻発掘調査報告書V 一手取清水遺跡-~ 秋田県文化前調査報

告書第190集 1990C平成 2)年

註28 秋田県教育委員会 『東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書町一下回遺跡・下田谷地遺跡-~ 秋田県文

化財讃査報告書第189集 1990(平成 2)年

註29 註25に同じ

註30 秋田県教育委員会 『藤木遺跡発掘調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第81集 1981(昭和56)年

註31 稲川町教育委員会 『宮の前遺跡発掘調査報告~ 1977 (昭和52)年

秋田県教育委員会 『宮の前遺跡J 秋田県文化財調査報告書第64集 1979(昭和54)年

註32 高橋学 「区画施設をともなう古代集落遺跡についてJ IFよむしろ考古』第 5号 1989(平成元)年

註33 秋田県教育委員会 『胡桃館埋没建物遺跡発掘調査概報』 秋田県文化前調査報告書第14集

1968(昭和43)年

秋田県教育委員会 『胡桃館埋没建物遺跡第2次発掘調査概報』 秋田県文化財調査報告書第四集

1969(昭和44)年

秋田県教育委員会 『胡桃館埋没建物遺跡第 3次発搭調査概報』 秋田県文化財調査報告書第22集

1970(昭和45)年

註34 秋田県教育委員会 『東北縦貫自動車道発掘調査報告書X~

1984(昭和田)年

秋田県埋蔵文化財センタ- IFはりま鯨遺跡発掘調査略報~(第 2 次調査) 1989(平成元)年

註35 池田晃一 「古代末の土器溜土坑予察J IF研究ノートj] 8号茨域県教育財団 1999(平成11)年

註36 前田清彦 「土器祭記類型化試論J IF北陸古代土器研究』第 7号 1997(平成 9)年

註37 本稿執筆に際しては、下記の文献も参考にした。

第24回古代域柵官需検討会シンポジウム資料 r東北地方の古代集落第 2分冊(米代川流域・秋田平野・横

手盆地・庄内平野)~ 1998(平成10)年

日本考古学協会1997年度秋田大会実行委員会『蝦夷・律令国家・日本j毎ーシンポジウム1I.資料集一』

1997(平成 9)年

秋田県教育委員会 『払回柵跡 I 一政庁跡-~ 秋田県文化財調査報告書第122集 1985(昭和60)年

秋田県教育委員会 『払田柵跡E 区画施設…』 秋田県文化財調査報告書第289集 1999(平成11)年
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